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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　見えない心







　幼いケイトは怒おこっていた。頰ほおを膨ふくらませて唇くちびるを尖とがらし、これ以上できないというくらいに眉まゆを寄せている。

「見事な仏ぶつ頂ちよう面づらねえ、ケイト。どうしたの？」

　こんなにも怒っているのに、大好きな母親はケイトを見て笑っている。夕飯の準備をてきぱきと行い、台所の床ゆかで膝ひざを抱かかえるケイトをときおり眺ながめるだけだ。

　母親の態度にますます機き嫌げんを損そこねて、ケイトはぼそりと呟つぶやいた。

「……ルーシーと喧けん嘩かしたの」

「あら。それは大変。どうして喧嘩になっちゃったの？」

「ルーシーが悪いんだよ！　順番に使おうねって言ってたボール、ずっと独ひとり占じめするんだもん！　次は私の番だったのに！」

「そうかあ。それで、怒って帰ってきちゃったんだ？」

「もうルーシーとは遊ばないって言ってきた！」

　声を張り上げて、ふん、と鼻を鳴らした。だが、すぐに視線が床に落ちて、ケイトは自分の体を抱だき締しめる。

　優やさしい手が、ケイトの頭をふわりと撫なでた。のろのろと顔を上げると、膝をついた母親がケイトと目線の高さを同じにして笑えみを浮うかべている。

「でも、ちょっと言い過ぎたかなあ、って思ってる？」

　心の中を真まっ直すぐに言い当てられて、ケイトの中で揺ゆらいでいた感情が一気に湧わき上がる。ぶわりと、瞬またたく間に涙なみだが出てきた。

　もう遊ばないと言った時の、ルーシーの傷ついた顔を思い出す。言った瞬しゆん間かんにそれはケイトの心も傷つけたが、後に引けなくなってしまった。何かを言いかけたルーシーを無視して、そのまま帰ってきたのだった。

「ルーシーと、……も、もう遊べないのかなあ」

「そんなことないわよ。ルーシーも、ケイトと同じで後こう悔かいしてるかもしれないでしょう？　今日はもう遅おそいから、明日になったら会ってきなさい」

「嫌いやだ。ルーシー怒って、私のこと嫌きらいになったかもしれない。後悔してるなんて、そんなのどうして分かるの？　会うの、怖こわい」

　怖い。それが、ケイトの気持ちを一番端たん的てきに表している。

「そうね。人の心は見えないから、不安になっちゃうわよね。でもね、だからこそ会わないと。会って、『どう思ってるの？』って聞いてごらんなさい。聞くのだって怖いかもしれないけど、そうしないと、相手の本当の気持ちは見えてこないのよ。何度だってぶつからないと」

　母親は、ピンとケイトの額を指で弾はじいた。

「痛っ」

「さあ、勇気を出しなさいよケイト。本当にケイトが仲直りしたいと思っていたら、できるはず」

　ケイトは額に手をやったまま、母親を見返した。

「……うん。頑がん張ばる」

　その時、トントンと扉とびらを叩たたく音が聞こえた。

「ケイト？」

　扉とびら越ごしに、ルーシーの弱弱しい声が響ひびく。

「ルーシーに先を越されちゃったみたいね。さ、行ってらっしゃい」

　微笑ほほえむ母親に背中を押される。ケイトは力強く頷うなずいて、親友を出で迎むかえるために駆かけ出した。







　一章　再びの悪夢







　指先に、神経を集中させる。

　──素す早ばやく、でも丁てい寧ねいに、正確に行う……。

　心の中で唱えながら、ケイトは黙もく々もくと手を動かしていく。

「あ！　ここにいたのかよ、ケイト。探したぜー」

　その時、背後から声がかかって、ケイトは振ふり向いた。

　実習室の入口に、男子学生が二人立っている。一人は頰にそばかすの散った長身の男性だ。栗くり色いろの巻き毛は常にふわふわと揺れて、本人を表すかのように落ち着きがない。

「ノーマン。探してたって、何かあったの？」

「んー？　昼食誘さそおうと思ってさ」

「えっ、もうお昼なの！」

　ケイトは慌あわてて、実習室に掛かけてある時計を見た。午前最後の講義が休講になったため、空いた時間を過ごすために実習室に入って一時間。夢中になるあまり、あっという間に時間が経たっていたようだった。

「結けつ紮さつの練習をしていたのか」

　ケイトの手元を見て、もうひとりの学生リオが声をかけた。眼鏡越しに見える緑の瞳ひとみは理知的で、冷たい印象を与あたえる。しかし、最近は随ずい分ぶん柔やわらかくなって、今もケイトを見つめる瞳は優しく和なごんでいる。

「いい心がけだな。ノーマン、お前も見習え」

「俺だって練習してるっての」

　ノーマンが唇を尖らせて言うも、尊大な口調のリオにそれ以上言い返すことはない。リオの医術に対する自信が、陰かげながらの努力によって裏打ちされているのを知っているからだ。

　リオは王立大学医術科きっての秀しゆ才うさいであるが、トップの座を維い持じするだけではなく、更さらに知識と技術を高めようと努力し続けている。その姿にケイトは何度も励はげまされ、ノーマンも最近は積極的に教授に質問をしに行くなど、リオに感化されているようだった。

「それにしてもすごいな。椅い子すの脚あし、糸だらけじゃないか。どれだけ練習したんだよ」

　若じやつ干かん呆あきれたような口調で、ノーマンが言う。

「まだまだ足りないわ。教授は、『目を閉じていてもできるようになりなさい』って言ってたし」

　ケイトが、時間を忘れて実習室で一人取り組んでいたのは、結紮という。外げ科か的な処置が必要とされる場面で使う基本的な手技である。

　例えば傷を縫ぬう時、止血で血管を結ぶ時や、臓器などを切除した際に周りにある組織の切った部分を結ぶ時に使う、糸結びのやり方を練習していたのだ。

　ケイト達は現在、大学二年生の冬を迎むかえている。春からずっと臨りん床しよ医うい学がくを学んできて、座学中心の生活は変わらない。しかし座学がほとんどを占しめる中で、少しずつだが実習が入ってきた。

　ケイトが今やっている結紮もそのひとつである。医師になるために欠かすことのできない技術であり、早い段階から習得できるように実習が組まれていた。結紮は練習あるのみで、医術書を読んだからといって出来るようになるものではない。結紮の目的によって、結び方が緩ゆるすぎてはいけないし、逆にきつく締めすぎるのもよくない場合がある。この指先の感覚をしっかり身につけるためには、とにかく毎日練習するしかなかった。

「家でもやってるんだけど、目を閉じて、っていうのはまだ難しいわね」

　ケイトは、目の前にある椅子の脚を見つめる。ケイトによって結ばれた糸が、びっしりと椅子の脚に巻き付いている。現在ケイトの部屋にある椅子にも、同じように糸が結ばれていた。椅子の脚だけではない、不安定にコロコロと動くペンや、柔らかい布きれなど、様々な物で練習している。

「練習もいいが、夢中になって食事を忘れるのはダメだ。お前、夏に高熱で倒たおれたのを忘れたわけじゃないだろうな？」

　リオが腕うでを組んで、ケイトを見やる。ケイトはぐっと言葉に詰つまった。

　今年の夏、ケイトは夏期休きゆ暇うかをリオの祖母のいる東部ソールヒルで過ごした。その後休暇を終えて帰ってきたケイトは、高熱で講義中に倒れるという失態をおかしていた。抱きとめてくれたのはリオで、熱で痛む頭に、大声で説教された記き憶おくは新しい。

「お前の体調管理能力は子供以下だからな」

「……それは、反省してます」

　言い返せないケイトは項うな垂だれるしかない。リオは溜ため息いきを吐つくと、ケイトの腕を引っ張った。

「ほら。行くぞ」

「今日は、大学の近くに美お味いしい店を見つけたからさ、そこで昼食にしようぜ」

　ノーマンが笑って、ケイトの背中を押す。

　ケイトは二人に気付かれないように、小さく口元を緩めた。元気のない自分を励まし、気分を盛り立てようとしてくれるのを感じる。

　とても嬉うれしいと思う。胸が満たされる一方で、それでも埋うまることのない隙すき間まがケイトを切なくさせる。

　昼食を食べるために大学を出て、三人でウィングヒルの大通りを歩く。冬空の中、冷たい風が容よう赦しやなく吹ふき荒すさぶ。街を歩く人々もコートの襟えり口を合わせたりしながら、足早に目的地へと急いでいるようだった。ケイトも寒さに身を竦すくませていると、前方から黒い軍服姿の軍人が歩いてくるのが見えた。咄とつ嗟さに視線を外す。

　──ああもう。少しよう佐さなわけないって分かってるのに……。

　心臓がぎゅっと痛くなって、ケイトは胸むな元もとに手をやった。

　そして、あの夜のことを思い出す。傘かさも差さずに雨に打たれて、高熱の原因を作った日。ケイトは好きな人に想おもいを告げて、けれどその気持ちは受け入れてもらえなかった。

『私は、君が想ってくれるような気持ちを返すことはできない。君を特別な女性として、好きだと思ったことはない』

　ケイトが好きになったのは、軍人だった。イーノット・レイズ。隣りん国ごくアスキス帝てい国こくとの大戦で活かつ躍やくした英えい雄ゆうであり、現在は南部基地の少佐という地位にある。若さに見合わない地位と、英雄として人々の羨せん望ぼうを集めるイーノットは、いち学生であるケイトとは住む世界が違ちがう。

　本当なら交わることのない二人は、軍の不正が書かれた『棺ひつぎの手帳』を介かいして知り合った。そしてケイトは今年の夏に、イーノットと東部ソールヒルで再会した。彼は、ソールヒルで起こった連続殺人事件を調査中だった。

　実行犯は逮たい捕ほされたが、陰からその犯人を操あやつっていた男は、今も逃とう亡ぼうして捕つかまっていない。その男は、イーノットの士官学校時代からの親友だった。

　親友の凶きよ行うこうを止められなかった後こう悔かいと、大戦の過去が、イーノットの心を押しつぶしていた。ケイトは、苦しむイーノットの心を少しでも軽くしたかった。自分の誕生日に、生まれてくることを喜べないような、そんな悲しい考えを撤てつ回かいしてほしいと思った。彼を大事に思う人間がここにいる。だから、あの時ケイトが伝えられる言葉すべてを使って、イーノットに好きだと伝えた。

　だが、気持ちは届かなかった。それだけでなく、イーノットからは「もう会わない」と告げられた。

　数ヶ月が経っても、ケイトの胸はあの夜と同じように痛む。それでも、高熱で倒れた時のように、無理やり頭から締しめ出そうとして、体調管理を怠おこたるような無茶はしなくなった。リオとノーマンがとても心配してくれたこと、そして日々与えられる課題が、ケイトの思考に活を入れてくれた。どんどん専門的に、そして技術的になっていく医術科の講義内容に、ぼんやりする暇ひまなどない。

　だが時々、こうして勉強から頭が離はなれて、軍人の姿を見た時、あの夜のことが心にするりと入り込んでくるのだった。

「ケイト」

　ふと頭上から声がかかって、ケイトは顔を上げた。リオがこちらを見ている。

「あ、な、何？」

「店に着いたぞ」

　気付くと、ケイトの目の前に小さな食堂があった。外がい壁へきは白と黒の縦たて縞じまで塗ぬられており、小さな店を可愛かわいらしく彩いろどっている。

　ケイト達は店に入ると、窓まど際ぎわの席へ座った。

「ここはさ、シチューが美う味まいんだよ。パンも焼き立てを持ってきてくれて、しかも食べ放題なんだぜー？」

　うきうきと表情を輝かがやかせながらメニューを開くノーマンに、ケイトの体も空腹を思い出したのか、きゅう、とお腹なかが鳴った。

　──いつまでも落ち込んでるわけにいかないわ。まずは腹ごしらえして、午後の講義に向けて力を溜ためなくちゃ。

　気持ちを切り替かえて、ケイトはにっこり笑って言った。

「パンが食べ放題なんて嬉しいわね。それに私、シチューって大好き」

「慌あわてて食べて、パンを喉のどに詰つまらすなよ」

　メニューを見ながら、しれっと口を挟はさむリオを、ケイトは睨にらんだ。

「子供じゃないのよ、私。そんなことしません」

「どーだか」

「ったく、何だってリオはそう偉えらそうなのかね。素す直なおに美味しいからって勧すすめればいいだろ？　ここだって……」

　ノーマンが呆あきれたように何かを言いかけたが、途と中ちゆうでリオに盛大に睨まれて口を噤つぐむ。

「ほら、さっさと決めるぞ」

　リオに促うながされて、ケイトはこの店おすすめだというシチューを選んだ。

　運ばれてきたシチューは火傷やけどしそうなほど熱く、ケイトの冷えた体をぽかぽかと暖めてくれた。







　昼食を楽しむケイト達から少し離れた席で、一人の男性が片かた肘ひじをつきながら窓の外を眺ながめていた。短く刈かられた黒くろ髪かみを搔かきながら、茶色い瞳ひとみが、店に面した大通りをぼんやりと見つめている。シャツの袖そでからは、浅黒く引き締まった腕が垣かい間ま見みえた。

　店の扉とびらが開き、小こ柄がらな青年が足早に歩いてくる。窓際に座る男性の向かい側に、断りもなく腰こしを下ろした。

「ちょっと少しよう尉い。何窓の外なんて眺めてるんですかっ。見る相手を間ま違ちがえてますよ！」

　青年は声を潜ひそめながらも、強い口調でそう言った。しかし、寒さからか鼻の頭を赤くして、ついでにかけている丸眼鏡も曇くもっている。柔らかな猫ねこっ毛けは、外で風に当たったせいか鳥の巣のように絡からまっていた。

　恰かつ好こうのつかない青年の姿に全く迫はく力りよくを感じなかったのか、少尉と呼ばれた男性はひょいと肩かたを竦めた。

「見てるって。時々」

「時々じゃなくて、ちゃんと片時も目を離さないようにしないとだめじゃないですか！」

「あのな。そんないかにも『見てます！』って感じでずーっと視線を向けてたら、本人も周りも不ふ審しんに思うだろうが」

「そ、そうかもしれませんけど……」

「それと、ニコル。少尉と呼ぶなと言ってあるだろ」

　青年、ニコルは眼鏡の奥の丸い瞳を瞬またたかせて、納なつ得とくいったというように頷うなずいた。

「あ、そうでした。少尉じゃなくて、今は中ちゆう尉いでしたね」

「ちげーよ。地位なんかどうでもいいんだよ。いいか、軍服も脱ぬいでんのに、階級を名乗ったら軍人だってすぐばれるだろ。俺は何度も言ったはずだぞ」

「……そうでした。すみません、『リックさん』」

　表情を引き締めて名前を言い直すニコルに、リックは小さく息を吐いた。

「それにしても、護衛ってのは休む暇がねえな。昼ひる寝ねもできやしない」

「何を寝ぼけたこと言ってるんですか」

「だから、寝ぼけたくても寝られないんだよ」

　ニコルはふん、と鼻を鳴らして腕うでを組む。

「いつでもどこでも昼寝ばかりしていたあなたには、いい役目だと思いますよ僕は。さすがイーノット・レイズ少佐！　見事な采さい配はいです」

　イーノット・レイズ。その名前に、リックはげんなりとした表情を浮うかべた。

「お前は、あいつに夢持ちすぎだって」

「いいえ！　実際お会いしてみて、やはり僕の思ったとおり、いや、想像以上に素晴らしい方でした！」

　熱く語るニコルに、「洗脳だなこりゃ」と溜ため息いきを吐ついたリックは、ちらりと斜ななめ前に視線を向けた。

　二つテーブルを挟んだ向こうには、三人の男女が座っている。眼鏡をかけた落ち着いた雰ふん囲い気きの青年と、その横には頰ほおにそばかすの散った青年が笑っていた。そして二人の青年の話に頷く女性の後ろ姿が見える。鮮あざやかな赤毛が、ゆったりと背中にかかっていた。

「……赤毛の女め神がみ、か」

「え？」

　ぽつりと呟つぶやいた言葉を、ニコルが聞き返す。リックは赤毛から視線を逸そらすと、「何でもない」とニコルに向き直った。

「それより、調べてきたんだろ？　どうだった？」

　ニコルは胸むな元もとからメモ帳を取り出し、浮かない顔で切り出した。

「ライナスが軍を辞やめた後の足取りは、今のところ摑つかめないままです。驚おどろくほど情報がないんです。本人が故意に足取りを消していたんでしょう。うーん、そうまでして隠かくされると、ものすっっごく気になりますよねえ。どこで、どんな風に暮らしていたのか？　どんな心理状態でいたのか？　資金源は？　何か職を持っていたのか？　ああ、それとも……」

　止めなければ、「なんで」「どうして」をいつまでも繰くり返すのが、リックの副官であるニコルの短所であり、最大の長所でもあった。何にでも興味を示す好こう奇き心しんの塊かたまりである彼は、とにかく謎なぞを謎のままにしておけない。謎に食くらいついたら放さない、自分の疑問を解消するまではとことん粘ねばる人間だった。

「つまり、お手上げってことか？」

「まさか！　待っていてください。すぐに満足できる情報を集めてみせます！」

　リックはニコルに見えないように、口の端はしを持ち上げた。この貪どん欲よくさこそが、リックがニコルを気に入っている理由なのだ。

「イーノット・レイズ少しよう佐さが、僕にも少尉の階級を与あたえてくれるよう、根回ししてくださいましたからね。立場を最大限利用して、ご期待に応こたえられるよう頑がん張ばりますよ」

　ニコルの誇ほこらしげな言葉に、思わずリックは顔をしかめた。

　リックの脳のう裏りに、一週間前に再会した友人との会話が甦よみがえってきた。




『よっ、元気だったか？』

　一週間前に南部基地を訪おとずれたリックは、イーノットの執しつ務む室に入るなり、軽く手を上げて挨あい拶さつをした。

『……相変わらず礼れい儀ぎのなっていない男だな。士官学校で散々注意されたのを忘れたのか』

　部屋の主あるじであるイーノットは、呆れた様子で溜息を吐いた。

『何だよ。俺に恭うやうやしく敬礼してほしいのか？』

　リックの言葉に、イーノットは金の瞳を瞬かせた後、思い切り顔をしかめた。

『……想像したら、鳥とり肌はだが立った』

『だろ？　ま、とにかく少佐殿どのの命令に従って来てやったぜ。ご丁てい寧ねいに、俺と副官のニコルまで階級を上げてくれるとは、破格の待たい遇ぐうだな』

　元々、東部の端にある検問所勤務のリックとニコルは、少尉と准じゆん尉いという階級にあった。しかし、南部基地のイーノット・レイズから要よう請せいを受け、二人は一階級を上げて、現在は南部基地所属の軍人の身分となった。

　異例すぎるこの人事異動の目的は、とある少女の護衛をするためだった。

『どうせ無理やりねじ込んだ人事だろ？　大だい丈じよう夫ぶなのかよ？』

『ライナスを捕つかまえるためだと言えば、大たい抵ていのことは通るんだよ』

　イーノットはそう言って肩を竦すくめた。

　五年前に、首都を恐きよう怖ふに陥おとしいれた連続殺さつ人じん鬼き、ライナス・ベントリー。今年の夏、彼は刑けい務む所しよから脱だつ獄ごくし、現在も行方ゆくえをくらませている。

　イーノット、そしてリックの、親友だった男だ。

『あいつ、一体何をやってるんだか……』

　ライナス。その名前は、いつもリックの胸に苛いら立だちと後こう悔かいを連れてくる。長閑のどかな東部の検問所で昼寝をしている時も、友人と酒を酌くみ交かわす間にも、常に心の片かた隅すみで燻くすぶっていた。

『で？　俺の役目は護衛ってことでいいのか？』

『ああ。ライナスは、ある少女を狙ねらうと私に向かって宣言している。名前はケイト・エドモンド。彼女を護まもってやってほしい』

　ライナスが、どういうわけか標的にしているのがケイトという赤毛の少女だった。リックとニコルは、ケイトを護衛するために、ここウィングヒルにやって来たのだった。

『……ったく。ライナスのことがなけりゃ、こんなめんどくせーことしてないぜ』

　今のリックにとって、軍の中ちゆ枢うすうに戻もどされ、階級を上げられるというのは不本意極きわまりない事態だ。それでも、大戦が終わってから胸に抱かかえてきた思いに向き合う機会を、逃のがすことはできなかった。名指しでケイトを狙うと宣言しているのならば、護衛をする自分がライナスに会う可能性もある。

『これは命令だ、リック・ヴァーデン中尉。ケイト・エドモンドを護衛し、彼女の身の安全を最優先させること』

『はいはい分かったよ』

『──頼たのむ、リック』

　投げやりに答えたリックに、イーノットの真しん摯しな眼まな差ざしが向けられた。

『彼女に、ほんの少しの傷もつかないよう、護ってやってほしい』

『……イーノット？』

　向けられた視線は強く、リックは目を逸らすことができなかった。士官学校時代には見たこともない、苦しげな表情を浮かべている。

『分かってるよ。引き受けたからには、きちんと役目は果たす』

『頼む』

　茶化すこともできずにそう言えば、イーノットは少しだけ表情を緩ゆるめた。




　どっと、ケイトのいる席から笑い声が上がって、リックは顔を上げた。

　楽しそうなケイト達の姿を見て、ぎゅっと唇くちびるを引き結ぶ。文句は言わない。役目を疎おろそかにするつもりもない。が、やはり愚ぐ痴ちは零こぼれてしまった。

「いい気なもんだぜ。軍も戦せん々せん恐きよう々きようとしている殺人鬼に狙われてるってのに、のんびり昼食とはな」

　護ってくれと言ったイーノットの真しん剣けんな表情を知っているだけに、余計苛立たしく感じた。

「仕方がありませんよ。彼女は何も知らされていないんですから」

「それがそもそも間ま違ちがいなんだよ。いいか？　命を狙われていると自覚しているのとそうでないのは、当然だが本人の気構えが違う。必要以上にビクビクするかもしれないが、常に周りに目を配り、警けい戒かいするようになる。そうすりゃ、こっちも護りやすくなる」

　リックは、店内を大きく見回した。

「自覚してりゃ、こんな窓の多い、大通りから丸見えな店なんて入らない。そもそも、外に出る気すらおきないだろ。加えてあの目立つ赤毛だ。さっきから窓越ごしに、通行人が視線を向けてる。見ようとしなくても、あの赤色が視界に飛び込んでくるんだよ。自分から居場所を教えてるようなもんだ」

　ニコルは「それはそうですけど」と言葉を続ける。

「でも、少佐から言われているんでしょう？　彼女には知らせないようにと」

「甘いんだよあいつは。本当に守りたきゃ、軍のどこかに閉じ込めておけばいいんだ」

「そうしたくないから、私達が呼ばれたんですよ」

「あいつがそこまでする価値があるのかね、あの女神によ」

　リックは不満げに鼻を鳴らした。答えてくれる声はない。

　リックの目には、ただケイトが楽しそうに笑う横顔だけが映っていた。
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　ウェスハバート王国には、東西南北に分けた四つの基地がある。西部や東部は比ひ較かく的てき治安が良く、基地内での縄なわ張ばり意識が強い傾けい向こうにある。北部は逆に治安が悪く、『左さ遷せん基地』などと囁ささやかれていた。南部は総司令部へ進む出世の足あし掛がかりとされていて、北部基地とは犬けん猿えんの仲だ。

　それぞれに異なった思おも惑わくを持ちつつ、四つの基地は、管かん轄かつする区域の警備、防犯などに当たっていた。

　そしてその四つの基地すべてを取りまとめているのが、首都オーランドヒルにある総司令部だ。

　国王が住む城に隣りん接せつする総司令部は、なめらかな白はく亜あの美しい城と違い、漆しつ黒こくの壁かべが取り囲んだ要よう塞さいであった。建物自体に華か美びな装そう飾しよくはないが、それゆえにどっしりとした重じゆう厚こう感かんや堅けん牢ろうさが伝わってくる。掲かかげられている軍の紋もん章しようが描えがかれた旗が、存在を誇こ示じするかのように風ではためいていた。

　その総司令部の長い廊ろう下かを、二人の軍人が歩いていた。

「五人目の犠ぎ牲せい者しやが出た？」

　潜ひそめたような声を出したのは、金色の瞳ひとみが印象的な年若い軍人だった。高官ひしめく総司令部で、足早に廊下を進む姿は堂々としている。階級章には、その年ねん齢れいには見合わない『少しよう佐さ』の地位。先の大戦で『英えい雄ゆう』と呼ばれた男、イーノット・レイズである。

「はい。場所はテイバー通りを少し入った路地裏です。明朝、近くの飲食店の店主が発見しました」

　イーノットの後ろから付き従って歩いているのは、黒くろ髪かみに黒い瞳の男性だ。軍服には少しの乱れもなく、皺しわひとつない。着ている人間の几き帳ちよう面めんさが感じられた。

「テイバー通りは、先週から警備の人数を増やした場所だったな、ローワン」

　イーノットの言葉に、彼の副官ローワン・テイ大たい尉いは頷うなずく。

「そうです」

　イーノットは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。先を読まれているような、不気味な悪お寒かんがイーノットの背筋を駆かけ抜ぬける。

　嘲あざ笑わらわれている。そんな気さえする。

「報告を続けろ」

「はい。女性の名前はアナ・ルーベンス。心臓を一ひと突つきにされていました。遺体の傍そばにすずらんの花が置かれてあるのも、同じです」

　そして、とローワンは続ける。

「アナ・ルーベンスは北部基地所属、ジョージ・ルーベンス中ちゆう佐さのご息女です」

　イーノットは足を止め、ローワンを振ふり返った。厳しい眼差しと目が合う。

「ルーベンス中佐だと？」

「ええ」

　イーノットは、重々しく頷くローワンから、廊下の窓に視線を移した。窓からは、首都の街並みが見える。

　現在、このオーランドヒルでは、若い女性が殺されるという殺人事件が起こっていた。女性は皆みな胸を刺さされて殺されている。そして遺体の傍には、必ずすずらんの花が置かれていた。

　一人目の犠牲者が出たところで、市民はすぐに五年前の悪夢を思い出した。五年前、ライナス・ベントリーが起こした連続殺人事件だ。一度は捕つかまったライナスだったが、現在は刑務所から脱獄して姿を消している。

　五年前と同じ殺害の仕方、そして狙うのは若い女性達。何もかもが五年前と一いつ緒しよだと思われたが、四人目の犠牲者が出たところでそれは違うと分かった。

　犠牲者の三人目と四人目の女性は、どちらも父親が軍人だったのだ。

「五年前にライナスが選んでいたのは一いつ般ぱん市民からで、軍関係者はいませんでした」

　ローワンの言葉に、イーノットが頷く。

「ああ。そして今回の五人目の犠牲者もまた軍関係者の娘むすめだ。故意に選ばれているのは間ま違ちがいない」

「やはり、軍への復ふく讐しゆうということでしょうか」

　イーノットの気持ちを読んだように、ローワンが言う。

　イーノットは答えずに足を速めた。二人は長い廊下を抜けると、ある一室へと入っていく。ライナス逮たい捕ほを命じた総司令部が、イーノットのために用意した部屋である。

　部屋には、すでにイーノットの部下達が待機していた。

「少佐！　五人目の犠牲者が出たって……」

　初めに声を上げたのは、サニー・ウィルソン中ちゆう尉いだ。跳はねた髪かみに、軍服はかなり着き崩くずしている。だらしなさを感じないのは、誠実さを感じさせる気持ちのいい笑えみのせいだ。しかし、今日は笑顔を見せることなく、深刻そうな表情を作っている。

「ああ。さっきローワンから聞いたところだ」

「ご家族にはもう連れん絡らくが？　どれほどお辛つらいでしょう……、想像もつきません」

　辛そうに眉まゆを下げて呟つぶやいたのは、ロジャー・キーネスト准じゆん尉いである。長身でしかも体つきも屈くつ強きような彼は、その鋭するどい目元も相まって他人を威い圧あつする。しかし、実は繊せん細さいで心ここ優ろやさしい人間だった。

「その家族だが、三人目、四人目同様に、被ひ害がい者しやの父親は軍関係者だった」

「へーえ。これはもう、本格的に復讐始めちゃったんだね。だからかなあ、日増しにこの総司令部もピリピリしてきてさ、捜そう査さを担当してる僕達に様々な皆さんから叱しつ咤た激げき励れいの嵐あらし。いやあ、過ごしやすいったらないねえ」

　軍への嫌いや味みを平然と口にしたのは、ティム・ウォーレストン少しよう尉いだ。灰色の髪がさらさらと音がしそうなほど揺ゆれて、大きく丸い瞳がその幼さを強調する。

「口を慎つつしみなさい、少尉」

　ローワンがティムを窘たしなめる。しかし、ティムはふん、と鼻を鳴らして堪こたえた様子を見せない。笑みを浮うかべているが、相当腹に据すえかねているようだ。

　いつになったらライナスは捕まるのか、やる気はあるのかと上層部にせっつかれているのはイーノットも同じだった。むしろ、総指揮をとるイーノットへの風当たりはティムの比ではない。それが分かるからこそ、ローワンはティムに注意しているのだ。

「でも、軍関係者の娘という事実だけでは、次に狙ねらわれる被害者を特定することは難しいですよね」

　ロジャーが腕うでを組んで眉を寄せる。

「ああ、その件に関しては……」

　ローワンが何かを言いかけたところで、部屋の扉とびらがノックされた。

「入れ」

　イーノットが許可すると、一人の軍人が部屋へと入ってきた。赤みのある頰ほおにまだ幼さが残る青年で、イーノットを見るとすぐに綺き麗れいな敬礼を見せた。

「彼には、三人目と四人目の被害者の父親について調べてもらっているんです。軍関係者ということから、経歴などを洗ってもらっていました。……何か分かったのですか？」

　ローワンはイーノットに説明し、最後の言葉は部屋に入ってきたばかりの青年に向けられる。

「はい。三人目と四人目の被害者の父親には、ある共通点がありました。更さらに五人目の被害者の身元も明らかになったことから、まず間違いないと思うのですが……」

「何だ」

「被害者の父親である軍人達はすべて、オールリッジの戦いに赴おもむいています」

　イーノットは大きく目を見開いた。

　オールリッジの戦い。それはあの十年前の大戦で市街戦となり、最も大きな被ひ害がいを出すことになった戦いだった。そして──。

　ライナスと最後に会った時、彼が言っていた言葉を思い出した。

「ライナスは恋こい人びとレイチェルをオールリッジで亡なくしている。しかも、ライナスの言い分では、レイチェルは我が軍の軍人に見捨てられて亡くなった」

　イーノットの呟くような声に、サニーが声を上げた。

「それじゃあライナスは、あの戦いに焦しよう点てんを当てて被害者を選んでるってことですか」

「ああ」

「それならば、オールリッジに行った軍関係者で、若い娘がいる者には警けい戒かいを促うながさなければ」

　ローワンの言葉に、サニーが頭を搔かいた。

「範はん囲いが広すぎます。オールリッジの戦いに関係する軍人なんてものすごい数に上りますよ。その中で、若い娘のいる家庭だって少なくない。そこから、どうやって的を絞しぼれば？」

　サニーの言葉はもっともだった。イーノットは腕を組んで考える。オールリッジの戦いに赴いた軍人の娘であること、それ以外に、被害者の共通点はない。しかし、その数は多すぎる。もっと範囲を狭せばめることができなければ、未然に防ぐことも、ライナスを出し抜くこともできない。

　──やはり糸口があるとしたら、ここしかない。

　イーノットは顔を上げて、指示を待つ部下達を見回した。

「オールリッジの戦いで、本当にレイチェルは我が軍に見捨てられて亡くなったのか。ライナスの言い分を調べる必要がある。そこに、ライナスが被害者を選ぶ理由があるかもしれない」

「ふーん。でもさ、もしも、ただオールリッジの戦いに関かかわってるって理由で、無作さく為いに選んでるんだとしたら？」

　ティムが、飴あめ玉だまをぽいと口に放り込みながら言う。

「その可能性ももちろんある」

　無作為だとすれば、次の被害者を予想することは難しくなる。捜査は更に厳しいものとなるだろう。イーノットは今や、最も近しい親友だった男の考えが全く分からなくなっていた。しかし、だからといって諦あきらめるわけにはいかない。彼の思考に並び立ち、そして一歩先をいかなくては、ライナスは捕まえられないのだ。

「だが、ライナスにとって、恋人が亡くなったことは殺人を犯おかす理由になった。それほどに大切だった恋人を失った事件が、彼にとって小さいもののはずはない。調べる価値はある」

　イーノットの揺るぎない言葉に、ティムは頷うなずいた。

「分かったよ。さーて、じゃあ方針も決まったし動こっか！」

　イーノットの前で、ローワン達が美しい敬礼を見せる。部下達の力強い眼まな差ざしを受けて、イーノットの心は温かくなった。










　五人目の被害者が出てから、三日が経たった。

　サニーとロジャーは、厳しい顔つきで互たがいに向かい合って座っている。テーブルには酒が置かれ、周りでは陽気な声が上がっていた。

　二人がいるのは、オーランドヒルのとある酒場である。

「おかしいですよね」

　ロジャーの言葉に、サニーは苛いら立だたしげに自分の頭を搔き回した。

「おかしいなんてもんじゃない。ここまで情報が集まらないなんて初めてだ」

　二人は、イーノットの指示を聞くとすぐに行動を開始していた。ライナスの恋人レイチェルの死の真相を調べること。そのために二人は、このような酒場や軍部で内密に軍人から聞き込みを行っていた。

　聞き込みをする相手に関しては、ローワンがオールリッジの戦いに従事した軍人のリストを用意してくれた。リストから市街戦に関わった軍人に絞って、それとなく話を持ちかける。相手に警けい戒かい心しんを抱いだかせず、重要な話をまるで世間話のように語らせるという手しゆ腕わんは、サニーの得意とするものだった。

　しかし三日経った今、サニーの手元には、何一つ重要な手がかりは集まっていなかった。

「最初は上う手まくいくんだ。何の疑問も感じさせずに酒場にも誘さそえるし、楽しく酒を酌くみ交かわせた。でも、オールリッジの戦いに話が向いて、市街戦の詳しよう細さいを聞きたがるともうだめだ。絶対に口を割らない」

　最初は、大戦という辛い記き憶おくを呼び覚ましたくないという思いからなのかと感じていた。しかし、数人から話を聞くに従い、彼らがぴたりと口を閉ざすのは、オールリッジの戦いだけだと分かった。

　どんなに酒を飲ませてもだめ、多少の脅おどしをかけてもだめだった。頭を下げて「覚えていない」と謝る者、「分らない」と最後には怒おこり出す者と様々だったが、共通するのは彼らが何かに怯おびえていることだった。

「……箝かん口こう令れいが、敷しかれているんでしょうか」

　箝口令。ロジャーの言葉は小さく、周りの喧けん騒そうに搔き消えそうだ。しかし、サニーにはくっきりと耳に残った。

「誰だれかが、オールリッジの市街戦について語るのを禁じている。そう考えるのが自然だろう。そして、その誰かとは、下したっ端ぱの兵士が逆らうことのできない人物だ」

「軍の高官、ですか」

　ロジャーの押し殺したような声に、サニーは頷いた。

「ああ。……これは、思った以上にきな臭くさい話なのかもしれない」

「でも、ライナスは聞き出したわけですよね？」

　ライナスは、『大戦後、その場に居合わせていた軍人に聞いたんだ』と言っていた。

「あの天使の笑えみに騙だまされたんだろう。それに、あの当時なら彼はまだ軍人達にとって尊敬されるべき人間だったはずだ。彼に心しん酔すいする奴やつが、話してしまったのかもしれない」

「じゃあ少しよう佐さは？　オールリッジにはうちの少佐も赴いてますよね？　少佐は何も聞いていないんでしょうか」

　ロジャーの言う通り、イーノットはオールリッジで『英えい雄ゆう』となった軍人である。しかし、彼はレイチェルの死を見たわけではない。

「市街戦の中で、レイチェルがいた場所だけで、何かが起こった。だから、オールリッジに行ったすべての軍人が真相を知ってるわけじゃないんだ」

　ロジャーが、自分の考えを整理するように、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「となると、明らかに口を噤つぐんでいる人間とそうでない人間で区別できますよね。それで、ライナスが殺害した女性達の父親をもっと詳くわしく調べれば、何かがでてくるかもしれない」

「地道に、大たい尉いが用意してくれたリストを一つ一つ当たっていくしかないな。だが、時間がかかり過ぎる。──くそっ、誰かいないのかよ。上官に逆らってでも話をしてくれる剛ごう毅きな人間は！」

　サニーの苛立った声に、ロジャーは腕うでを組んだ。

「上官に逆らえる、下っ端の軍人……。難しいですよね。自分の出世に大きく響ひびいてしまう」

　軍社会は階級が物を言う。上官に逆らうことは、下へ手たをしたら自分の軍人としての人生を大きく左右されてしまうかもしれないのだ。

　だが、そこまで言って、ロジャーはふと顔を上げた。

「……いや、いるかもしれないです」

「は？」

　怪け訝げんな表情を向けるサニーに、ロジャーは言った。

「軍にしがらみを持たない方に、話を聞くんですよ」










　三日後、総司令部の一室でイーノット直通の電話が音を立てた。イーノットが受話器を取る。

「少佐！　俺です」

　サニーの声だった。サニーとロジャーには、レイチェルの亡なくなった真相を調べるよう指示してあった。

「どうした。何か分かったか？」

「はい。ええと、まず俺達は今、北部にいるんですが」

「北部？」

　イーノットは眉まゆを寄せた。

「北部に、オールリッジの市街戦に関わった人間がいたんです」

「首都では情報が集まらなかったのか？」

　サニーは、箝口令が敷かれており、誰も口を割ってくれなかったと伝えてきた。

「それなら、北部に行っても同じことでは？」

「いえ。俺達は最初、総司令部に勤める軍人達ばかりに話を聞いていました。彼らには上官からの箝口令という鎖くさりが巻かれている。でも」

　そこでイーノットはピンときた。

「退たい役えき軍人か」

「そうです。彼らにも当時は箝口令が出ていたかもしれませんが、今は軍を辞やめている。現役の軍人より、ずっと話は聞きやすいと思ったんです。それでようやく今日、情報が摑つかめました」

　電話越ごしに、カサリと紙が擦こすれるような音がする。サニーがメモ帳を見ているのだろう。

「証言してくれたのはベルナルト・ハーク。大戦で左足を負傷し退役。当時二十八歳だった彼は、オールリッジの市街戦に投入されました。ベルナルトのいた隊は、オールリッジの東地区で敵と遭そう遇ぐう。これは指揮官のミスによるものでした。突とつ然ぜんの襲しゆ撃うげきに、隊は近くの三階建ての建物に身を隠かくしました。しかし、そこには先客がいた」

「レイチェルか」

「ええ。彼女を含ふくめた、男女七人です。逃にげ遅おくれた住民達でした」

　サニーの声が段々低くなっていく。イーノットは一度大きく息を吸い、吐はいた。これから聞かされるのは、決して気持ちのいい話ではないだろう。しかし、一人の軍人として真実を知らなければいけない。

「ベルナルトの指揮官は驚おどろき、そして苛立ったそうです。彼からすれば、失策して敵に見つかり、更さらに足手まといまでできてしまった。だが、住民達は違ちがいます。ようやく助けが来たと喜びました」

　住民達は黒い軍服姿を見て、涙なみだを流して喜んだに違いない。爆ばく音おんと悲鳴に怯えた彼らは、もう限界だったはずだ。

「敵の包ほう囲い網もうはじりじりと狭せばまっていました。そうして指揮官は決断し、実行した」

　その先を言いよどむような間があいて、イーノットは受話器を握にぎり直す。

「続けろ」

　サニーの声が震ふるえた。

「住民を置いて、自分達だけ建物から脱だつ出しゆつしたんです」

　イーノットはきつく目を閉じた。

「ベルナルトは……、住民達は囮おとりにされたも同然だったと、そう証言しています。そして住民達は銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれた。レイチェルは何とか逃げたそうですが、その時にはもう辺りは火の海だったと……」

　これが、レイチェルの死の真相。それを聞いた時、ライナスはどう思っただろうか。想像もつかなかった。

「ベルナルトの隊にいた全員の名前を伝えます。指揮官はクロード・バートレット。副官はアンドリュー・ローレンス……」

　次々に読まれていく名前。そこには、犠ぎ牲せいとなった女性達の父親の名もあった。

　ライナスは、レイチェルを死に追いやった軍人達を調べ上げ、復ふく讐しゆうを始めているのだ。







　翌日、総司令部の一室には、イーノットとローワン、そしてティムが揃そろっていた。

　街の警備の配置について話していると、トントンと扉とびらが叩たたかれる。

「入れ」

　イーノットが言うと、部屋に一人の軍人が入ってきた。総司令部との伝令を任されているネイサンという少しよう尉いだ。体格には恵めぐまれておらず、軍人としては小こ柄がらな方である。

　彼は両手で包み込むようにして、何かを持っていた。たれ目の濃こい茶ちや色の瞳ひとみが、イーノットに向けられる。

「少しよう佐さ宛あてに手紙がきております。その、……差出人には、ライナス・ベントリーと書かれてありまして」

　イーノットは目を見開いた。後ろに控ひかえるローワンも息を吞のみ、すぐにネイサンの手元に視線をやった。

　イーノットは動どう揺ようを押し殺そうと、一度ぎゅっと両手を握りしめる。それから、ネイサンに向かって手を差し出した。ネイサンはすぐに、守るようにして持ってきた手紙を渡わたす。

　真っ白な無地の封ふう筒とうを裏返すと、ライナスの名前が書かれている。流りゆう麗れいなその字は、確かにライナスの字だった。士官学校時代からの友人だったイーノットは、ライナスの筆ひつ跡せきをよく知っている。

　夏に姿をくらませ、再び殺さつ人じん鬼きとして首都に戻もどってきてから、初めての軍への接せつ触しよくである。

　──いや、違う。

　宛あて名なにはイーノット・レイズの名前。

　──軍だけじゃない、私にあてられた手紙だ。

　封筒を開けると、ふわりと花の香かおりが立ち上る。




『やあ、イーノット。

　元気にしているだろうか？　といっても、君が首都で奮ふん闘とうしているのは知っているよ。相変わらずの統とう率そつ力で、部下を動かしているんだろう。街の見回りも増えてきたね。そんな君に、置き土産みやげを用意した。テイバー通りだったかな？　この手紙を読む頃ころには、もう見つかっているかもしれないね』

　イーノットは手紙を握りつぶしそうになった。

　ライナスは、テイバー通りで見つかった五人目の犠ぎ牲せい者しやについて言っているのだ。何もかも先回りされて、嘲ちよう笑しようされている。イーノットの予感は正しかった。
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　──置き土産？　ふざけるな。

　奥歯を嚙かみしめて、まだある手紙の続きに視線を走らせる。

『君は本当によくやっている。だが、なかなか会うことができないな。私はもっと、君と昔話がしたいんだ。だから君に、ひとつ情報を教えよう。次に私が手にかける女性の名前だ。名はエリカ嬢じよう。とても美しい女性だ。レイチェルと少し似ているかもしれない。

　さあイーノット。君との再会を楽しみにしているよ』

　ライナスの優ゆう雅がな笑えみが目に浮うかぶようだった。

　そしてまた漂ただよう花の香りに、イーノットは封筒の中を覗のぞき込む。真っ白なすずらんの花が入っていた。その花にはもう、おぞましさしか感じない。

　イーノットは、ローワンとティムに手紙を読むよう促うながした。目を通したローワンが息を吞む。

「これは……、殺人予告ということですか？」

「ああ。そういうことなんだろう。ネイサン少尉、この手紙はいつ軍に届けられた？」

　扉の前で立っていたネイサンは、イーノットの声にビクリと肩かたを揺ゆらした。

「は、はい……。手紙は今朝届けられたようで、それで通常通り検問を受けて……」

　軍に届く荷物や手紙は、必ず検問を通してから相手に届けられる。主に、爆ばく発はつ物など、危険な物ではないか調べるためだ。

「今朝？　今はもう夜だぞ。私に届くまでに時間がかかりすぎている。上に見せたのか」

　上とは、ここ総司令部でイーノットにライナス逮たい捕ほを命じた上官達のことである。

　ネイサンが小さく頷うなずいた。ティムが「全く」と唇くちびるを尖とがらせる。

「自分達はライナスと直接対決する気もないくせに、情報だけは早く知りたいなんて笑わせるよね」

　ローワンも、言葉にはしないが同じ気持ちなのだろう。すぐに自分達のところに渡っていれば、その分捜そう査さも早く進められたはずだった。

「文句を言っていても仕方ない。──ローワン」

　イーノットは頭を切り替かえると、ローワンに向かって指示を出した。

「すぐにエリカという人物について調べてくれ。軍関係者の娘むすめである可能性が高い。身元が判明したらすぐに護衛を付けろ」

「分かりました」

　ローワンはすぐに部屋から出て行った。

　イーノットは息を詰つめて、もう一度手紙に目を通した。

　手紙の最後には、『追つい伸しん』の文字がある。

『追伸。君の赤毛の女め神がみは元気かな？』

　ライナスの手紙は重要な証しよう拠こだ。それでもイーノットは、目の前の手紙を今すぐ破り捨ててしまいたかった。
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「うわー、ここが南部基地かあ」

　ノーマンが、きょろきょろと視線を彷徨さまよわせながら言う。

「おい、声がでかいぞ」

　隣となりを歩くリオが、ノーマンの脇わき腹ばらを肘ひじで突ついた。

「いーじゃん、別に。なあケイト」

「えっ、ああうん」

　二人の後ろから隠かくれるように歩いていたケイトがぎこちなく笑う。

　ケイト達医術科の二年生は現在、南部基地内の見学を行っていた。医術科を卒業した後の、配属先を見学するという実習である。学生達には卒業後、地方の病院、軍の研究所、基地在ざい籍せきの軍医など様々な選せん択たく肢しが用意されていた。今回の実習は、将来働く場所を見学させ、自分の進路をより明確にする目的がある。

　ケイト達はすでに、南部王立病院の見学を終え、次に軍医の仕事を見学することになった。そうしてやって来たのがここ、南部基地なのである。

　施し設せつの説明を受けながら、ぞろぞろと団体で行動するケイト達を、通りすがる軍人達も物もの珍めずらしそうに見ている。

「なあなあ、イーノット・レイズ少しよう佐さいるかな？」

　その名前に、ケイトはビクリと肩を揺らした。

「いたとしても、ここよりもっと奥の執しつ務む室かどこかにいるだろう」

　ケイトの代わりに、リオが仏ぶつ頂ちよう面づらで答える。

「何だよー。ここら辺、通りすがることもあるかもしれないじゃん」

　──そうなったら、どうすればいいんだろう。

　ノーマンの言葉に、ケイトは体を縮こまらせた。

　ケイトは、イーノットに夏以来ずっと会っていない。会わないと言われたのだから当然だが、不ふ可か抗こう力りよくで会ってしまった場合、どうなるのだろうか。

　──どうなるも何もないわよね……。目線も合わずに終わるだけかもしれない。

　自分の想像に、心が重たくなる。そして、こんな風にうじうじ落ち込む自分に嫌いや気けがさす。

　だが、嫌気がさす一方で、目線が合わなくてもいいから会いたいと思う自分がいるのも確かなのだ。

「なあ、おい。あれ、女だぜ」

　ふと耳に届いた声に、ケイトは顔を上げた。廊ろう下かの先で、二人の軍人がこちらを見てにやにやと何かを話している。視線が合うと、軍人はにっこりとケイトに笑ってみせた。

　ケイトは小さく会え釈しやくして、二人の間を通り抜ぬけようとする。

「医術科に女なんて入れたんだな。どんな手を使ったんだ？」

「まともに治ち療りようなんてできんのかね。俺なら怖こわくて任せられないなあ」

　潜ひそめてもいない声の大きさは、ケイトに聞こえてもかまわないと思っているのだろう。前を歩くリオとノーマンにもしっかりと聞こえたようで、二人はキッと軍人を睨にらみつけた。

　ケイトは慌あわてて二人の背中に手をおく。

「ちょっとちょっと。睨まなくていいから！」

「不当な言いがかりだ。抗こう議ぎするのは当たり前だろう」

　リオは冷静にそんなことを言うが、ケイトは気が気ではない。

「こ、抗議なら、私が自分でするから！」

　リオとノーマンの、南部基地内での心証を悪くしたくない。ノーマンは分からないが、リオは軍医になるのが夢だと言っていたのだ。もしも南部基地に配属された時、リオの反はん抗こう的な態度を覚えている軍人がいたら、仕事がやりづらくなってしまうかもしれない。

「ね？　私だって頭にくるわ。でも怒おこる時は、私が怒るんだからいいのよ」

「俺も一いつ緒しよに怒ってやると言ってるんだ」

　揺るがないリオの優やさしさに、ケイトは笑みを浮かべた。

「気持ちだけもらっておく」

「全部受け取ればいいだろう」

「もう十分もらってるわ」

「まだまだ全然足りない」

　こんなことで言い合っていることが可お笑かしくなってきて、ケイトは声を上げて笑う。その姿に、リオも口元を緩ゆるめた。ケイトの頭にポンと手を乗せる。

「お前は頑がん張ばっている。俺はそれを、ここにいる軍人達皆みなに教えてやりたいよ」

「あっ、俺も俺も！」

　リオの肩かた越ごしにひょいと顔を出して、ノーマンが陽気に言う。

「お前は黙だまってろ」

「前々から思ってたけど、リオって俺に冷たくないかっ？」

　ノーマンの情けない声に、ケイトとリオは顔を見合わせて笑う。落ち込んでいた気分が浮ふ上じようするのが分かった。

　ケイト達は廊下を歩き続け、ようやく基地内の医務室まで来た。

　中に入ると、広い室内にベッドが並んでいる。大きな鍵かぎつきの棚たなの中には、様々な薬品が置かれており、診しん察さつ台なども設置されていた。

　奥にある部屋の扉とびらが開いて、白衣姿の男性がこちらに向かって歩いてくる。白髪しらがの老人で、皺しわの刻まれた目元は優しげだ。しかし、背筋はピンと伸のびて、ケイト達学生に向けてくる眼まな差ざしは力強い。

「医術科の学生さん達だね。私はダニエル・マーストン。ここ南部基地の軍医だ」

　人を落ち着かせる、穏おだやかな喋しやべり方と声だとケイトは思った。

「どうぞよろしくお願いします」

　ケイト達は一いつ斉せいに、ダニエルに頭を下げる。顔を上げた途と端たん、ダニエルと目が合った。

「ああ。本当に女の子がいるんだね」

　小さく笑えみを浮うかべた顔には、ケイトを軽かろんじるような表情はなかった。だが、だからと言ってケイトを手放しで歓かん迎げいしているようにも見えない。

　ケイトは真正面から瞳ひとみを見返した。

「はい、女性です。そして、ここにいる皆と同じ医術科の学生の一人です。頑張りますので、ご指導よろしくお願いします」

　女性が医師に？　と驚おどろかれることは分かっていた。自分が女であることを認めた上で、そこからどう動くことができるかが問題なのだ。

　挑いどむようなケイトの目線を、ダニエルはふわりと受け流した。

「威い勢せいがいいねえ。──さあ、じゃあまず、私達軍医の一日の予定から話してみよう」

　ダニエルの視線がケイトから離はなれた。あの対応で良かったか疑問は残ったが、後ろを振ふり向くとノーマンが「恰かつ好こう良かったぞー」と声をかけてくれた。

　ケイトが前を向くと、ダニエルが軍医の一日について話し始める。すると廊下からバタバタと足音が聞こえてきた。足音は医務室で止まり、扉が開かれる。

　現れたのはまだ若い軍人で、走ってきたために頰ほおが赤くなっている。医務室にいた学生達の視線が一斉に向けられて、ぎょっとしたように目を見開いた。

「どうしたの？」

　のんびりとダニエルが話を促うながす。そこでようやく自分の役目を思い出したようだった。

「先生！　怪け我が人が出ました」







「おいっ、いつまでかかってんだよ？」

「す、すみません」

　屈くつ強きような体に、迫はく力りよくある顔で凄すごまれて、ノーマンはわたわたしながら、消毒液をつける。

「もっとしっかり縛しばれ！　それじゃあ動いたらまた取れるだろーが！」

「はいっ」

　ノーマンだけでなく、医務室の所々で学生達は野太い声に叱しつ責せきされている。

　医務室は、現在二十人程度の軍人達でひしめき合っていた。組手の訓練中に、勝ち抜き戦をやっていて怪我をしたらしい。

　ダニエルは、ぞろぞろと医務室に入ってくる軍人達を見て、「丁度いいから君達、手当てしていきなさい」と軽い調子で学生達に言い放った。

　学生達は一いつ瞬しゆんポカンとしたものの、ダニエルの指示でぎこちなく手当てを始める。しかし、軍人達の迫力にすっかり吞のまれて、言われるがままになっていた。

「それにしても君らね、勝負に熱くなって怪我するって何なの？　馬ば鹿かなの？」

　ダニエルが、呆あきれたような顔で溜ため息いきを吐つく。

　ノーマンの手当てを受けていた軍人が答えた。瞼まぶたのところに大きな傷きず痕あとがあり、それが余計怖さを倍増させている。

「いやあ、勝てなくてついカッとなったんですよ。にしても、何で俺ら、こんなひょろいガキ共に手当てされなきゃなんないんですか」

　じろりと睨まれて、ノーマンは「ひっ」と顔を引きつらせた。

「あのね、マーカス少しよう尉い。頭に血が上って引き下がれなくなった君達だって、私にすればガキだよ。そのくらいの傷、学生達で十分だ。もちろん後で処置はチェックするよ。今は頭を打った人間だけ、私のところに来なさい」

　屈強な軍人達をガキ呼ばわりするダニエルだが、周りの雰ふん囲い気きは和なごやかで、気分を害した軍人はいない。マーカスと呼ばれた軍人も、肩かたを竦すくめるだけだ。きちんと信しん頼らい関係ができているのだろう。

　ケイトはその様子を、ぽつんと一人で見ていた。ケイトの所には、手当てを頼たのんでくる人間がいない。包帯を取りに行ったり、手当てするリオの手伝いをするだけで、それ以上の治療はできない。リオが、ケイトと交代すると言うと皆、「女は信用できないから」と断ってしまうのだ。

　拒きよ否ひする患かん者じやに無む理り強じいはできない。さっきからダニエルはケイトの方を見てはいるが、特に口を出すつもりはないようだった。

　ケイトは唇くちびるを嚙かんだ。

　──信頼されていないんだ。

　女性の医師は、今の人々にとってあまりに未知な存在だ。

　──だったら、ちゃんと手当てできるって、今知ってもらえばいいのよ。そうやって、少しずつ信頼してもらえるようにならなくちゃ。

　だからこそ、ここで何もせずに見ているだけではだめだ。ケイトは、まだ手当てを待って並んでいる軍人達に声をかけようとした。

「ほら、ここ誰だれもいないぜ」

　その時、にゅっと大きな影かげが出来た。見上げると、長身の男性がこちらを見下ろしている。

　日焼けした肌はだに、短く刈かられた黒くろ髪かみ。無む駄だのない均きん衡こうのとれた体は、俊しゆん敏びんな豹ひようのようにしなやかだ。鋭するどい目元が、ケイトに注がれる。

「お嬢じようちゃん、ここいいか」

　ケイトは「あっ、は、はい」と目の前の椅い子すをすすめた。

「だってよ。ほら」

　しかし黒髪の男性は座らず、代わりに、男性の後ろから出てきた青年が椅子に腰こし掛かけた。

「よろしくお願いします」

　ケイトに向かって、青年がにっこり笑いかけた。丸眼鏡の奥の瞳は人ひと懐なつこそうで、ケイトも思わず口元を緩める。

　青年が見せた右みぎ腕うでには、組手で負った傷が出来ていた。消毒液を手に取りながら「少し染しみますね」と声をかける。

「ううっ。た、確かに染みますね……！」

　案の定、眼鏡の青年はぎゅっと眉まゆを寄せた。

「情けねーな。男がこれくらいで泣き言言うなよな」

「怪我したの誰のせいだと思ってるんですっ？　僕は断ったのに、組手とかもう……、やりたいなら自分だけやればいいじゃないですか！　それで自分は怪我一つないんだから……！」

　後ろに立っている黒髪の男性に気を取られているうちに、ケイトは青年の腕うでにすばやく包帯を巻いていった。

　──丁てい寧ねいに。でも早く……。

　青年の抗こう議ぎにも、黒髪の男性の方は豪ごう快かいに笑うだけだ。

「いやあ。ま、体慣らしにはなったな」

「よお。言ってくれるじゃねえか」

　すると、先ほどまでノーマンから手当てを受けていたマーカスが、ゆらりと黒髪の男性に並び立つ。

「俺達全員負かしといて、『体慣らし』とはナメられたもんだ」

　──そういえば、組手で勝ち抜ぬき戦をしてたんだっけ。

　つまり黒髪の男性が、ここにいる軍人すべてに勝ったということである。ケイトは視線を走らせた。確かにこの医務室で、彼だけが怪我の手当てを頼んでこなかった。見た目にも、怪我をしたようなところは見えない。

　──でも……。

「ナメてるつもりなんかねーよ。まあ、強かったと思うぜ、あんたら」

「その態度がもう、ナメてるようにしか見えねえんだよ」

　一いつ触しよく即そく発はつな空気が漂ただよい、学生達はハラハラと見守っている。ダニエルはのほほんと笑って眺ながめているだけだ。

　ケイトは息を吸い込んだ。そして、長身の軍人二人の間に割り込む。

「医務室は喧けん嘩かをするところではありません、治ち療りようするところです！」

　ぎょっとしたような視線が軍人二人から注がれる。周りも、シンと音がしそうなほどの静せい寂じやくが流れた。ケイトはマーカスに向き直って言った。

「まだ手当ての途と中ちゆうなんです。話なら後にしてください」

　そう言って、黒髪の方の日焼けした腕を取る。

「座ってください。次はあなたです」

「ああ？　いや、俺は怪我なんかしてねーよ」

「右みぎ肩かたを庇かばっているような気がしました。見せてください」

　黒髪の男性が、虚きよを衝つかれたような顔でケイトを見た。それからゆっくりと、その表情に苦い笑えみが浮うかぶ。

「……これは古傷だ。にしても驚おどろいたぜ。こんなお嬢ちゃんに気付かれるなんて、俺もまだまだだな」

　ケイトは顔を顰しかめた。

「その、『お嬢ちゃん』というのをやめてください。私には、ケイト・エドモンドという名前があります」

　しかし、それには答えずに男性は踵きびすを返した。去り際ぎわ、マーカスの胸をトンと叩たたく。

「強いって思ったのは噓うそじゃねえよ」

　マーカスが大きく息を吐いた。殺気が消える。

「……後でもう一勝負しやがれ」

「いや、疲つかれたからもういいわ」

「てめえなあっ」

　男性は振ふり向くことなく、ひらひらと手を振って医務室から出て行った。

「いやあ。医務室で殴なぐり合いでも始まったらどうしようかと思ったなあ」

　ダニエルが片かた肘ひじをつきながら、そう言って笑った。マーカスはばつの悪そうな顔をしながら、ケイトに向き直る。

「軍人相手に怒ど鳴なりつけるなんて、いい度胸してるな」

「私は、思ったことを口にしただけです。そして、早く治療したかったんです。度胸は関係ありません」

　ケイトの言葉に、マーカスは少しだけ口元を引き上げた。そして、ちらりと眼鏡の青年に視線を移した。正しくは、ケイトが処置した右腕を見ている。

「おい、どうなんだそれ」

　包帯を指差されてそう問われ、眼鏡の青年はにっこり笑って右腕を上げた。

「すごく上手ですよ」

　マーカスは少しだけ考えるように口を閉とざすと、すっと左ひだ腕りうでを出した。

「包帯を巻き直してくれ。さっきの奴やつのじゃ、緩ゆるすぎるんだよ」

　ケイトはパッと顔を上げた。ケイトを信じてみようというマーカスの思いが伝わってくる。

「はい！」とケイトは力強く頷うなずいた。







　ケイト達が南部基地で実習を行っている頃ころ、総司令部ではイーノットが執しつ務む室で書類に目を通していた。ライナスからの手紙を受け取って二日が経たっている。

　扉とびらが叩かれ、珍めずらしく慌あわてた様子のローワンが入ってきた。

「エリカ嬢の身元が分かりました」

　ソファに寝ねころんでいたティムが頭を上げる。イーノットも書類から視線を外してローワンを見た。

「エリカ・バートレット嬢はバートレット家の一人ひとり娘むすめで、父親はクロード・バートレット。ここ、総司令部の少将です」

「クロード・バートレット？」

　その名前に、イーノットははっとする。サニー達が北部からかけてきた報告の電話を思い出した。

『ベルナルトの隊にいた全員の名前を伝えます。指揮官はクロード・バートレット。副官はアンドリュー・ローレンス……』

それはレイチェルを見捨てた部隊を率いていた指揮官の名前だ。

　──繫つながった。

　ティムが、「うわあ、すごいのが出ちゃったね」と口笛を吹ふいた。

　バートレット家は代々、軍人を輩はい出しゆつしてきた一家である。名家中の名家で、現在主あるじのクロードが総司令部の少将であることから、頭ひとつ飛びぬけた権力を持っている。

　ライナスが狙ねらった女性達の父親にも高官がいたが、ここまでの大物はいなかった。彼は総司令部の上官の娘に、名指しで殺人予告をしたのだ。

「護衛を手配しましたが、少将自身も自ら護衛を屋や敷しきに呼んでいました」

　ローワンの報告に、イーノットは頷く。

「バートレット家の一人娘となれば、一人で出歩く機会も少ないし、接せつ触しよくするのも大変だろう。ただでさえ困難なのに、予告などすれば相手が警けい戒かいして、警備は更さらに厚くなる。それなのにライナスは今回初めて、事前に誰だれを狙うのかを伝えてきた」

「それだけ自信があるってことじゃない？」

　ティムが飴あめを取り出しながら言う。

「ああ。だがそれ以上に、少将に思い知らせたかったのかもしれない。命を狙われるというのは言うまでもなく精神的負ふ荷かがかかる。しかも自分ではなく、大切な一人娘が狙われているんだ。ライナスは少将をとことん苦しめたいんだろう」

　ケイトの命を狙うと宣言されているイーノットもまた、ライナスの憎にくしみに晒さらされている。

　イーノットは一度拳こぶしをきつく握にぎりしめると、顔を上げて言った。

「ローワン。出かけるぞ。エリカ・バートレット嬢じように会いに行く」







　二章　軍人の娘







　首都オーランドヒルは、すべての政治機関、商業の中心地である。大通りから離はなれた郊こう外がいには、富ふ裕ゆう層向けの住宅地が存在していた。緑に囲まれ、静かな場所に建っているのは、どれもが見事な屋敷ばかりだ。

　バートレット家も、代々ここに屋敷を構えている。ローワンからの報告を受けてすぐに総司令部を出て、イーノット達はここへやって来た。

　巨きよ大だいな門の前で、一度軍用車を止められて身分証を提示するよう求められる。門が開いてから長い庭を抜ぬけて、ようやく屋敷の全ぜん貌ぼうが見えた。

「……すごいですね」

　ローワンがぽつりと呟つぶやく。

「代々の名家だからな。──行くぞ」

　車を降りると、大きな扉の前で黒服の男性が頭を下げた。この屋敷の執しつ事じだろう。

「お待ちしておりました。イーノット・レイズ少しよう佐さ、ローワン・テイ大たい尉い。どうぞこちらへ」

　執事の黒いスーツには、皺しわひとつ見受けられない。ローワンに負けず劣おとらずの几きち帳よう面めんさが窺うかがえた。ピンと背筋の伸のびたスーツの後ろ姿を見ながら、二人は屋敷へと足を踏ふみ入れる。

　執事は、重じゆ厚うこうな木目の扉を開けて部屋に入るようイーノット達を促うながした。

　部屋の中央に置かれたソファに、一人の女性が座っていた。イーノット達の姿を見ると、立ち上がる。

「エリカ・バートレット嬢ですか」

　イーノットの言葉に、女性、エリカはにっこりと笑えみを浮うかべた。

「ええ。お初にお目にかかります。エリカ・バートレットと申します」

　優ゆう雅がに腰こしを折ったエリカの肩かた先さきから、さらさらと金きん髪ぱつが流れる。クセのない真まっ直すぐな髪かみ質しつで、手入れが行き届いているのが分かる。笑みを浮かべているために細められた瞳ひとみは青く、イーノットはふとケイトのことを思い出す。ケイトもまた、綺き麗れいな青い瞳の持ち主だった。

　エリカの肌はだは抜けるように白く、少しだけ頰ほおに赤みが差している。美しくどこか儚はかなく感じる容よう貌ぼうだった。しかし、物もの怖おじすることなくイーノットを見上げるエリカの瞳には、勝気さが見え隠かくれしていた。

「イーノット・レイズと申します。こちらは私の部下で、ローワン・テイです」

　ローワンが、先ほど案内してくれた執事に負けないほどの、綺麗なお辞じ儀ぎをしてみせる。エリカは軽く会えし釈やくして応こたえると、す、とソファに手を向けた。
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「さあ、どうぞお座りになってください」

　イーノットとローワンが席につくと、計ったようにお茶が運ばれてくる。

　イーノットは、不ぶし躾つけにならない程度に、目の前の女性を観察した。ビクビクしたり、何かに恐きよう怖ふを感じているようには見えない。

「本日伺うかがったのは──」

「分かっています。父から聞きました。私、狙われているんですよね？　今、最も恐おそれられている殺さつ人じん鬼きに」

　落ち着いた口ぶりだった。

「……ええ。そこで、我々が用意した護衛をつけてもらいたいのです」

「構いません。殺人鬼が捕つかまるよう、私も尽じん力りよくいたします」

　毅き然ぜんとしたエリカの言葉に、イーノットは小さく笑みを浮かべた。

「勇ましいですね。ご協力に感謝します」

　イーノットの表情を見て、エリカは恥はじらうように目を伏ふせた。しかし、すぐに顔を上げて言う。

「私は、バートレット家ただ一人の跡あと取とりです。自分の立場というものを、よく理解しているつもりです。殺人鬼にやすやすと殺されるわけにはいきません」

　その言葉には、自分の家に対する誇ほこりと自覚が詰つまっている。甘やかされただけの女性ではないと、イーノットはエリカを見つめながら思う。

「我々も、あなたを守るため全力を尽つくします」

　エリカは、嬉うれしそうにほほ笑んだ。

「ありがとうございます。ところで、軍に協力するにあたって、一つだけ条件があるのです」

「条件？」

「私の護衛は、イーノット・レイズ少佐にお願いしたいんです」

　イーノットは目を見開く。隣となりに座るローワンも、驚おどろいたような表情を浮かべた。

「私、ですか？　しかし、私はライナス逮たい捕ほの指揮を執とっています。護衛の人間には、別の者を用意しておりますので」

「私は、どうしても少佐がいいのです。そしてこれは、私の父も承知のことです」

「クロード・バートレット少将、ですか」

「ええ。父も、私の護衛を少佐にお任せしたいと申していました。きっと直々に父から話がいくと思います」

　少将から頼たのまれれば、それはそのまま『命令』と同義である。ローワンが、ぎゅっと眉まゆを寄せたのが分かった。イーノットも戸と惑まどいを隠せないまま言う。

「優ゆう秀しゆうな護衛を、あなたに付けたいのです。私はずっとあなたの傍そばにいられるわけではありません」

「ですが、少佐のお仕事は殺人鬼を捕まえることですよね。必然的に、私の護衛をしてくだされば、そこに殺人鬼が現れるということです。それに、四六時中傍にいろなどと、無茶なことはお願いしません。私が外出する時など、そういう時だけでいいのです」

「なぜ、私なんです？」

　イーノットが問うと、エリカは真っ直ぐに視線を合わせて言った。




「少佐を、お慕したいしているからですわ」




　予想外の答えに、イーノットは言葉に窮きゆうした。エリカは「突とつ然ぜん、こんなことを言って申し訳ありません」と頭を下げる。

　テーブルに置かれた紅茶を一口飲むと、エリカはまたじっと青い瞳でイーノットを見つめた。

「少佐。先ほど、私はこのバートレット家のただ一人の跡取りだと申し上げました。両親の間には、女の私しか生まれなかった。私が男だったら、きっともっと簡単だったでしょう。士官学校に入って、軍人になれば済みました。ですが女の私は、バートレット家を存続させるために、婿むこに入ってくれる軍人を探す必要があります」

　私が男だったら。その言葉に、イーノットは強い既き視し感かんを覚える。悔くやしそうに、時に涙なみだを流しながら、ケイトが口にしていた言葉だった。

「そしてそれは、誰だれでもいいわけではありません。私はずっと、バートレット家を一いつ緒しよに支えてくれる方を探していました」

　青い瞳は、真っ直ぐにイーノットにだけ注がれている。

「少佐は、『英えい雄ゆう』と呼ばれるほどの戦果をあげ、部下の信しん頼らいも厚いと聞いております。将来が約束されたような方です」

　イーノットは首を横に振ふった。

「私は家いえ柄がらもない、一いつ般ぱん市民出の軍人です。あなたに釣つり合うような人間ではないし、バートレット家を支えられるような基き盤ばんはありません」

「そうじゃありません！」

　突然声を張り上げたエリカに、イーノットは驚く。エリカも自分の声を恥じたのか、「申し訳ありません」と目を伏せた。

「言い方が良くなかったですね。私は確かに、少佐の軍人としての有能さを必要としています。でも、それだけではありません。私は先ほど言いました。──少佐を、お慕いしているのだと」

　白い頰は、傍はた目めにも分かるほど赤く染まっている。

「私はずっと、将来の相手が少佐であれば、と考えていました。今、こうしてお話しできるだけでも、嬉しくて仕方ないんです。──少佐。私との将来を考えていただけないでしょうか？」

　見つめたエリカの瞳は真しん剣けんだった。イーノットも唇くちびるを引き結び、居住まいを正す。

「──エリカ嬢じよう。私は自分自身の結けつ婚こんなど考えていないのです」

「今はそうかもしれません。ですが、少佐が上を目指すのであれば、いつかは考えることです。その時、私は必ず少佐のお役に立ってみせます。私の持ちうるすべてを使って」

　このエリカの告白を、喉のどから手が出るほど欲ほつしている人間は山ほどいる。バートレット家の後うしろ盾だてを得るということは、その権力と富を手中に収めたのと同じことなのだ。

　だが、イーノットの心は動かなかった。

「確かに私は上を目指していますが、それは婚こん姻いん関係を結んで出世することではありません」

　何の苦労もなく得た階級など、意味はない。イーノットは自分自身の力で上に行き、軍を変えたいと思っているのだ。誰かの力を借りた地位で何を言っても、人の心には響ひびかないだろう。イーノットは、軍人達の意識を変えたいのだ。

「……どなたか、大切な方がいらっしゃる、というわけではないんですか？」

　エリカが静かに問う。イーノットの脳のう裏りを一いつし瞬ゆん過よぎった赤色は、次に思い出したライナスの顔ですぐに打ち消された。

「大切な人間はいません。しかしエリカ嬢、あなたと結婚することはできません」

　エリカは何かを言いたげに口を開いたが、思いとどまったように、一度目を閉じた。

「分かりました。ですが、護衛の件はお願いできないでしょうか」

「……少将からお話をいただけば、私が断ることはできません」

　イーノットがそう言うと、「良かった！　嬉しいです」とエリカが微笑ほほえむ。

「勝手なことを言って申し訳ありません」

　謝りながら、エリカの表情はいっそ晴れやかに輝かがやいていた。

「ですがこれが、バートレット家のやり方ですの」










　南部基地にいたケイト達はすべての軍人の手当てを終え、実習は解散となった。

　基地から出るために廊ろう下かを歩くケイトの足取りは軽い。じろじろと見てくる軍人はいるものの、基地にやって来た時より気にならなくなっていた。

「あー、腹減ったあ」

　ノーマンが気の抜ぬけた声で言う。

「ふん。さっきまで、マーカス少しよう尉い相手に半泣きになっていたくせに」

　リオの言葉に、すぐノーマンが反論する。

「し、仕方ねーだろ！　お前はマーカス少尉の手当てしてないから分かんないんだよ！　凶きよ暴うぼうな熊くまを相手にしてる気分だったんだから」

「ケイトは落ち着いて手当てしていたじゃないか」

「ああ、確かに。ケイト、すげーな！」

　話を向けられて、ケイトが答えようとした時だった。

「おやおや、ケイト君じゃないか」

　振り向くとそこには、白髪しらがに口くち髭ひげの老人が立っている。紫むらさ色きいろの瞳ひとみは優やさしく細められ、気のいい老人にしか見えないが、胸むな元もとには数々の戦功章が並んでいる。

「ブラウン・ファーニー少将……」

　ケイトがこぼした名前に、ノーマンはぎょっとしてブラウンを見つめる。

「えっ、ブラウン・ファーニー少将って、ここの最高司令官のっ？」

　以前、会ったことのあるリオは、それでも緊きんち張よう気味に頭を下げた。

「お久しぶりです」

「ああ、リオ・アーノルド君だったね。ねえ、ちょっとケイト君を貸してくれるかな？」

「え？」

「女め神がみとお茶がしたくなったんだ。君とはまた今度。さ、ケイト君行こうか」

　有う無むを言わさず、ブラウンがケイトの背中を押す。どうしていいか分からないリオとノーマンに、ケイトは「先に帰ってて」と言った。

　南部基地最高司令官の執しつ務む室は、基地の一番奥まったところにある。入ったことのあるイーノットの執務室より、何倍も広い。

「さあ、座りなさい」

　恐おそる恐るソファに腰こしを下ろす。一体何の用なのか、見当もつかなかった。本当にお茶をするために連れてきたわけではないだろう。

　向かいの席に座ったブラウンがにこりと笑った。

「強ごう引いんに連れてきて悪かったね」

「いえ」

「心配しなくても、今日ここにイーノット・レイズ少しよう佐さはいないよ」

　ギクリとして、それから思わずブラウンの顔を見てしまう。

「少佐のいない間にね、君に聞きたいことがあったんだ。あれがいると、いつも邪じや魔まをされてしまうからね」

「……何でしょう？」

「あの男の隣となりに立つ覚かく悟ごはできたかい？」

　穏おだやかな聞き方なのに、噓うそも誤ご魔ま化かしも許さない声こわ色いろにケイトは息を吞のむ。

　以前南部基地で、ブラウンとの別れ際ぎわに告げられた言葉を思い出した。

『あの男の隣に立つのは大変だよ。覚悟がないならやめたほうがいい』

　意味はよく分からなかったが、いつまでも耳に残る言葉だった。

　ケイトは目を伏ふせて、絞しぼり出すように言った。

「覚悟も何も、私は少佐の隣には立てないんです。少佐に、もう会わないと言われましたから」

　ブラウンは片眉まゆを上げた。

「それで納なつ得とくしたのかい？　君ももう会うつもりはないと？」

　──そんなことない。会いたい。

　だが、結局言葉にならなかった。黙もくするケイトをしばらく見つめていたブラウンは、「そうか」と柔やわらかい声を出した。

「君には無理だったのかもしれないね」

　優しげに告げられた言葉は、より残ざん酷こくにケイトの胸に響いた。イーノットの隣に立つ資格はないと、そう見限られたような気がした。

「だったら、私も安心して彼の縁えん談だん話を進められるよ」

　ドクン、とケイトの心臓が鳴った。

「……縁談、ですか」

「ああ。まだ内密にしているんだが、実は少佐には、ある名門の軍人一家のお嬢さんとの縁談が持ち上がっていてね。彼の将来の力になれるお嬢さんだ。とてもいい話なんだよ」

　ケイトは、膝ひざに乗せた自分の手を、痛いほどに握にぎりしめる。

　──もう会えないって言われたのは、この縁談があったからなのかもしれない。

　イーノットの力になれる人が現れたのだ。彼の幸せを願っているはずなのに、少しも喜ぶことができない。自分が悲しいことしか、頭が回らない。

　──自分のことばっかりだ、私。

「うまくまとまるように、ケイト君も願っていてくれ」

　ケイトは返事ができなかった。
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　イーノットは、ケイト達の実習が終わった翌日に、一度南部基地に戻もどってきていた。

　エリカと会った後、イーノットは正式にクロード・バートレット少将から護衛の任務を頼たのまれた。クロードは言葉の端はし々ばしに、自分の娘むすめとの結けつ婚こんを匂におわせてきて、それをかわすのが大変だった。エリカにはティムを護衛につけて、ようやく南部に戻ってきたのだった。

「お疲つかれのようですね」

　背後に控ひかえていたローワンが気き遣づかわしげに、執務室に座るイーノットを見つめる。

「護衛の話が、まさか結婚話にまで発展すると思わなかった」

「確かに予想外でしたね」

「ライナスのことだけでも手て一いつ杯ぱいだというのに……」

　どうしても溜ため息いきが出てしまう。その様子を見て、「少佐」とローワンが声をかけた。

「頭痛の種を増やすようで申し訳ないのですが、ご報告を。リック・ヴァーデン中ちゆう尉いですが、昨日組手の訓練に出たそうで、周りも熱中したのかいつの間にか勝ち抜き戦になり、二十人程度を一人で伸のしてしまったらしいです。彼以外が軽い怪け我がを負ったそうで」

　イーノットは鋭するどい視線を投げた。

「あいつ、一体何をしてるんだ？　任務を放ほうり投げたのか？」

「それはご心配なく。ケイト嬢じようも南部基地にいたので、放ほう棄きしたというわけではありません」

　ローワンの言葉に、イーノットは目を見開く。

「彼女が、南部基地に？」

「ええ。医術科の実習の一いつ環かんだそうです」

「……そうか」

　会わなくてよかった、とイーノットは思う。もう二度と会わないと、ケイトが眠ねむっていた病室で決意したのだ。

「彼女は無事です。リック・ヴァーデン中尉は、きちんと約束を果たしてくれているようですね」

　ケイトの護衛を依頼するため、ここにリックを呼んだ時のことを思い出した。

　面めん倒どうくさいとはっきり言われたが、それでも承知してくれた。リックにもまた、ライナスを止められなかった後こう悔かいがあるのかもしれない。ただ、それを素す直なおに口にするような男ではなかったが。

「それにしても、我が南部基地の軍人達も普ふ段だん生ぬるい訓練をしているわけではないでしょう？　彼一人に、全く歯が立たないとは情けないですね」

　眉を寄せるローワンに、イーノットは苦く笑しようする。

「確かに士官学校時代から、体術の成績は一番だったな。私とライナス以外、誰だれも歯が立たなかった。とにかく、反射神経がいいんだ。心を読まれているんじゃないかと思うくらい、攻こう撃げきをひょいひょい避よけられる。だから、あいつはかすり傷ひとつ負わないで済むんだよ」

「彼が『勇ゆう敢かん』と呼ばれるのも、そこに理由が？」

　リック・ヴァーデンは、先の大戦で『勇敢』という言葉で賞賛された。最前線で、常に一番に突とつ撃げきし、戦果をあげたからだ。

「そうだな。私に言わせれば、あいつは『勇敢』じゃなく、『無む謀ぼう』という言葉の方が合うと思うがね。その並外れた反射神経が、彼の命を助けたのは間ま違ちがいない」

　士官学校時代から、訓練でも任務でも、何でも一番初めに飛び込んでいくのはリックだった。瞳ひとみを輝かがやかせて、未知の世界に飛び込んでいくことに少しの躊ちゆ躇うちよも感じさせない。

『俺が最初に切り込んでやるよ。そんでお前らは、俺の後についてくればいい』

　そう言われるたび、頼もしさを感じたものだった。しかし大戦後のリックは、東部の検問所への異動を希望し、それ以来イーノットと顔を合わせることもなくなった。

　──必死になって軍にしがみついたのは私だけか。

　どこでバラバラになってしまったんだろうか、とイーノットはこの頃ごろ思う。士官学校時代、一番多くの時間を共にした親友は、同じ目標に向かって頑がん張ばっていたはずだった。国とそこに住む人を守る、軍人になると。

　物思いに沈しずむイーノットの思考は、電話の音で中断された。

　頭を切り替かえて、電話に出る。

「はい」

「少佐。お客様がお見えになっています」

「客？」

「はい。エリカ・バートレット様です」

　告げられた名に耳を疑い、イーノットは額に手を当てた。本当に、頭が痛くなってきた。










　実習で南部基地を訪おとずれた翌日、大学は休みだった。

　ケイトは勉強机を前にしてぼんやりと座っていた。しかし、呼び鈴りんが鳴って立ち上がる。

「はい」

　扉とびらを開けると、そこにはリオが立っていた。

「リオ！　どうしたの？」

　リオはじっとケイトの顔を見つめている。ケイトは戸と惑まどったように声をかけた。

「あ、あの、リオ……？」

「──よし。出かけるぞ。五分で準備してこい」

「はっ？」

　目を瞬またたかせるケイトを、リオが睨にらんだ。

「早くしろ。あと、スケッチブックと書くものを持ってくるんだ。ああ、少し歩くから、暖かい恰かつ好こうをするように」

「な、なんで。私、今日は家で勉強しようと思って……」

「あと四分」

　リオが腕うで時ど計けいを見ながら言う。ケイトは溜息を吐ついた。ここにいても、理由は説明してくれそうにない。

「分かったわ。ちょっと待ってて」

　きっちり四分後、ケイトはスケッチブックの入ったカバンを肩かたにかけて、リオの前に立った。

　リオはひとつ頷うなずくと、ずんずんと歩いて行く。

「ねえリオ。どこに行くの？」

「行けば分かる」と言って、リオはウィングヒルの大通りを通り過ぎ、それでも足は止まらない。中心地から外れると、建物が消えて代わりに木々が増えてくる。

　二十分後、ようやくリオの足が止まった。リオの肩かた越ごしに顔を出して、ケイトは呟つぶやく。

「ここ、……植物園？」

　ケイト達の前にあるのは、巨きよ大だいなドーム型の温室である。冬の今の時期でも、温室の中には緑が繁しげっていた。

「行くぞ」

　リオの言葉に、ケイトは植物園の門をくぐった。

「やあ。また来たのか。こんな冬に、物好きなことだね」

　のんびりとした声がかかって振ふり返る。白い髭ひげをたくわえた男性が立っていた。植物園を管理している人間だろう、手にはスコップとバケツを持っている。笑った頰ほおには、うっすらと土がついていた。驚おどろいたことに、リオとは顔見知りのようだった。

「またって、リオ、ここによく来てるの？」

　リオの代わりに、管理人の男性が答えてくれた。

「結構来るんだよ。だが、女性を伴ともなってきたことはなかったな。お嬢さん、安心していいよ。君が最初の一人だ」

　ぱちりと片目を瞑つぶられて、ケイトはどう反応すればいいのかと首を捻ひねった。

「余計なことを言わなくていいんです！　とにかく、お邪じや魔ましますね！」

　なぜか顔の赤くなったリオが、「ほらっ、行くぞ」とケイトの手を引いてドームの中へと入った。

「ごゆっくり」と温室の扉が閉じられる。温室には誰もいなかった。冬にここを訪れる人間はいないらしい。

　外の寒さが噓うそのように、ドームの中は暖かい。ぐるりと辺りを見回すと、緑の木々や、目にも鮮あざやかな花々が咲さいていた。息を吸えば、濃のう厚こうな土の匂においがする。

「素す敵てきなところねえ」

「ああ。勉強に行き詰づまったりして、気分転てん換かんしたい時に来るんだ。ここにいるだけで、何だか元気になるんだよな」

　ケイトはそっと瞳を閉じた。誰もいないところに行きたい。でも、たった一人になりたいわけじゃない。今ケイトの周りにある植物達は、ただそこにあって、小さいが確かな気配を感じる。そっと自分に、寄り添そってくれているようだった。

「……うん。確かに、心が落ち着く。元気になるわね」

　目を開けてそう言うと、リオがはっとするほど優やさしい目でケイトを見ていた。

「そうか。それならいい」

　その言葉に、ケイトは気付いた。リオは自分を励はげますために、ここに連れてきてくれたのだ。お気に入りの場所に連れてきて、こうして一いつ緒しよにいてくれる。

　ケイトは、トン、とリオの肩に自分の肩をぶつけた。

「リオ。ありがと」

「な、何がだ？」

「励ましてくれて」

　リオは反論しようとしたが、ケイトの笑えみを見て、観念したように頭を搔かいた。

「……それとなく元気づけるとか、俺には無理なんだな」

　ケイトは目を細めた。リオは分かっていない。その不器用さこそが、ケイトの心をこんなにも温めることを。

「元気になったよ、私」

「昨日、ブラウン少将に呼ばれただろう？　何かあったんじゃないかと思って。今日様子を見に行って、大だい丈じよう夫ぶそうならそのまま一人で帰ろうとしたんだよ」

　ということは、リオの前に出てきたケイトは、大丈夫そうな顔をしていなかったのだ。

「リオは何でもお見通しなのね」

「そんなわけないだろう。お前から聞かなければ、お前の本当の気持ちは分からない」

　憮ぶ然ぜんとした表情になったリオに、ケイトはブラウンとの会話をぽつりぽつりと話し始めた。

「縁えん談だんか」

「うん」

　すべてを話し終えると、リオが言った。

「だから言っただろ。少しよう佐さの未来なんて決まりきってるんだ」

「うん」

「俺の言う通りになったじゃないか」

「うん」

　頷くことしかできないケイトに業ごうを煮にやしたのか、リオはぐい、とケイトの頭を自分に引き寄せる。

「元気出せ」

「……うん」

「ああもうっ、俺は慰なぐさめるのは下へ手たなんだ。これ以上どうすればいいか分からない」

「だから、もう十分なんだって」

「足りない」

　リオの腕うでに力が入った。

「お前の頭の中、全部俺でいっぱいにして、少佐のことなんて締しめ出してやりたいよ」
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　ケイトはパチリと目を瞬いた。次の瞬しゆん間かん、ものすごい力で体を離はなされる。

「リ、リオ？」

「いっ、今のはなしだ！」

「え？　今の、って何？」

「そうだ、スケッチ！　スケッチするぞ！」

「ス、スケッチ？」

　話の展開についていけないケイトに、「スケッチブックを出せ！」とリオが怒ど鳴なる。

「俺は、ここでいつもスケッチするんだ。無心になれるし、観察眼も育つ。お前もやれ」

「そっか。リオの描かく絵って上手だけど、ここで練習してたんだ」

　リオに半ば強ごう引いんに促うながされたケイトだったが、描きはじめてみると確かに夢中になった。リオは自分で言ったわりに集中できていないようだったが、黙もく々もくとペンを動かしている。

　閉園だと管理人が呼びに来るまで、ケイトとリオは植物園で過ごしたのだった。










「少佐。突とつ然ぜんお邪魔して申し訳ありません」

「エリカ嬢じよう。あまり出歩くのはよくありません。あなたはご自分の立場をよく理解していると、そう言っていましたよね？」

　南部基地に突然やって来たエリカに、とりあえずイーノットはソファに座るよう促す。ソファに腰こしを下ろしたエリカは、「分かっています」と頷いた。イーノットは、ソファの後ろに控ひかえるティムを睨む。

「仕方ないでしょ。バートレット家のお嬢様に、しがない少しよう尉いの僕が逆らえるわけないじゃん」

　肩を竦すくめるティムには後でよく言ってきかせることにして、イーノットはエリカに向き直る。

「それで、ここに来られた理由は何ですか？」

「二日後、ここウィングヒルで行われるパーティがあるんです。それに、私と一緒に出席していただきたいのです」

　エリカが懇こん願がんするようにイーノットを見上げる。

「パーティですか」

「ええ。ウィングヒルには国唯ゆい一いつの王立大学がありますよね。そこに寄付を行う慈じ善ぜん家達を招いたパーティなんです。バートレット家は毎年出席してきました。今回も出席するつもりです」

「エリカ嬢」

　イーノットは息を吐はいて、厳しい眼まな差ざしを向けた。

「今回は代理の方を立てて、あなたは出席を見送るべきです。いくら我々があなたを全力で護衛したとしても、パーティなど不特定多数の人間がいる場所は危険が大きい」

「分かっています。ですから、少佐の同どう伴はんをお願いしています。私はあなたから離れないと約束しますから」

　エリカが前のめりになって訴うつたえるが、イーノットは静かに首を横に振る。

「そういう問題ではありません。わざわざ危険な場所に、あなたを連れて行くことはできません」

　イーノットは立ち上がって、ティムに目を合わせた。

「ティム、エリカ嬢を送って──」

「──私は、バートレット家の人間です」

　そう言って、エリカもすっと立ち上がり、イーノットの目の前に来た。険しい表情のイーノットを前に、真正面から見み据すえてくる女性は少ない。

　そんな女性を、今までイーノットは一人しか知らなかった。軍人なんか大だい嫌きらいだと睨にらみつけた瞳ひとみも、医師に必ずなると言った力強い瞳も、イーノットはすべて覚えている。

「王立大学を、実際に運営しているのは軍です。つまり、パーティに集まる慈善家は軍に寄付をしているということです。様々な権力者達が、自分の立場や富を誇こ示じするために開かれるパーティなんです」

　青い瞳が、強い意思を持ってイーノットを射い貫ぬく。

「私が殺さつ人じん鬼きに狙ねらわれていることは、すでに軍の上層部などは知っているでしょう。確かにこのパーティに出席しないことで、私の身は守られるかもしれません。でもそれでは、バートレット家は殺人鬼の脅おどしに屈くつしたと、周囲に思わせることになる。それでは意味がありません。バートレット家の威い信しんを守る責任が、私にはあるのです」

　儚はかなげな外見を裏切って、目の前のエリカには威厳すら漂ただよっているように見えた。

　イーノットはその姿に純じゆん粋すいに感心した。しかし同時に、少しの危あやうさも感じる。バートレット家という重い名前を、一身にその小さな体で受け止めているのだ。押しつぶされそうになるのを、必死で堪こらえている。

「お願いです。少佐」

「バートレット家の威信は、あなたの命を危うくしても守る価値があると？」

「自分の命を軽かろんじているわけではありません。命も、バートレット家の威信も同じだけ大切です。というか、私は跡あと取とりですから、その二つは切り離せないものなんです。私がすべきことは家を守り、バートレット家を存続させていくことです」

　それがすべてだと言わんばかりだった。いっそ潔いさぎよいほど、エリカはバートレット家に自分を捧ささげている。

「あなた自身はそれでいいのですか？　あなたにだって、やりたいことや、夢があるのでは？」

「男女の役割というのは動かしようのない事実としてあります。女性は子供を産み育てて、家を守る。それが一番自然な形なんです。私の気持ちなど、ここでは問題になりません」

　揺ゆるがない答えだった。

　──彼女なら、一体どうするだろうか。

　ふとそう思った。初めての女性の医師になろうと奮ふん闘とうしているケイト。彼女がもしエリカと同じ立場なら、自分の感情を殺して夢を諦あきらめただろうか？

　──いや。きっと諦めない。

　周囲の反対も、昔からの慣習も打ち破って、傷つきながらも前に進もうとするはずだ。時には涙なみだを流しながらも、決して歩みは止めない。

　強いようでいて、弱い。でも、弱いと思って手を差し伸のべた瞬間、驚おどろくような強さを見せるのがケイトだった。

　また、彼女のことを考えている。イーノットは苦く笑うしかない。何度も頭から締め出して振ふり払はらおうとするのに、少しも上う手まくいかない。

　考えれば今度は顔が思い浮うかぶ。思い浮かべば会いたくなる。会えばどうなる？

　ケイトに会いたかった。だが、それはできない。

　イーノットは、目の前のエリカを見つめる。一歩も譲ゆずらないとばかりに、エリカは目を逸そらさなかった。彼女の家を守るという姿勢と強い気持ちが伝わってくる。

　ひとつ息を吐いて、イーノットは頷うなずいた。

「……分かりました。その代わり、絶対に私の傍そばから離れないでください。やむを得ず私が離れる時にはティムをつけます。いいですね？」

　エリカはホッとしたように表情を緩ゆるませた。綺き麗れいな笑えみが向けられる。

「ええ。少しよう佐さがずっと傍にいてくだされば、私も安心です」










「よー、どうしたリオ。元気ないなあ」

　休み明けの大学。リオが大学の門をくぐった瞬しゆん間かん、背後から肩かたを組まれた。

「……重い」

　顔を確かく認にんするまでもない。朝から元気な声を出しているのはノーマンだ。

「どうしたー？　悩なやみがあるなら相談に乗るぜー？」

「……お前に言って解決するような悩みならな……」

　リオは溜ため息いきを吐つく。胸の中でぐるぐると重苦しい何かが回っていて、実に不快だった。しかし、そんな心情を知らないノーマンは、能天気に言う。

「言ってみろよ！　案外簡単なことかもしれないぞ？」

　──本当に簡単なことなら、自分で答えを見つけられるはずだ。だが、全然見つからない。

「おはよう。リオ、ノーマン」

　聞こえてきた声に、リオの肩が揺れる。肩を組んでいるノーマンも、その振しん動どうを感じたのだろう、不思議そうにリオを見た。

　駆かけ寄ってきたのはケイトだった。

「実習のレポートやってきた？」

「おー、バッチリだぜ！」

　ノーマンがグッと親指を立てて答えた。

「リオは？」

「……ああ、ちゃんとやってきた」

　なぜか、ケイトと顔を合わせられない。言葉も、喉のどに詰つまったように上手く出てこなかった。やはりその姿を不思議そうに見て、ふいにノーマンが言った。

「ケイト。ちょっと俺、リオと話があるから先に行くな！」

「えっ？」

「男同士の話だから、付いてこないよーに！」

　ビシッと人差し指を向けて、ノーマンは肩を組んだままぐいぐいリオを歩かせる。

「ちょっ、おい！」

「一限目の講義まで時間あるだろ？　屋上行くぞ」

　そう言って、本当に大学の屋上まで連れて来られた。リオは乱暴に、ノーマンの腕うでを振り払う。

「おい。何なんだ一体」

「だから、相談に乗ってやるって」

「……別に相談することなんて……」

　自然と目線が下を向く。

「あのなあ！」

　ノーマンの声に、リオは思わず顔を上げた。

「友達が悩んでたら、どうにかしたいって思うだろ？　違ちがうのか！」

「それは、……違わないが」

　ノーマンの迫はく力りよくに押されて言葉がするりと出た。ノーマンはにっ、と白い歯を見せる。

「よーし。じゃあ話してみろよ」

　不思議だった。ノーマンの笑みに、リオはぽつりぽつりと言葉を零こぼしていった。

　ケイトがイーノットを好きなこと。それに苛いら立だっていること。ケイトを前にすると、言わなくていいはずのことさえ言ってしまうこと。

　──そして……。

「少佐に縁えん談だんの話があると聞いて、俺は安あん堵どしたんだ。ケイトは辛つらそうだった。今にも泣いてしまいそうで、そんなケイトを見たくないと思う自分がいるのに、心の底では喜んでいた。最低だ。……自分がこんな嫌いやな人間だったなんて知らなかった」

　植物園でケイトを胸に抱だきながら、考えていたのはそんなことだったのだ。だからこそ朝にケイトに声をかけられた時、罪悪感にどうしていいか分からなかった。

「ふーん。そうか」

　相あい槌づちを打つノーマンの声は静かだ。

「軽けい蔑べつしてくれて構わない」

「あのなあ。軽蔑なんてしないって。そんなの当たり前の感情じゃんか」

　呆あきれたような声がして、リオは顔を上げた。

「当たり前？」

「人を好きになったら、誰だれでも芽生える感情だろ？」

「……ちょっと待て」

　──好きに、って、誰が、誰を……。

「……っ」

　言葉の出ないリオに、ノーマンは笑った。

「あ、やっぱり気付いてなかったんだ。ケイトも鈍にぶいと思うけど、リオも大たい概がいだよ」

　じわじわと、頰ほおに熱が溜たまってくる。

「あんなに一いつ生しよ懸うけ命んめいケイトの味方になって、イーノット少佐に反はん抗こう的な態度とってさ。俺に、『ケイトはシチューが好きだから、店を探してくれ』なんて頼たのむほど、リオはケイトが好きなんだよ。気付かないわけないだろう？」

　混乱する頭の片かた隅すみで、「ああそうか」と納なつ得とくする自分がいた。

　──ああそうか。そうなのか。あいつが少佐のことを考えていると苛立つのも、泣いていれば慰なぐさめたくなるのも、笑顔を見たいと思うのも──、みんな、ケイトを好きだからなのだ。

「そう……なのか」

「そうだよ」

　ノーマンは頷くと、「だからリオの感情は当たり前なんだよ」と続けた。

「人として当然の感情だ。変に後ろ向きになることないんだって」

　リオは呆ぼう然ぜんとノーマンを見つめた。ノーマンは、白い歯を見せて笑う。

「な？　話してみれば、案外簡単な話だっただろ？」




　　　　[image: ]




　日が暮れて、ウィングヒルの街に次々に灯あかりがつき始める。街の中心地に建つホテルの最上階を貸し切って、王立大学主しゆ催さいのパーティが開かれていた。

　広い会場の片隅でケイトとリオは、舞ぶ台たい袖そでから自分達の出番を待っていた。

「なぜ俺達がこんなことをしなければならないんだ」

　何度目かのリオの愚ぐ痴ちに、ケイトは苦く笑しようしながら言う。

「だから、何度も説明受けたでしょう？　リオは医術科の首席として、私は医術科ただ一人の女性として、医術科でのことを話すんだって」

　ケイトは、ちらりと袖の端はしから会場を眺ながめる。ウィングヒルでも一番大きいホテルに、大学に寄付をしてくれた慈じ善ぜん家達が集まっているのだ。

　寄付に感謝して、年に一回開いているパーティである。毎回、招待客に学生が代表で、科ごとの活動内容を話すことになっていた。医術科では今年はケイトとリオが選ばれたのだった。

　会場では、すでに百人程ほどの招待客が談笑している。軍関係者は正装姿で、肩から吊つるされた飾かざり紐ひもや胸むな元もとの戦功章が、目立たない黒い軍服を飾っている。それ以外の男性はスーツに身を包み、寄り添そうように一いつ緒しよに歩く女性達のドレスは華はなやかだった。

　ケイトは自分の心臓に手を当てた。

「……こんなたくさんの人の前で話すなんて、緊きん張ちようするわね」

「俺達の話を本当に聞きたい人間などいない。どれほどの額を大学に寄付したのか自じ慢まんして、自分の権力を誇こ示じしたいだけだ。勝手にやっていればいいんだよ」

　ここにいることが心底不本意だとリオの顔に書いてある。ケイトが小さく笑うと、それを見咎とがめたのか、リオが睨にらんだ。

「何だ？」

「いや、リオ変わったなあ、と思って。一年生の時、早期病院実習に行った時のこと覚えてる？　軍の高官とか偉えらい人がいたら、取り入ろうとしてたでしょう？」

　リオは顔を顰しかめた。

「……あれは俺が間ま違ちがっていた。上に取り入らずとも、医師としてトップに立つ。それが俺の今の目標だ。そうでなければ父親を前にして、心から胸を張ることができないからな」

　リオは、軍人になれなかったことで父親と不仲になっていた。リオは父親に自分を認めてもらいたいと、軍医を目指しているのだ。

「うん。リオのそういうところ、本当にすごいと思うわ。だからきっと、発表も完かん璧ぺきだろうなって信じてるし」

　リオがカッと顔を赤くした。

「あ、当たり前だろう。いくらやる気がなくても、力を抜ぬいたりはしない」

　その時、会場がざわめいたのが聞こえて、ケイトとリオは何事かと袖から顔を覗のぞかせる。

「どうかしたのかしら？」

　その原因は、会場に入ってきた一組の男女の姿にあった。

「あ……」

　軍服の正装に身を包み、笑えみを浮うかべているのはケイトのよく知る人物だった。

　イーノット・レイズ。軍の英えい雄ゆうである彼の登場に、会場の視線が集まる。そして、目の前にすると吸い込まれそうな美しい金の瞳ひとみは、今はある一人の女性に向けられていた。

　絹のように艶つややかな金きん髪ぱつを結ゆい上げて、白い肌はだは染しみひとつない。目を伏ふせていれば儚はかなげな印象があるが、女性は真まっ直すぐに会場を見み渡わたして優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。ケイトもはっとするほどに、自信に溢あふれた美しい笑みだった。

　──もしかして、この人が少しよう佐さの縁談相手？

「綺き麗れいな人……」

　ケイトがぽつりと呟つぶやくと、ふいに目の前が真っ暗になった。

「見なくていい」

　リオが片手を出して、ケイトの目元を覆おおったのだ。

「……今見なくても、檀だん上じように行ったら見えちゃうわよ」

「あ、そ、そうか」

　リオにしては間の抜けた声に、ケイトはクスリと笑う。

「リオって時々、抜けてるわよね」

「うるさい」

　胸が痛い。このまま手をかざしてもらって、何も見ないでいたい。目を閉じていたい。

　──……なんて、情けなさすぎるわよね。

　ケイトはリオの手をそっと摑つかんだ。

「ん。もう大だい丈じよう夫ぶ」

　リオの方が傷ついたような顔をしてケイトを見ている。安心させるために、ケイトは微笑んだ。

「私は、ここにスピーチするために来たんだから。女性の医師という存在を、ここにいる人達に分かってもらいたいの。その機会を無む駄だにしたくない」

　頑がん張ばれば、南部基地のマーカスのように歩み寄ってくれるかもしれない。

　人は、知らないもの、今までなかったものに対して足あし踏ぶみする。ならば、ケイトから動き出す必要があるのだ。傷ついて、動どう揺ようしている場合ではない。

「私、すごいスピーチしちゃうからね。リオ負けちゃうかもよ」

　不敵に笑ってみせると、ようやくリオの笑顔が見られた。

「この俺が、お前に負けるわけないだろ。そこで待ってろ。しっかり発表してきてやるから」







　リオが檀上に出てくると、一いつ斉せいに拍はく手しゆが起こる。

　折り目正しく頭を下げた後、リオは堂々と淀よどみなく話し始めた。

　医術科での科目、実習、それを行って自分がどう感じたかを、分かりやすく理路整然と述べていく。声の大きさや抑よく揚ようも心ここ地ちよく、聞いている方も安心して耳を傾かたむけられる。

　──ここに、リオのお父様がいればいいのになあ。

　今ここにいるリオの姿を見れば、何かを感じ取ってくれるかもしれない。そう思うと、もどかしくて悔くやしかった。

　リオがもう一度頭を下げる。スピーチが終わったのだ。ホッとした様子で舞台袖に帰ってくるリオに、ケイトも大きく拍手する。

「すごく良かったよ、リオ！」

「当然だ」

「じゃあ次は私の番ね」

　すぐにケイトの名前が呼ばれた。深呼吸して、檀上に進む。真正面から、招待客達と向き合った。

「初めまして。ウェスハバート王立大学医術科二年の、ケイト・エドモンドと申します」

　拍手はおざなりになり、「本当に女性がいるのか」とざわめきの方が大きくなる。予想はしていたので、ケイトは客達の声が落ち着くのを待って話し始めた。

　話の流れはリオと同じである。普ふ段だんの講義から実習、一年生で行った早期病院実習でのこと、解かい剖ぼう実習のこと。その時々に感じたこと、学んだことを述べていく。

　──ざわめきが、消えない。

　話しながら、ケイトの耳は客達の笑い声を拾う。

「なぜ女性を入れたんだ？」

「でも話題性はありますよ。それが狙ねらいだったのでは？」

「女性が医師なんて、……私が母親なら許さないわ」

「綺麗な女性じゃないか」

　クスクスとさざ波のように広がる笑い声と言葉。

『俺達の話を本当に聞きたい人間などいない』

　リオの言葉が頭を過よぎる。ケイトは唇くちびるを嚙かみしめた。

　──ううん。そんなことない。ここにいる人達の一人でもいいから、伝えたい。伝わるように話さないと。

「私は」

　ケイトは凜りんと顔を上げて、客達を見つめた。

「私は、女性として初めての医術科の学生になりました。そして実際に病院や軍の施し設せつを見て、様々なことを学びました。女性が医師になれるのかと、不安に思うのは当然だと思います。その不安を、私は今すぐに皆みな様さまの前で払ふつ拭しよくすることはできません」

　息を吸い込んで、みっともなく震ふるえないよう腹から声を出す。

「ですが、医術科に入った以上、私は必ず医師になると皆様にお約束いたします。努力を惜おしまず、私が女性であるということが強みになるような、そんな医師になります。だから、もう少しだけ信じて待っていてほしいと、そう思います」

　そこでケイトは一歩後ろに下がって、もう一度会場中を見渡す。

「皆様のお力があって、私は今こうしてウェスハバート王立大学で学んでいます。大切な友人を得て、夢に向かって知識と技術を磨みがくことができる。そのことに、深く感謝いたします。ありがとうございました」

　頭を下げる。パチリパチリと拍手が上がった。結局、笑い声も消えないままだった。それでも、言いたかったことは最後まで言えた。

　舞ぶ台たい袖そでに下がる一いつ瞬しゆん、イーノットの方を見た。彼は拍手をするでもなく、ギュッと唇を引き結んでいた。

　袖にひっこんだ途と端たん、ケイトはがくんと転びそうになる。リオが慌あわてて支えてくれた。見ると、膝ひざがガクガク震えていた。

「あ、はは……。やっぱり、かなり緊きん張ちよう、してたみたい……」

　リオは乱暴に、ケイトの頭を撫なでまわした。

「すごくいいスピーチだった。あんな奴やつらに聞かせるにはもったいない」

　その言葉だけで、ケイトは救われる気持ちがした。







　スピーチがすべて終わり、会場の客達がまた思い思いに談だん笑しようを始める。社交の場において、これからが自分を売り込む大切な時間になる。

　その中で、エリカは持っていたグラスにゆっくりと口をつけた。今しがたまで発表していた女性のスピーチを思い返す。エリカにとって、彼女のスピーチは不可解なものだった。

　医師は男性がなるもの。ずっと続いてきたその『当たり前』を、なぜわざわざ崩くずそうとするのか。

　人には与あたえられた役割というものがある。それに逆らってあがこうとしているケイト・エドモンドという女性のことが、エリカには理解できなかった。

「いやあ。女性の学生が出てくるなんて、なかなかいい余興だったんじゃないですか？」

　現に、横にいた太った男性は、そう言ってワイングラスを揺ゆらしている。確か、西部の宝石商で成功したゲイル・フェニックスだったとエリカは記き憶おくを浚さらう。この中で、ケイトのスピーチをまともに聞いていた人間はいないだろう。彼女はただ嘲ちよう笑しようされ、見み世せ物ものになっただけだ。

　招待客と一いつ緒しよになって笑うほどエリカは愚おろかではないが、心の中では、ケイトという女性の生き方は間ま違ちがっていると感じた。

　──そう。正しいのは私よ。

　エリカは、今日ここにイーノットを連れてきたことに大きな満足を得ていた。腕うでを組んで微笑ほほえみ合うエリカ達を見れば、誰だれもが二人を特別な関係だと思うだろう。

　バートレット家のためにパーティには絶対出ると決めていたが、その隣となりにイーノットがいてくれるというのは素す晴ばらしい構図だった。

　だが、そう打算的に考える一方で、エリカは純じゆん粋すいに嬉うれしかった。憧あこがれていたイーノットが、護衛とはいえずっと傍そばにいてくれる。気き遣づかわしげに見つめられる度たびに、胸が高鳴った。

「あの赤毛も珍めずらしいし、青い瞳ひとみも美しかったですな」

「そうですねえ。なかなか綺麗な女性でしたし、だから試験に受かったのかな？」

　ゲイルはまだ話していた。その言葉に便乗して誰かが声を上げると、どっと笑い声が上がった。




「──撤てつ回かいしていただけますか」




　その時、エリカの真横で声がした。大きい声でもないのに、すっと耳に入り込む。たった一言発しただけで、周りの招待客がぴたりと口を閉じた。

　エリカは自分が腕を組んでいる相手を見上げた。イーノットが、静かに招待客を見み据すえている。

「彼女は、きちんとした試験を受けて医術科に入学しています。彼女の能力を疑うことは、入学を許可した大学を、ひいては軍を疑うのと同じです」

　しん、とその場に静せい寂じやくが漂ただよう。ゲイルが、宥なだめるように声をかけた。

「そ、そんなつもりはないんだよ、イーノット・レイズ少しよう佐さ。ほんの冗じよ談うだんじゃないか」

「申し訳ありません。私は冗談が嫌きらいなんです。それに先ほどのスピーチも、どこか可お笑かしいところがありましたか？」

「いや、そんなことはないが……」

「学生達はこの日のために準備し、練習してきたのでしょう。すべては皆みなさんに聞いてもらうためです。笑うほど可笑しい何かが、あのスピーチにありましたか？」

　エリカは、ピリピリとした空気を肌はだで感じ取っていた。

　怒ど鳴なるでもない、淡たん々たんとした声だが、イーノットから怒気が滲にじみ出ている。エリカの前では、多少眉まゆを寄せることはあっても、普段は穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっていた。だが、今は違ちがう。

　イーノットの瞳にあるのは、紛まぎれもない怒いかりだった。







「おーおー、あんなに怒おこっちまって。見ろよあの太ったおっさん。顔面蒼そう白はくになってんぜ」

「しっ。聞こえますってば。それともう少し言葉を選んでくださいって。太ってるとか、おっさんとか、歴然とした事実ではありますが言っちゃだめです！」

「お前の方こそ、全然言葉選んでないだろ」

　イーノット達を少し離はなれた場所から見ているのは、リックとニコルだった。

「……それにしてもイーノットがあんなに怒るのも珍しいなあ」

「そうなんですか？　まあ、確かに少佐は冷静そうな印象がありますが」

　ニコルが目を瞬またたかせると、リックは小さく笑う。

「士官学校時代も、一人だけ一いつ般ぱん市民出でよく喧けん嘩かを吹ふっかけられてたが、我を忘れて怒り出すようなことはしなかった。ま、えらく強かったからその内誰も文句も付けられなくなったしな」

　言いながら、リックは目を細めた。

「ふうん。あんな顔もするんだな。……誰にでもってわけじゃなさそうだが」

「え？」

「あの赤毛の存在が、イーノットをあそこまで怒らせてるってことだ」

　リックはじっと何かを考えるように黙だまると、自分達の本来の任務へと戻もどった。







　スピーチを終えたケイト達は、そのまま招待客に加わって談笑するようにと言われていた。リオは、ケイトのスピーチでの彼らの態度に怒りを感じているらしく、「そんなことをする必要はない」と帰ろうとした。

　しかし、ケイトとリオは教授に捕つかまり、招待客へ挨あい拶さつするよう指示されてしまった。リオなどはすぐに招待客に囲まれてしまい、色々と話を聞かれている。

　ケイトも人に囲まれて、質問に答えていた。

「……何なんだ、『英えい雄ゆう』だが何だか知らないが、大きな口叩たたきやがって……！」

　背中でそんな声がして、ケイトははっと振ふり返った。

　スーツを着た小太りの男性が、ワインを呷あおりながら話している。一緒にいたひょろりと長身の男性も、同じように悪態をついていた。

　──少佐のことを言ってる？

『英雄』と呼ばれる軍人は、ケイトの知る限り一人しかいない。

「ゲイルさんは場を盛り上げようとしただけなのに」

　長身の男がそう言って、ゲイルと呼ばれた男に阿おもねるような視線を向けた。

「少佐は一般市民の出身で基き盤ばんもないから、バートレット家の威い信しんに頼たよるしかないんだ。更さらに権力をつけて、好き勝手にするに違いない」

「はっ、見目のいい軍人はいいですな」

「少佐は、そんなことしません！」

　気付いたら声を上げていた。男性二人が怪け訝げんそうにケイトを見る。

「さっきの学生か？」

「……そうです。あのっ、イーノット・レイズ少佐は、国のために尽じん力りよくする、素晴らしい軍人だと思います。たとえ権力をつけたとしても、それを正しい方向に使ってくれるはずです」

　ゲイルは、じろじろとケイトを見ると、「ふうん、そういうことか」と意味ありげに笑った。

「どうりであいつが、君のことをむきになって庇かばうわけだよ」

「え？」

　──少佐が、私を庇った？

　聞き返そうとするが、それよりもゲイルの声の方が早い。

「君は彼の恋こい人びとか？」

　ケイトはカッと顔を赤らめた。

「な、違います！」

「ふん。実力で大学に入ったなんてあの男は言っていたが、君は彼に取り入って入学したんじゃないのか？」

「違います！　何を言ってるんですか……！」

　怒りで声が震ふるえる。更に反論しようと口を開いた時だった。

「あら。ゲイル・フェニックス氏ではありませんか。私もお話に混ぜていただけないかしら」

　張りつめた空気の中に、ふわりと優やさしげな声が降ってきた。

　ケイトが振り向くと、先ほどイーノットの隣にいた女性が笑えみを浮うかべている。

「エ、エリカ・バートレット嬢じよう！」

　ゲイルが動どう揺ようしたような声を出した。

「あ、あの、少佐は？」

「少佐でしたら、東部基地の少将に捕まってしまったんですの。任務のお話もあるようなので、少し別行動をしているんです」

　ゲイルがホッとしたような顔をするが、ケイトも内心安あん堵どしていた。イーノットと、エリカと呼ばれた女性が並んだ姿を見る、心の準備ができていない。

　ケイトが周囲に視線を走らせると、エリカの背後にいた若い男性が目に入った。地味なスーツを着て、エリカの背中を見ている。ケイトの視線に気付くと、こちらに向かって片目を瞑つぶってきた。

　──ティムだ。

　ケイトは確信した。変装が得意なティムは、その特技ゆえに潜せん入にゆう捜そう査さなどを行っている。

　──ということは、何かの任務中なのかしら？

　ケイトが考えていると、エリカがゲイルに向かって話しかけた。

「少佐のお話をしていたんでしょう？　少佐は責任感も強くて、何より軍の仕事に誇ほこりを持っているんですわ。ですから、いち学生である彼女のことも気に掛かけているのでしょう。彼女の存在が否定されれば、軍の否定にもなる。先ほども少佐がお話ししていたでしょう？」

　淀よどみないエリカの言葉に、ゲイルは頷うなずくことしかできない。

「それと訂てい正せいしていただきたいんですが、少佐の恋人は彼女ではありません。恋人は私、このエリカ・バートレットです」

　それはいっそ衝しよう撃げきと言ってもよかった。心の中に、真っ黒で重い何かが落ちてくる。痛みをやり過ごしたくても、もうケイトの耳は聞いてしまった。

　──恋人……。

「つまり、少しよう佐さを否定すれば、それはバートレット家を否定するも同じということです。お分かりいただけましたか？」

　コクコクと頷くゲイルに、エリカは満足した表情で笑った。

「ありがとうございます。もちろん、少佐のお友達にはバートレット家も親しくさせていただきたいと思っていますわ。これからも少佐のことを、よろしくお願いしますわね」

「そ、それはもちろん！」

　ゲイルが表情を明るくし、大きく首を縦に振る。

「さ、ケイトさんでしたよね？　少しあちらでお話がしたいわ。行きましょう」

　ケイトは、エリカに手を取られる。整えられた爪つめに、荒あれたところのない滑なめらかな手が、有う無むを言わせない力でケイトを引っ張った。そのまま、会場の外に出る。

　すぐに手が離され、エリカは先ほどの表情を一変させて振り向いた。厳しい眼まな差ざしでケイトを見る。

「初めまして。私はエリカ・バートレットと申します」

「……ケイト・エドモンドです」

「ケイトさん。ひとつ伺うかがいたいんですが、イーノット・レイズ少佐とお知り合いなんですか？」

『知り合い』という言葉に悲しくなりながらも、ケイトは頷いた。自分とイーノットの関係を、どんな言葉で表せばいいのか分からなかった。

「そうですか。ねえケイトさん。もう、あんなことをするのはやめてください」

「あんなこと？」

「少佐を庇うようなことです」

　ケイトは思わず反論した。

「でも、先ほどの男性の言葉はあんまりでした。少佐は自分勝手に権力を使うような人じゃありません。だから」

「だから、庇った。それでどうなりました？」

「……え？」

　エリカの青い瞳ひとみが、不快そうに歪ゆがんだ。

「あなたが庇って、彼らの少佐の印象が少しでもよくなりましたか？　余計に少佐が軽かろんじられただけでしょう。いち学生のあなたが一いつ生しよう懸けん命めい庇ったところで、少佐が不利になるだけなんですよ」

　今度は何も言えなかった。その通りだと、納なつ得とくしてしまったからだ。

「少佐が好きなんですか？」

「……っ」

　真まっ直すぐ問われた言葉に、ケイトはひどく動揺した。それだけで、エリカにはすべて分かったようだった。

　エリカは、ケイトがずっと感じていたことを、はっきりと動かしがたい事実として突つきつけた。

「私には、バートレット家という後うしろ盾だてがあります。それで、少佐を助けて支えることができる。でもあなたは？　家いえ柄がらもない、スピーチで笑われるだけのあなたに、何ができるんです？」







　ケイトはぼんやりと、会場の廊ろう下かに備えられたソファに腰こしを下ろしていた。エリカは黙だまり込むケイトに興味をなくしたように、すぐに会場の中へと入って行ってしまった。

「何ができる、か……」

　言われずとも分かっている。ケイトは何もできなかった。それどころか、イーノットを不利な状じよう況きようにしただけだ。

「──よお。元気ねーなあ」

　下を向くケイトに、にゅっと大きな影かげが出来る。顔を上げると、軍服を着た男性が二人、いつの間にかケイトの前に立っていた。

「南部基地で見せた威い勢せいはどうしたよ？」

「あっ、あなた、この間の！」

　ケイトは声を上げる。目の前にいたのは、組手で全勝した黒くろ髪かみの男性と、ケイトが手当てした眼鏡の青年だったからだ。

「な、なんでここに？」

「んー？　まあ、任務の一いつ環かん？」

　黒髪の男性は、そう言ってケイトの隣となりに無造作に座った。

　──ティムといい、この人といい、この会場で何かあるのかしら……。

　そんなことを考えながら、ケイトは隣に座った軍人を見つめる。

「なんか、教授みたいな奴やつが、あんたのこと探してたぜ」

「あっ、そ、そうだわ。私、会場に戻もどらないと……！」

　エリカと会ったことですっかり忘れていたが、まだパーティは終わっていない。今いま頃ごろリオがケイトの分も話を引き受けて、大変な思いをしているに違ちがいない。

「やめとけば。どうせまた、見み世せ物ものになるだけだ」

「ちょっと！　なんでそういう言い方するんですかっ」

　さらりと告げられた言葉にケイトが動きを止めると、慌あわてて眼鏡の青年が窘たしなめる。

「だって事実だろ。あんた、会場中の笑い者だぜ？　これ以上傷つきたくなかったら、ここにいた方がいい」

　その言葉に、確かにケイトの足は怯ひるんだ。でも、それは一いつ瞬しゆんだった。

「会場に戻ります」

「だから、やめとけって」

「今は、見世物でもいいです。笑われたって構わない。それより、ここで逃にげてしまうことのほうが問題です！」

　先ほど、『必ず医師になる』と誓ちかったばかりだ。努力を惜おしまないと言った。

　そう言った自分を、裏切りたくない。

　立ち上がるケイトをしばし見つめた黒髪の男性は、大きく笑みを浮うかべた。

「なるほどね。あいつが、護まもってくれって頭を下げた理由がちょっと分かった」

「え？」

「ケイト」

　ケイトは目を見開く。医務室の時のように『お嬢じようちゃん』でなく、初めて名前を呼んでくれた。

「俺の名前はリック・ヴァーデンだ。こいつは、俺の副官のニコル」

　ニコルと紹しよう介かいされた眼鏡の青年は、慌てたようにリックを見た。

「ちょ、いいんですか？　正体を明かしてしまって……」

「いいんだよ。ケイトが守られるだけのお姫ひめ様じゃないってことは分かった。イーノットのために、盾たて突つくこともできるんだ。その根性は買ってやるよ」

　わけが分からないケイトに、リックは言った。

「俺達二人は、ずっとあんたの護衛をしていた」

「私の護衛？」

　ケイトは目を丸くする。リックは「そう」と言って頷うなずき、ニコルは隣で頭を抱かかえていた。







　会場の中でイーノットは、駆かけ寄ってきたエリカに腕うでを差し出した。

「どちらに行かれていたんです？」

　東部基地の少将に捕つかまってしまい、護衛を一度ティムに託たくしていた。優ゆう雅がにイーノットの腕を取るエリカの背後にティムの姿を見つける。

　視線に気付いたティムは、どういうわけか肩かたを竦すくめてみせた。意味が分からず眉まゆを寄せるが、すぐに人ひと混ごみに消えてしまう。

「少し、新しん鮮せんな空気を吸いたくなって……。会場の外に出ていたんです」

　エリカはそう言って控ひかえめに笑った。

「さあ、行きましょうか。あちらには北部の少将デレク・マーティン氏もいらしてますわ。ご挨あい拶さつしないと」

　イーノットはエリカをじっと見つめて、首を横に振ふった。

「少し休みましょう」

「いいえ。マーティン少将にはご挨拶しなくては。少しよう佐さも、東部基地の少将とお話しされたなら、すぐに北部のマーティン少将にもご挨拶に向かうべきだと思います。くだらないことではありますが、挨拶の順番を気にされる方もいらっしゃるんです。どこの陣じん営えいにつくと決めていないのでしたら、どちらかを贔ひい屓きするような行動は控えなくては」

　エリカの言葉には経験に裏打ちされた真実味がある。話しに行く順番が贔屓に繫つながるなど、普ふ通つうなら思い至らない。しかし、社交の場を幾いく度ども踏ふんできたエリカは、時に失敗を重ねながらも、経験としてそれらの処世術を身につけてきたのだ。

　真っ直ぐにイーノットを見つめてくる瞳は力強い。イーノットは目を細めた。

「……あ、申し訳ありません。出過ぎた真ま似ねをしてしまいました」

　黙り込んだイーノットを誤解したのか、エリカは慌てて謝った。

「いいえ。私の立場にも配はい慮りよしてくださり、ありがとうございます。ですが、やはり挨拶には後で行きましょう。今は、休きゆう憩けいが先です」

「でも」

「顔色が悪いです。疲つかれたのでは？」

　エリカは反論しようとしたが、すぐにイーノットが言葉を続けた。

「エリカ嬢、忘れてはいけません。役目より何より、あなたの体の方が大切ですよ」

「分かっています。でも大だい丈じよう夫ぶですよ。バートレット家の跡あと取とりとして、体力はつけていますから。パーティで立ちっぱなしになっても笑え顔がおで乗り切る自信があります」

　少しだけ茶化したように笑うエリカだが、やはりその笑みは弱々しい。イーノットは首を横に振った。

「私が心配しているのは、エリカ・バートレットという個人です。バートレット家の跡取りだから心配しているわけではありません」

　エリカは驚おどろいたように目を見開いた。

「……そんな風に言われたのは初めてです」

「さあ、こちらに」

　イーノットはエリカを、会場の端はしにある椅い子すに座らせた。エリカは素す直なおに従い、それからじっとイーノットを見上げる。

「少佐も、疲れた顔をしています。お仕事が忙いそがしい？」

「大丈夫ですよ。私は軍人です。そう簡単にへばったりはしません」

「ええ。そうですね。お仕事をしっかり務められて、素晴らしいことだわ」

　そう言ってエリカは笑い、それ以上は何も言わなかった。バートレット少将を父親に持つエリカにとって、軍人の仕事がいかに大変なものなのか知っているのだろう。そして、引き際ぎわもきちんと弁わきまえている。余計なことを言わず、一歩引いてイーノットの言い分を尊重してくれる。




『少佐、疲れてるんじゃないですか？　もう休んだほうがいいです』




　ふいに、勝気な少女の言葉が頭を過よぎった。

　イーノットが何を言っても、眠ねむる姿を見るまでは安心できないとばかりに言い募つのる。軍人の仕事より何より、イーノットの体と、そして心を心配する。少しもイーノットの思い通りにならない、赤毛の少女。

　イーノットを心配するその声が、とても懐なつかしいと思った。







　三章　穢けがれなき白い花







　パーティの翌日、ケイトはリックとニコルを伴ともなって、大学の図書館へとやって来た。

「うげえ。本しかねえ……」

「図書館なんだから当たり前でしょう？　ああ、あなたは本とか読まなそうですもんね」

「背表紙見てるだけで頭痛くなんぜ」

「どれだけ嫌きらいなんですか全く」

　ケイトの背後でひそひそと交かわされる会話に、思わず振り返る。

　今日は二人とも軍服を脱ぬいで、私服に着き替がえていた。ニコルなどは、幼い外見からそのまま学生でも通りそうだ。しかし、リックの方はものすごく目立っている。他ほかの学生とは頭ひとつ分以上も飛び出た長身に、目元はやけに鋭するどい。「眠い、昼ひる寝ねしたい」などとあくびをしながらも、周囲の気配を油断なく眺ながめているのが分かった。

　ケイトは、図書館の中でも一番奥まったところにある席へと二人を案内した。巨きよ大だいな本ほん棚だながあるせいで、周りからは死角になる。ここならば、誰だれかに聞かれる心配もないし、静かに話ができる。

　リックはドカリと腰こしを下ろし、その隣となりにニコルが座る。二人に向き合うようにして、ケイトも着席した。

「さあ。護衛ってどういうことですか？　話してください」

　昨日、ケイトはリックから『あんたの護衛をしてた』と言われた。意味を問い質ただそうとしたが、こんな場所では話せないと断られたのだ。だからケイトは今日、二人をここに連れて来た。

「ニコル。頼たのむ」

「ちょっ、丸投げですか」

「お前の方が説明すんのうまいだろ」

「褒ほめてるようですけど、自分で説明するのが面めん倒どうくさいだけですよね」

　そう言いながらも、ニコルはいそいそと胸むな元もとからメモ帳のようなものを取り出し、咳せき払ばらいした。

「じゃあ、僕からお話ししますね」

　そうしてケイトは、リックとニコルが南部に来た理由を聞いた。

「護衛を頼まれたというのは分かりました。でも、ライナス・ベントリーが私を狙ねらってるって……どうしてですか？」

　リックは片眉を上げた。それから、どこか面おも白しろがるような顔で言う。

「それはイーノットに聞くんだな」

　ケイトは恨うらめしそうにリックを見上げる。

「リックさん。知っているなら教えてください」

「リックでいい。さん付けなんて気持ち悪い」

「でも、リックさんは私より年上ですし……。あ、でしたら階級でお呼びします」

「階級名なんてもっと不ふ愉ゆ快かいだ。そうだな、だったら『リック様』でいいぞ」

　ケイトは溜ため息いきを吐つくと、机に両手を置いて言った。

「……リック。ふざけてないで教えてください！」

「だからイーノット本人に聞けって。ったく、あいつも何のろのろやってんだよ。奥手にもほどがあんだろ」

「はあ？」

「ちょっと二人とも！　声が大きいですっ。ここは図書館ですよ」

　ニコルの声に、ケイトは「す、すみません」と自分の口を押さえた。

　注意を受けたリックは気にする様子も見せず、「とにかく」と口を開く。

「いいかケイト。俺はイーノットからお前の護衛を頼まれた。頼まれたからには俺もニコルも全力でお前を護まもる。だから、お前自身も警けい戒かい心しんを持て。殺さつ人じん鬼きに狙われてるんだってことを常に頭に置いて行動するんだ」
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　先ほどの茶化すような雰ふん囲い気きが消えて、厳しい表情でリックが言う。ケイトも唇くちびるを引き結んで頷うなずいた。

「あと、俺達はイーノットとは別でライナスのことを調べている。お前の護衛に影えい響きようしないようにやるが、このことはイーノットはもちろん、あいつの部下達には言うなよ。色々めんどくせーからな」

　ケイトは目を瞬またたいた。

「ライナスのことを？」

「ああ。あの馬ば鹿かをとめる方法はないかと思ってよ。……まあ、今のところ有益な情報はないがな」

　これにはニコルもしょんぼりと肩かたを落とした。

「情けないことですが」

「お前のせいじゃねーって」

　そう言うと、リックはニコルの頭をポンと叩たたいた。

「情けないのは俺の方だ。……いい加減、覚かく悟ご決めないとな」

「覚悟？」

　ケイトとニコルがきょとんとリックを見る。

「何でもねー」

　そう言いながら、リックは険しい表情で何かを考え込んでいた。
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　レイチェルの両親が住む家は、小高い丘おかの上にある。家へと続く道を、リックはゆっくりと踏ふみしめながら歩いていた。足取りがどんどん重くなっているのは気のせいではない。

　とうとう玄げん関かんまでやって来て、覚悟を決めて呼び鈴りんを鳴らした。出てきたのはレイチェルの母親で、その表情はリックを見るなり驚きよう愕がくに変わった。後ろには、父親の姿もある。

「帰ってください」

　母親であるエルザのわなわなと震ふるえた声が、リックに向かって鋭い矢のように降ってくる。

「あなた達軍人に話すことなど、もう何もありません」

　それは重々承知していた。水でも浴びせられないだけ、まだマシなのだろう。

　ケイトと図書館で話した翌日、リックは丸一日をかけて、ここオールリッジに一人でやって来た。かつて銃じゆう撃げき戦せんで火の海となった激戦地は、今は噓うそのように穏おだやかで平和だった。壊こわれた建物は造り直され、燃えた木々や花々はまた人の手で植えかえられる。

　しかし、表面上は元通りになっても、そこで暮らす人々の心は元に戻もどらない。

　──瘦やせた……。

　リックが記き憶おくしていた頃ころより、目の前の夫ふう婦ふは瘦せて、そして何年経たっても癒いえない子供の死というものを、その表情に刻んでいる。

　まだレイチェルが生きていた頃、リックはライナスと共にここを訪おとずれたことがあった。レイチェルとライナスが付き合って間もない頃だ。レイチェルの家族に食事に誘さそわれたライナスは、なぜかリックに付いてきてくれと頼んだ。常に冷静なライナスも、好きな女性の家族に会うということで緊きん張ちようしていたのだろう。リックはライナスとこの家を訪れ、料理を振ふる舞まわれた。

　料理は美う味まくて、はにかんだように笑うレイチェルとライナスは幸せそうだった。そしてそれを見つめる両親の表情もまた明るい。もともとよく食べるリックは、レイチェルの母親に「食べさせ甲が斐いがある」と言われて気に入られた。

　しかし今、エルザはリックをきつく睨にらんでいた。本来おっとりとした優やさしい目元には皺しわができ、激情を押しとどめるように唇を引き結んでいる。リックは息を吸って、言った。

「お願いします。ライナスは今も、罪のない女性の命を奪うばっている。それをとめられるのは、もうレイチェルさんしかいない」

「レイチェルは亡なくなりました」

　静かな声でそう言ったのはレイチェルの父親バーナードである。腰の曲がったバーナードの姿は、彼を更さらに小さく見せていた。

「……分かっています。それでも、ライナスをとめられるのは彼女だけだ。レイチェルさんとの思い出が、もしかしたらライナスを思い留とどめてくれるかもしれないんです」

　ライナスが女性を手にかけるようになったのは、レイチェルの存在があるからだ。

　レイチェルは、ライナスの友人だったイーノットを好きになった。それが本当のことだったのかは分からない。だが、ライナスはそう感じた。何よりも大事だったがゆえに、裏切られたと感じた衝しよう撃げきも大きかったはずだ。

　それなのに、彼女はオールリッジの戦いで亡くなってしまった。ライナスの怒いかりは一度は行き場を失ったが、イーノットと、そして見ず知らずの女性達に向けられることになった。そしてレイチェルを見捨てた軍への復ふく讐しゆうが、今も続いているのだ。

　本当にレイチェルはイーノットを好きだったのか。ライナスの中で歪ゆがんでしまったレイチェルへの気持ちを、変えることはできないか。リックが考えたのは、そういうことだった。

「もう一度、レイチェルさんのことでお話を伺うかがわせてください。そして彼女の遺品を、見せていただきたいんです。何か、ライナスが立ち直るきっかけになるかもしれない」

　リックは両親に深く頭を下げた。表情は見えないが、ぶわりと立ち上る怒りを感じ取った。

「話とか遺品とか……。私達は何度、あなた達に話を聞かれたと思ってるんですか？　大切なあの子の思い出の品を、いくつ持っていかれたと思うんです！」

　激しい叱しつ責せきを、リックは黙だまって受け止める。

「あの人……、ライナスが五年前に殺人を犯おかした時、私達は彼を匿かくまっているんじゃないかと疑われました。連日ここに軍人が来て、話を聞かれて、見張りが付きました。まるで私達が犯人みたいに扱あつかわれた」

　噂うわさで聞いた通りだった。五年前、ライナスの関係者は徹てつ底てい的に軍に調べられた。犠ぎ牲せい者しやは増える一方で、市民は軍に不信感を募つのらせる。一刻も早くライナスを逮たい捕ほしたかった軍の取り調べは、苛か烈れつを極きわめた。

　レイチェルの家族の調査は厳しかったはずだ。

「私達はすでに、軍に何もかもお話ししました」

「分かっています。ですが──」

「帰ってください」

　淡たん々たんと、そう言ったのはバーナードの方だった。

「我々はもう、軍に関かかわるつもりはない。そっとしておいてください」

　リックを見つめるバーナードの瞳ひとみには、軍への失望と深い悲しみしかない。

「……また、来ます」

　リックは一言だけそう言って、頭を下げた。










　ウィングヒルで行われたパーティで、イーノットとエリカが揃そろって出席したことは、すぐに人々の間で広がった。軍では、イーノットがバートレット家という後うしろ盾だてを得たと、嫉しつ妬とまじりの羨せん望ぼうが送られた。逆にウィングヒルの住民達からは好意的にとられ、『英えい雄ゆう』と名門の子女の恋こいの行方ゆくえに想像を膨ふくらませる者もいる。

　噂はケイトの耳にも入ってきて、その度たびに心が重くなっていた。しかし、いちいち傷ついている場合ではないと、気持ちを切り替かえるよう努力していた。

「ニコルさんは、ずっとリックの副官をしてきたんですか？」

　大学から自宅への帰り道、ケイトは隣となりを歩くニコルに話しかけた。

　ここ最近、ケイトの護衛は常にニコルである。図書館で話したのを最後に、リックはニコルにケイトの護衛を任せて姿を消していた。

「初めてお会いしたのは、大戦が終しゆう了りようして三ヶ月後くらいでしたかね。リック少しよう尉いが東部の検問所に赴ふ任にんしてきたのは」

　ニコルは記憶を辿たどるように、遠い目になった。

「『リック・ヴァーデン』の名はもちろん知っていました。『勇ゆう敢かん』と称しようされた軍人が配属されると聞いて、びっくりしたのを覚えています。彼の功績だったら、南部基地か、ともすれば総司令部にだって行ける人物だったんです。それがなぜ、辺境の地に来ることになったのか、不思議でしょうがありませんでした」

　確かにニコルの言う通りだった。現に、イーノットは戦功を認められて南部基地へと配属されている。

「現れたのは、僕が想像していた人物とはかけ離はなれていました。はっきり言って、やる気が全くない。昼ひる寝ねばかりして、口くち癖ぐせは『面めん倒どうくさい』ばかりです。副官に任命された僕は、本っ当に大変だったんです」

　そう言いながらも、ニコルの表情は柔やわらかい。何だかんだと言いながらも、リックを嫌きらいにはなれないのだろう。確かに話してみると、その乱暴な言こと葉ば遣づかいや率そつ直ちよくすぎる性格に面めん食くらうが、どこか不思議な愛あい嬌きようの感じられる人間だった。

「そういえば、リックは右みぎ肩かたを庇かばっていますよね？　古傷だって言っていましたが……」

「ええ。検問所に来た時は、まだ包帯を巻いていました。大戦で、相当ひどい怪け我がを負ったようです。だから最初は僕も、怪我を治すために一時的に検問所に来たのかと思ったんです。回復すれば、どこかの基地に転属されるんだと。でも、違ちがいました。彼は自分で希望を出したんです」

「どうしてでしょう？」

　ニコルは苦く笑った。

「さあ。僕も詳くわしくは知りません。あの通り、のらりくらりとかわされてしまうんですよ。調べれば分かるのかもしれない。でも、彼はたぶん話したくないのでしょう。僕は結構な知りたがりですが、彼の過去だけは、許可を貰もらわない限り調べないことにしています」

　ニコルの笑えみは、どこか寂さびしさを伴ともなったものだった。

　少しだけ口数の少なくなったニコルと夜道を歩く。ケイトの家に着くと、リックが立っていた。

「よお。お疲つかれ」

「帰ってきてたんですか！」

　ニコルが慌あわてて駆かけ寄っていく。ケイトにとっては、五日ぶりに見るリックの姿だった。

「おー。変わったことなかったか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ありませんでした。そちらはどうでしたか？」

「あー……」

　歯切れの悪いリックを、ニコルは心配そうな顔で眺ながめている。ケイトも同じようにリックを見つめていたが、ある事に気付いて駆け寄った。

「ちょっ、ちょっと！　手！　怪我してるじゃないですか！」

　大きくて骨ばった左手を摑つかむ。指には、打だ撲ぼくの痕あとと擦すり傷きずがあり、血が滲にじんでいる。

「わっ、どうしたんですか！　まさか誰だれかにやられたんですかっ？」

「俺が誰かにやられるわけねーだろ。……何でもねえって」

「じゃあ自分でやったんですか？」

　ケイトが鋭するどく声を上げると、リックが視線を泳がせた。

「何か固い所に打ち付けたみたいな怪我です」

　観念したように、頭を搔かきながらリックが言う。

「利きき手ではやってねえし。だから銃じゆうも持てるし、護衛にも影えい響きようない──」

「そういう問題じゃありません！」

　ケイトは一いつ喝かつすると、リックの腕うでをとりながら、鍵かぎを開けて家に入ろうとする。

「な、おい、何だよ」

「手当てしますから入ってください。ニコルさんもどうぞ」

　ぎょっとしたようにリックがケイトを見つめる。すぐに狼ろう狽ばいしたような声が上がった。

「はあっ？　や、いいって。こんなのすぐ治る……」

「よくないです。さあ入って！　ここで揉もめても近所迷めい惑わくなだけです」

　リックは、おろおろとしているニコルと顔を見合わせ、諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

「……バレたらイーノットに殺される……」







　ケイトはリックとニコルに椅い子すをすすめて、救急箱を取りに行く。

　ニコルは落ち着きなく部屋を眺めているが、リックは開き直ったらしく、足を伸のばして尊大な態度で椅子に座った。

「なあケイト。この椅子の脚あし、何かものすごい糸が結んであんだけど……。呪のろいでもかけてんのか？」

　リックが少しだけ不気味そうに声を出す。ケイトが結けつ紮さつの練習をしているのだと説明すると、「ふうん。熱心だな」と呟つぶやいた。

「そんなになりたいかよ、医師」

「なりたいですよ」

　ケイトはリックの横に膝ひざをついて、彼の左手を持ち上げる。

「パーティの時みたいに、笑い者になってもか」

「ちょっと、中ちゆう尉い！　もう少し言い方ってものがあるでしょう！」

　ニコルの叱責にも、リックは「事実だろーが」と動じない。

「なりたいです」

　ケイトは消毒液をつけながら、リックを見上げた。

「それに、逃にげないで前に進んでたら、分かってくれる人が現れるかもしれない。今のリックみたいに、私に手当てを預けてくれるようになるかもしれないじゃないですか。一度で全部分かってもらえるとは思えないし、話しただけですべて理解してもらえるとは思いません。何度も話して、行動で示していく。それしか道はありません」

　幼い頃ころ、友人と喧けん嘩かをしたケイトに、母親が言ってくれた言葉を思い出す。人の心は見えない。だから会って、話をしなければいけない。怖こわくても何度でもぶつかること。ゆっくりと諭さとすような母親の言葉は、ケイトの心の中に確かに息づいていた。

　包帯を取り出して、素す早ばやく巻いていく。ケイトの手元をじっと見ながら、リックが小さく呟く。

「何度も話して、行動で示す、ね……」

　処置を終えたところで、ケイトは尋たずねた。

「で、どうして怪我することになったんです？」

「もしかして、やっぱり断られましたか」

　ニコルがおずおずとそう口にした。

「……まあな。予想はしてたが」

「断られたって何です？」

　ケイトが聞くと、リックはこの四日間ずっとオールリッジにいたのだと話した。レイチェルの家族に協力を求めるためだという。

「オールリッジに、ですか……」

　その地名に、ケイトの胸も痛む。幼い頃を過ごし、両親を失った場所だからだ。

「時間が許す限り、レイチェルの家に行ったが駄だ目めだった。もうこれ以上どうやって頼たのんだらいいか分かんねえ。そう思ったらなんかこう、自分に腹が立って、そこらへんの壁かべに──」

「自分で拳こぶしを打ち付けたと？」

　ケイトが言葉を続けると、リックは頭を搔いた。

「あー……、まあ、そんなとこだ」

　溜息を吐いて、ケイトは巻き終わった包帯に触ふれる。

「もうやめてくださいね。そんなことしたって、気分がすっきりするわけじゃないでしょう」

「そうだな、痛ぇし、余計イラついただけだったわ」

　そう言うと、リックはケイトが包帯を巻いた左手をブラブラと揺ゆらした。「お、うまいじゃん」と手を握にぎったり開いたりする。

　その様子に、ニコルは安あん堵どの表情を覗のぞかせた。しかし、すぐに目を伏ふせる。

「ご家族にお話を聞けるのが一番良かったのですが」

「レイチェルの家族から話を聞くのは無理かもしれねえ」

　リックが苦い顔でそう答えた。

「レイチェルの家族は軍に不信感を持ってる。そう思われるのは当然だ。俺だって、軍なんて最低だと思ってるよ。俺自身、この事件が解決したらすぐにでも地位を返して検問所に戻もどるつもりだ」

　吐はき捨てた言葉には、隠かくしきれないリックの怒いかりが滲み出ている。

「……軍は最低、ですか」

　ニコルは、リックは自分で検問所への配属を希望したのだと言っていた。大戦で戦功をあげ、輝かがやかしい出世が約束されていたはずなのに、リックはそれを選ばなかったのだ。

　リックは軍に失望している。それ以上に、憎ぞう悪おしているのかもしれない。

　昔のケイトなら、リックの言葉に同意していた。軍が最低だと、ケイトも思っていた。でも、今は違ちがう。自分はもう出会ってしまった、そして知ってしまった。

「確かに、権力が集中している軍のあり方は、私も問題だと思います。そういう軍の体制に、増長する軍人もいます。……でも、そんな人達だけじゃない。少しよう佐さ達みたいに、国と人のために働く軍人だっています」

　ケイトの懸けん命めいな言葉にも、リックは首を横に振ふる。

「確かに、あいつは軍のあり方を変えようとしてる。そのために『少佐』まで駆け上がって、上層部に食らいついてるんだ。だが、あいつの考えは甘っちょろいんだよ。理想論もいいとこだぜ。人間は一度権力を摑んでしまったら、そう簡単には手放せない。軍がどれほど強ごう欲よくで利己的なのか、分かってねえ」

　そこでリックは、口元を歪ゆがめた。軍と、そして自分を嘲あざ笑わらうような笑みだ。

「俺は知ってる。忘れたくても、時々右みぎ肩かたが疼うずいて思い出させてくれるんだよ」

　ケイトははっとする。

「古傷って、言ってましたよね」

「ああ。これはあの大戦で負った傷だ。自じ慢まんじゃないが、俺はこの右肩を怪け我がするまで、一いつ切さい傷を負ったことはない。初めてこんな大きな傷を作って、そして初めて、死ぬかもしれねえって思ったよ」

　右肩に手をやって、リックは語り出した。

「アスキス帝てい国こくがとうとうオールリッジまで進軍してきて、俺は斥せつ候こうの任務を与あたえられた。相棒は大戦が始まってからずっと組んできた奴やつで、ちょっと気弱だけどいい奴だった」

『だった』と過去形で語るリックに、ケイトの嫌いやな想像は膨ふくらむ。

「俺達は、途と中ちゆうまではうまくいってた。相棒は銃じゆうの腕はからっきしだったが、気配を殺すのがうまかったんだ。相棒が情報を収集し、俺が背後を守る。そうやって、敵の人数や武器もしっかり偵てい察さつできた。あとは自じ陣じんに帰るだけだった。……だがそこで、アスキス軍に見つかったんだ」

　ケイトの隣となりでは、ニコルがぎゅっと唇くちびるを引き結んで話を聞いている。

「アスキス軍は俺達に向かって銃を撃うった。俺は避よけたが、相棒は横腹を撃たれてその場に倒たおれた。血が飛び散って、それに気を取られた瞬しゆん間かんに右肩が急に熱くなった。ああ、撃たれたんだと認にん識しきして、すぐに応戦した。相棒を引きずって隠れて、俺は無線で助けを呼んだんだ」

　リックの語り口はどちらかというと淡たん々たんとしているのに、ケイトは自分がその場にいるような気分を味わっていた。

　建物に容よう赦しやなく降り注ぐ銃じゆ弾うだん。硝しよう煙えんの臭においと、自分の荒あらい息いき遣づかい。そして隣には、今にも消えてしまいそうな仲間の命。

「俺は今の状じよう況きようと、相棒が瀕ひん死しの状態にあることを伝えた。だが、無線の向こうでは俺の焦あせりなんか無視して、『偵察の報告をしろ』なんて言ってくる。そんなことより助けをよこせと訴うつたえると、『敵の規模が把は握あくできなければ助けにも行けない』と続けられた」

　リックはぎゅっと拳を握りしめた。彼の苛いら立だちともどかしさが伝わってくる。

「俺は敵に見つからないよう息を潜ひそめながら、言われたとおり報告を行った。すべては自分の隣で血を流している相棒が、体を張って持ってきてくれた情報だ。だからこいつを助けてくれって、そう思いながら話した」

　ふっと言葉が途と切ぎれた。喋しやべらなくなったリックに、ニコルが先を促うながす。

「それで、どうなったんです」

　リックは憎にく々にくしげに吐はき捨てる。

「それで終わりだ」

「終わり？」

「無線はそこで切れた。何度呼びかけても繫つながらなくなった。すぐに、回線を切られたんだと悟さとった」

「それって……」

　ケイトは息を吞のむ。

「情報を聞くだけ聞いて、俺達は切り捨てられたんだ。その時に痛感した。軍にとって兵士は人じゃない、駒こまなんだ。使い捨てで、代かえのきく駒。駒なんだから、心なんて入っていない。だから、気き遣づかう必要もない」

　回線が切られた瞬間、リックの中にあった軍への信しん頼らいもまた、途切れてしまったのだろう。

「……ふざけるなと思った。上の思おも惑わく通り、死んでたまるかと頭に血が上った。……そっからはよく覚えてねえ。自陣まで相棒担かついで歩いて、そのまま気を失ったらしい」

　リックは、包帯を巻かれた手のひらを見つめる。

「気付いたら病院のベッドの上で──、そこで俺は、相棒が死んだことを聞いた。間に合わなかったんだ。もう少し早く処置できていれば、あいつは死ななかったかもしれない」

　その言葉に、ケイトは自分の心を重ねた。両親が亡なくなった時、ケイトも『自分がバイオリンを取りに行かなければ、両親は死ななかったかもしれない』と自分を責めていたからだ。

「俺は、『仲間を見捨てることなく連れ帰ってきた』と言われ、周りから尊敬するような目で見られた。だが、俺にとっては煩わずらわしいだけだ。死なせたら何の意味もねえだろ」

　吐き捨てるようにリックは言う。

「それでも、俺は大戦後に、相棒に戦功章を贈おくるよう軍にかけ合った。相棒の正確な情報のおかげで、ウェスハバート軍を勝利に導く作戦を立てることができたんだ」

「戦功章ですか」

「そんなものより、命の方が大事なのは分かってる。だが本人はもちろん、家族にとっても、戦功章こそ自分の息むす子こが頑がん張ばった証あかしだろ。あいつの家族に、何か一つでも誇ほこれるものを残したいと思ったんだ」

　ケイトは、正装姿のイーノットの胸むな元もとに飾かざられた戦功章を思い出した。精せい緻ちな模様が彫ほられ、動くたびに光を反射して輝く。一見華はなやかそうに見えるが、実は命を懸かけて得た、とても重いものなのだ。

「だが、軍は相棒には与えないと言った。死んだ奴には用はない、そう考えてるのが分かった。そしてあろうことか俺に戦功章をやると言ってきて、出世の道を提示した。俺が周囲に英えい雄ゆう扱あつかいされたのを見て、これは使えると思ったんだろ」

　フン、と鼻を鳴らす。

「イーノットはそれを甘んじて受けた。そして今のあいつがいる。俺は突つっぱねて、検問所への配属を希望したんだ」

　古傷に気付いた時のリックの苦い笑えみや、時々投げやりにも思える態度はすべて、相棒を失った自分への苛立ちと、軍の対応への不信からくるものだったのだ。

「俺は自分のことで頭がいっぱいだった。イーノットやライナスとも連れん絡らくを取らず、検問所というぬるま湯の中で過ごしていた。五年前にライナスの事件が起こった時も、親友だったはずなのに、俺は距きよ離りを取って見ているだけだった」

　ケイトはリックから、レイチェルの両親が軍から疑われていたことを知った。軍は執しつ拗ような取り調べを行い、大切な娘むすめの思い出である遺品を持っていく。そんな軍を前に、家族はどんな気持ちでいたのだろう。

「レイチェルの家族が一番大変な時に、俺は何もしなかった。そんな奴が、今いま更さらどの面つら下げて来たんだって話だよな」

　そう自じ嘲ちようするリックの姿は、友人を止められなかったと拳こぶしを握にぎったイーノットと重なって見えた。イーノットは、ライナスを追いかけて彼を止めようとしている。そしてリックもまた、別の角度からライナスを思いとどまらせようとしているのだ。そのために今、昔は逃にげてしまったレイチェルの家族と、真正面から対たい峙じしようとしている。

　ケイトは、真まっ直すぐにリックを見つめた。

「……でも、今のリックは、親友を止めようと動いてます。レイチェルさんの家族に、ちゃんと心を砕くだいてるじゃないですか。その気持ちは無む駄だじゃないし、今更でもありません」

　──それに……。

「ひとつ教えてください。ここまで軍を嫌っていて、それでも軍を辞やめなかったのはどうしてですか？」

　リックは目を瞬またたかせると、ふいと視線を逸そらして言った。

「知らねーよ」

　ニコルがじっと意味ありげにリックを見つめる。

「あなたはいつも、噓うそ吐つくときに目を逸らしますよね」

　リックはうっ、と一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。それからガシガシと自分の頭を乱暴に搔かく。

「心のどっかで、……このまま軍を辞めたら、それこそ本当に逃げたことになるって思ってたんだろ、たぶん。それに」

「それに？」

　言いよどむリックを、ケイトはニコルがしたようにじっと見つめた。

「……約束したんだよ。あいつらと。士官学校を卒業した時に、『国と人を守れる軍人になる』って。イーノットにできて、俺にできないなんて恰かつ好こう悪いだろ」

　照れた自分を誤ご魔ま化かすように不ふ機き嫌げんな顔をするリックを見て、ケイトは笑みを浮うかべた。三人で誓ちかい合った約束は、今もリックの胸の中に確かに根付いている。そしてきっと、イーノットも同じだろう。

「人を守りたいというリックの姿勢は、きっとレイチェルさんの家族にだって伝わります」

「だから、伝わんなかったんだって」

「諦あきらめるのが早すぎます」

　ケイトはぴしゃりと言った。

「人の心は、確かに簡単には変わりません。でも、絶対に変わらないわけじゃない。……明日と明後日あさつては大学も休みだし……、行きましょう」

「は？」

　リックとニコルが仲良く声を合わせた。ケイトは宣言する。

「オールリッジに行くんです」







　その頃ころウィングヒルの街では、軍の英えい雄ゆうとバートレット家の一人ひとり娘の噂うわさが瞬く間に広まっていた。そしてパーティが終わってもエリカが首都へ戻もどらなかったことが、更さらなる憶おく測そくを呼ぶ。エリカの泊とまるホテルには軍の護衛が付き、毎日とはいかなくてもイーノットが顔を出していた。熱心にホテルに通うイーノットに、『仲が良い』、『この分では婚こん約やくも近いだろう』などと、人々は口を揃そろえて言う。

　見み目め麗うるわしい二人に、街の人々は心を躍おどらせ、その動向に注目していた。










　翌日の夕方近くに、ケイト達はオールリッジの駅へと降り立った。ウィングヒルより寒さが厳しい。ケイトはぎゅっとコートの襟えりもとを引き寄せた。

　ケイトの前を歩くリックが振ふり返った。

「なにも、お前まで来る必要ねーんだぞ」

「昨日から何回同じこと言ってるんですか」

　ケイトはきょろきょろと街を見み渡わたしながら言う。

「言いたくもなるっつーの。いいか？　お前は狙ねらわれてるんだぞ」

「……知りたくなったんです。レイチェルさんのこと」

　ぽつりとケイトは零こぼした。ライナスの最愛の人でありながら、彼を殺人に走らせるほど憎ぞう悪おされている女性。

　──そして、レイチェルさんは少しよう佐さが好きだった……。

　恋こい人びとの親友を好きになるという感情を、ケイトは体験したことはない。想像するしかないが、『板いた挟ばさみ』という単語が思い浮かんだ。

　──レイチェルさんはここで何を思って暮らして、そして亡くなったんだろう。

『お前から聞かなければ、お前の本当の気持ちは分からない』

　リオが植物園でケイトに言ってくれた言葉を思い出していた。レイチェルに聞きたくても、彼女はもうこの世にいない。残るのは、レイチェルの家族だ。

　レイチェルの家は、小高い丘おかの上にあった。周りに家はなく、見晴らしがいい。家の前には庭があり、綺き麗れいに種類ごとに区画されている。手間をかけて育てられているのが分かった。

　──ご家族の誰だれかが、好きなのかしら。

　ケイトは庭に目を走らせながら考え、リックに言った。

「素す敵てきなお庭ですね」

「ああ。レイチェルが好きだったんだよ。母親の影えい響きようらしい。この家に春に招待された時も、自分が母親と育てたってライナスに説明してるのを聞いた」

「そうなんですか……」

　その時、ガチャリと扉とびらが開いて、女性が家から出てきた。レイチェルの母親であるエルザである。門の前にいるケイト達に目を瞬かせ、リックの顔を確かく認にんするとぎゅっと眉まゆを寄せた。

　ケイト達は揃って頭を下げる。

「またあなたですか……。何度来ても、お話しすることはありません！」

　リックは一歩前に出て、大きく息を吸った。それから、深く腰こしを折る。

「すみません。でも、どうしてもレイチェルさんの力が必要なんです。俺は五年前、ライナスの件をずっと見ているだけで、何もしなかった。あなた達が辛つらい時、軍人として、ライナスとレイチェルの友人として何もできなかった。もう、逃げるようなことはしたくないんです」

　玄げん関かんに佇たたずむエルザは、顔を歪ゆがめて吐はき捨てた。

「あなただって、私達の取り調べをした、あの心ない人達と同じよ。軍人でしょう」

　それは違ちがうと、ケイトは声を上げかけた。しかし、その前にリックが言う。

「そうです。俺は軍人です」

　リックはきっぱりと言い切った。ケイトは真しん摯しな瞳ひとみで前を向くリックを見る。自分が軍人であることに嫌けん悪おすら抱いだいていた彼が、今は堂々としている。軍人であることを認めて、どこか吹ふっ切れたような顔をしていた。

「この国と、ここに住むすべての人達を守る軍人です。俺はライナスを止めたい。ライナスの犠ぎ牲せい者しやを、これ以上増やしたくないんです。お願いです。もう一度軍を信用していただけませんか。軍はこれから必ず変わります」

　リックの言葉は淀よどみなく、力強くケイトの耳と心に入り込んできた。ひたむきに、エルザに語りかけている。

　いつの間にか、ケイトもニコルもリックと一いつ緒しよに頭を下げていた。リックは言葉で気持ちを伝えた。ケイトとニコルに出来るのは、態度で示すことだけだ。

　レイチェルの話を両親にしてもらうということは、心の傷を開かせる行こう為いでもある。楽しかった思い出を語れば語るほど、「なぜ今ここにいないのか」と空むなしさがこみ上げてくる。亡なくなった時のことを思い出せば、胸を引き裂さかれるような気持ちになるはずだ。

　──そういう行為を、私達は強要しているのかもしれない。

　それでも三人は、「話してくれ」と頼たのむしかない。

　ガチャリと扉が開いて、ケイトは顔を上げた。レイチェルの父親バーナードが、顔を伏ふせたエルザの背中にそっと手をやる。そのまま家の中へ入ってしまった。

　──ダメだった……。

　ケイトはリックとニコルに見えないよう、唇くちびるを嚙かみしめる。それからすぐに頭を切り替かえた。

「明日も──」

「明日もここに来る」

　ケイトの言葉を遮さえぎったのはリックだった。真しん剣けんな眼まな差ざしで扉を見つめている。

「ええ。そうですね」

　ケイトとニコルが力強く頷うなずくと、ようやくリックはきゅっと口くちの端はしを上げた。

「レイチェルの母親、初めて俺の話を最後まで遮らないで聞いてくれた」

　それはケイトも分かっていた。聞きたくなければ、すぐにでも後ろの扉を開けて中に入ればいいだけだ。でも、しなかった。最後に出てきたバーナードにも、リックの言葉は聞こえていたのではないだろうか。

「中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで言った言葉は伝わらないって分かったぜ。俺は今まで、どっちつかずであの人達と接してた。でも、今日は迷いなく言葉が出た」

　そう言うと、ケイトの頭をポンと叩たたく。

「お前のパーティでのスピーチを思い出して、やってみたんだぜ」

　嬉うれしいが、ケイトは苦く笑う。

「私は笑われちゃいましたよ」

「ばあか。あんな欲よくの塊かたまりみたいな奴やつらは放っておけ。少なくとも俺とニコル、それにイーノットは笑わなかったぞ。ちゃんと心に響ひびいたっての」

　リックはぐしゃぐしゃとケイトの頭を撫なでる。心が温かくなり、目を細めた。

「あとはケイトの、『何度も話して、行動で示す』ってやつ、見習うことにするわ」

　リックの怪け我がの手当てをした夜を思い出して、ケイトは笑った。

「私も、大学が休みの日はここに来たいです。レイチェルさんのお話を、どうしても聞きたいんです。ニコルさんが良ければですが」

　ニコルは「ケイトさん一人に行かせられません」と腰に手を当てる。

「来てもいいけど、ニコルは護衛しっかりやって連れてこいよ」

「はい！」

「それと、来てもお前らは俺の後ろで控ひかえてること」

　ケイトとニコルが目を瞬またたかせる。

「話すのは俺だ。やっぱり、俺が話さないとっていう思いがあるからな。それに、俺は自分より前に行かれるのも、隣となりに並ばれるのも基本的に嫌いやだ」

「は？」

「一番に飛び込まなきゃ気が済まねーんだよ」

　にやっと笑った言葉に、ケイトもつられる。ニコルも、「しょうがない人ですね」と言いながら全開の笑えみを見せた。

　いつも最前線に、一番に突とつ撃げきしていったというリック。ケイトとニコルにも分かっている。一番がいいなどと言いながら、つまりは両親の非難や罵ば倒とうも、自分がすべて引き受けると言っているのだ。

　しなやかな体に、本来の強きよう靭じんな心が戻もどってきた。『勇ゆう敢かん』だと人々が尊敬の眼差しで見つめたリック・ヴァーデンという男が、今ここに戻りつつあるのだ。
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「なあケイト！　明日、大学休みだろ？　リオと大通りに新しくできた本屋に行こうって話になってるんだけど、お前も行かないか？」

　オールリッジから戻ってきて五日が経たっていた。大学の講義室で医術書を揃そろえていると、後ろからノーマンが話しかけてくる。隣にはリオの姿もあった。

「あー……、ちょっとその日は予定が」

　ケイトは次の休日も、オールリッジへ行くことに決めていた。平日はリックがオールリッジに行って、レイチェルの両親の説得を続けている。休日はニコルと三人で会いに行って、できればレイチェルの話を聞きたいと思っていた。

「何だよー。前の休日もそう言って断っただろ。最近付き合い悪いぜー？」

　ノーマンが唇を尖とがらせる。確かに平日もどこにも寄らずに帰ってしまうし、ノーマン達と過ごす時間が減ってしまっていた。

「ごめんね。せっかく誘さそってくれたのに」

「予定って、俺らより大事なのかよ。って、あ、まさか！」

　ノーマンが何かに思い当たったように手を口に当てた。

「もしかして誰だれかとデートとかじゃないよなっ？」

　焦あせったような顔をするノーマンは、なぜかリオの方を見る。見当はずれな答えに、ケイトは首を横に振ふる。

「何言ってるの？　そんなわけないでしょう」

「あ、そうなの？　良かったー。な、リオ！」

「なぜそこで俺に振る！」

　ぎょっとしたようにリオが声を上げる。それから深い溜ため息いきを吐ついた。

「もういいだろ、ノーマン。ケイトが困ってる」

　ケイトがホッとしたのもつかの間、その瞬しゆん間かんを見計らったように、リオが言葉を続ける。

「休日に行けないのは分かった。で、お前、何か隠かくしてないか？」

「隠すって何を？」

　不意打ちに内心動どう揺ようするが、ケイトは努めて自然に首を傾かしげた。

「……いや。俺の気のせいだな。すまない」

　じっとケイトを見つめたリオは、やがて息を吐いて謝ってきた。ケイトの良心が痛む。噓うそを吐ついているのは本当のことだ。だが、殺さつ人じん鬼きに命を狙ねらわれているなどと言って、彼らを心配させたくない。それに、話をすればリオやノーマンが事件に巻き込まれる可能性もあるのだ。

　まだ少し納なつ得とくしていないようなリオの表情からさりげなく視線を逸そらして、ケイトは講義へと頭を切り替えた。







　すべての講義を終えて、学生達は家路へ向かう。明日が休みのせいもあって、その足取りはどこか軽かろやかに見える。

　リオとノーマンに見送られた後を見計らって、ケイトの傍そばにニコルが姿を現した。

「お疲つかれ様さまでした。何か変わったところはありませんでしたか？」

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです。いつもありがとうございます」

　気き遣づかうように声をかけてくれるニコルと一緒にいると、心が落ち着く。笑みを浮うかべてお礼を言うと、ニコルもふわりとほほ笑んだ。と、肩かたにズシリと重みが加わる。

「よーう。何イチャついてんだお前ら」

　少しかすれ気味の声はリックのものだ。ケイトは肩を組んできたリックに慌あわてて振り向く。

「リック？　どうしたんです。オールリッジにいるはずじゃ……」

　ニコルも驚おどろいたような顔をしている。リックは二人の驚いた顔を見て、いたずらが成功した子供のような顔で笑った。

「さっき帰ってきた」

「帰ってきたって、でも、僕とケイトさんは明日オールリッジに行くつもりだったんですから、あっちで待っててよかったんですよ？」

「そうだが、やっぱりニコルだけじゃ、長ちよう距きよ離りを一人で護衛するってのは難しいだろ」

　ニコルはむっと眉まゆを寄せた。

「大丈夫ですよ」

「そういうことは、組手で俺に勝ってから言え」

「それじゃ一生言えないじゃないですかっ」

　リックは豪ごう快かいに笑うと、すぐに真剣な表情になってケイトとニコルを見つめた。

「レイチェルの両親が、話をしてもいいと言ってくれた」

「本当ですか！」

　ケイトとニコルは声を揃える。

「ああ。ただ、一度きりだ。だからケイト、お前がオールリッジに行くのはこれで最後だ。後はライナスが捕つかまるまで、ウィングヒルで大人しくしてること。分かったか？」

　自分が動き回ることは、護衛の二人に多大な負担を強しいることと同じだ。それでもリックとニコルは、レイチェルのことを知りたいというケイトの気持ちを、今まで尊重してくれていた。

「分かりました」

「よし、いい子だ」

　ぐりぐりと頭を乱暴に撫でられる。

「ちょっ、痛っ、痛いです！」

「何？　もっと撫でて欲しいってか？」

「言ってませんよっ。もう、髪かみがグチャグチャになりますっ」

「あなたの方がよほどイチャついてるように見えますよ」

「そーか？」

　ニコルの冷静な突つっ込みにも、リックは意地悪そうに笑うだけだ。完全に遊ばれていると分かって、ケイトがもう一度抗こう議ぎの声を上げようとした時だった。

「何してるんだ？」

　後ろを振り向くと、先さき程ほど別れたはずのリオが、眉を寄せてケイトとリックを見ている。

「リオ！　どうしたの？」

　ケイトはリックの腕うでを払はらって、リオへと駆かけ寄る。

「この医術書を貸すと言っていただろう。帰り際ぎわに渡わたすのを忘れたから、追いかけて来たんだ」

「そ、そっか。ありがとう」

　ケイトは医術書を受け取り、笑みを浮かべる。が、リオはケイトを見ることなく、後ろにいるリックとニコルを凝ぎよう視ししていた。

「彼らは？」

「知り合いなの」

　軍服を着ていないことだけが救いだった。しかし、ニコルはそれでも騙だませるだろうが、リックは違ちがう。立っているだけで野生の凄すごみを感じさせるような、気け圧おされる雰ふん囲い気きを持っている。

「あいつら、軍人じゃないのか」

　鋭するどいリオは、すぐに見み抜ぬいた。彼自身、軍人一家の出身だからかもしれない。ケイトはどう言えばいいのかと、内心頭を抱かかえた。視線が泳ぐケイトに、リオの追つい及きゆうは止やまない。

「お前、俺達に内ない緒しよにして、何をコソコソしてるんだよ？」

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かむ。言えない。

「軍人と一いつ緒しよなんて……、何か危ないことしてるんじゃないのか？」

　何も言わないケイトに、リオが苛いら立だったように詰つめ寄る。

「おいケイト」

「もうやめとけって。困ってんだろ、こいつが」

　リックが見かねて、ケイトとリオの間に無理やり入った。

「お前、ケイトの友達か？」

「尋たずねる前に、自分から名乗ってください」

「俺はリック。ケイトの知り合いだよ」

「どんな知り合いです」

「それ、お前に何か関係あんのか」

　リオはぐっと言葉に詰まる。リックは少しだけ表情を緩ゆるめて言った。

「心配しなくても俺はケイトの味方だ。分かったら帰れ」

「リオ、あの、私大だい丈じよう夫ぶだから！」

　リックの背中から顔を出す。リオの前に出ようとしたが、リックが力強い腕でそれを阻はばむ。

「友達巻き込みたくねーだろ」

　ケイトだけに聞こえる声でそう言われて、体の力を抜ぬいた。

　リックがぐいぐいとケイトの背中を押す。後ろを振り返ると、リオは立ったまま動こうとしない。俯うつむくリオは、もうこちらを見なかった。










　南部基地は、深夜になっても人の気配で溢あふれている。何かあった時にすぐ対処できるよう、軍人達が交代で詰めているせいである。

　それでも、基地でも奥まったところにある佐さ官かんの執しつ務む室は静せい寂じやくが保たれていた。

「明日、オールリッジへ行くのか？」

　イーノットは執務室の椅い子すに座り、ソファで無造作に足を組むリックに話しかけた。

「ああ。着くのは夕方だけどな」

　リックが頷うなずく。ケイトを家まで送り届けてきたリックは、その足で南部基地へとやって来ていた。レイチェルの家族と話をすることになったと、イーノットへ報告するためだった。

「なあイーノット。レイチェルの両親に話を聞く前に、確かく認にんしておきたいことがあるんだが」

　リックがイーノットを見つめる。

「何だ？」

「お前、レイチェルとは本当に何もなかったんだな？」

　イーノットは眉を寄せた。それから、ゆっくりと首を横に振ふる。

「ない。私自身、なぜライナスが、レイチェルが私に恋こいをしたなどと言っているのか分からないんだ」

「となると、レイチェルの片思いってやつか？　お前に一ひと目め惚ぼれ、とか」

「そんなわけがないだろう。私がレイチェルと初めて会った時も、ライナスもレイチェルもお互たがいしか見えていなかった」

　幸せそうな二人を前にして食事を共にした時のことを、イーノットは思い出す。ライナスもレイチェルも、本当に嬉うれしそうに笑っていたのだ。見ているこちらまで、つられて笑えんでしまいそうになる雰囲気があった。互いに思い合っていなければ、そんな空気は生まれないだろう。

「だよなあ。でもよ、何かがあったからライナスは、レイチェルがお前に恋れん愛あい感情があるんだって思ったんだろ？」

　頭を搔かいて、「わっかんねえなあ」とリックは勢いよくソファに体を預ける。

「二人きりで会ったこともないんだな？」

「ああ。会う時は必ずライナスがいた。当然だろう」

　そこまで言って、ふとイーノットは顔を上げた。

「……そういえば一度だけ、偶ぐう然ぜん街で会ったことがあったな」

「へえ。街ってオールリッジか？」

「ああ。まだ下したっ端ぱだったからな、オールリッジで任務のあった上官の従者として訪おとずれたんだ。

　そこで少しだけ自由時間を与あたえられて、街を歩いていた。そこでレイチェルに会ったんだ」

　話しながら、当時の事がゆっくり頭に浮うかんできた。

「彼女は一人で歩いていて、ひどく顔色が悪そうだった。声をかけても反応が薄うすくて、心配になって近くの喫きつ茶さ店てんに連れていって休ませたんだ」

　喫茶店で向かい合ったレイチェルは、俯いて顔を上げようとしなかった。イーノットは急がせることなく、時間をかけてレイチェルの話を聞いた。

「彼女は、ライナスにプロポーズされて『考えさせてほしい』と言ったらしい」

　驚おどろいてリックが背もたれから身を乗り出す。

「はあ？　何だよそれ。じゃあ、その時にはもうお前のことが好きだったってことか？」

「いや。彼女がプロポーズを保留したのは、彼女にある夢があったからだ」

「夢？」

「彼女は花が好きだっただろう？　自分で花屋を開きたいんだと、そう言っていた」

「花屋、って……」

　ぽかん、とリックが口を開ける。

「レイチェルは本気でなりたかったんだ。そのために勉強もしていた。だが、ライナスを好きになって、自分の夢とライナスへの気持ちとで揺ゆれ動いていたらしい。ライナスにプロポーズされて、レイチェルは自分の夢を伝えた。だが、理解してもらえなかったらしい」

　レイチェルはずっと勉強を続けていて、どこか街の花屋で見習いとして働きたいと言っていた。彼女の中で、自分の夢と結けつ婚こんは両立できないものだった。

『結婚するならライナスを一番に考えて、軍人としての彼を支えていきたい。でも、今の自分にはそれはできない』

　レイチェルは泣きながら、イーノットにそう話した。若いながらも将来を有望視されていたライナスの妻になるということは、生半可な覚かく悟ごではできないのだ。夫が出世していくたびに社交の場に出て顔を売り、ひとたび戦争でも起これば、家を守ってひたすら待ち続ける日々を過ごす。それが軍人の妻になるということだった。

　リックはじっと腕うでを組んでしばし黙だまり、それから先を促うながした。

「それで？　お前はどうしたんだよ」

「ライナスとよく話し合うべきだと言った。何度でもぶつかり合えば、両方が納なつ得とくできる妥だ協きよう点だって見つかるかもしれないだろう？　後は、花屋という夢を持ったことに罪悪感を持っていたようだったから、『夢を持つことは悪い事じゃない』と言った」

「花屋なんて諦あきらめろ、とは言わなかったんだな」

「花が好きで、人に花を贈おくる仕事に就つきたいというレイチェルの気持ちを否定することはできない。とてもいい夢だと思ったんだ。そんな風に言ったら、レイチェルはようやく笑みを見せてくれて、私もホッとした。後は彼女を家まで送って、それからは会っていない」

「なるほどな」

　そう言うと、リックは溜ため息いきを吐ついた。

「レイチェルにそんな夢があったなんて知らなかった。……とにかく、明日じっくり両親から話を聞いてくる」

「ああ、頼たのむ」

　リックはその言葉に応こたえるように片手を上げて、執務室を後にした。

　イーノットは目を伏ふせた。自分の夢を輝かがやくような瞳ひとみで語っていたレイチェルを思い出す。レイチェルはその後、ライナスと話し合いを持ったのだろうか？　だが、上う手まくいっていれば二人は結婚していたはずだ。今この時、レイチェルはすでに亡なくなっており、ライナスはレイチェルの影かげを追うように殺人を重ねている。

　自分は何か見落としていたのだろうか？　言うべき言葉を間ま違ちがえていたのだろうか？

　イーノットの問いに答えてくれる者はいなかった。










「どうぞ」

　紅茶が振る舞まわれて、ケイト達は恐きよう縮しゆくしながらも手に取る。

　翌日の夕方、ケイト達はオールリッジのレイチェルの家に来ていた。

「今回は、本当にありがとうございます」

　リックの言葉に、ケイトとニコルも頭を下げた。レイチェルの両親は揃そろってソファに座り、目を伏せた。ケイトのことはすべて話した上で、同席を許してもらった。

　視線を彷徨さまよわせたケイトは、棚たなの上に置かれた写真立てに目をやる。家の前で撮とられたのだろう、両親に囲まれて控ひかえめな笑みを浮かべている女性がいた。

　──これがきっと、レイチェルさんなんだわ。

　綺き麗れいな人だと、ただただそう思う。濃こい茶ちや色の髪かみは美しく結ゆい上げられて、細い首元が露あらわになっていた。清せい廉れんさを感じさせる緑の瞳が、じっとケイトを見つめている。

　写真のレイチェルは、両手に抱かかえきれないほどの花を持っていた。

「レイチェルさんは、お花が好きだったんですね」

　ケイトがそう言うと、エルザは頷いた。

「ええ。レイチェルは花を育てるのが好きでした。花に囲まれた生活はとても素す敵てきなんだと、庭で育てた花を近所の方々に配るような、優やさしい娘むすめだったんです。私達の自じ慢まんでした」

　昔を懐なつかしむように、エルザが話し出す。

「お花屋さんになりたい、というのが昔からの口くち癖ぐせでした。花ばかりに興味を示していて将来を心配していましたが、年とし頃ごろになってようやく花よりも大切なものに出会ったようでした。それが、ライナス・ベントリーでした」

　リックが膝ひざに置いた自分の手をぎゅっと握にぎった。

「彼はとても素敵な人で、容姿と同じくらいに心も美しいとレイチェルは言っていました。並び立つ二人は幸せそうで、私も主人も、二人の将来に何の不安もありませんでした。ですが……」

　エルザは言いよどむ。

「ある時期、レイチェルは何かをじっと考えるようになりました。笑顔が少なくなって、思いつめたような顔をしていて……、その頃ころですね、ライナスからプロポーズされたと相談されました」

「彼女は何と？」

　リックの言葉に、エルザは首を横に振ふった。

「プロポーズを保留したと言っていました。それで、ひどい喧けん嘩かになってしまったと」

「理由はお聞きになりましたか？」

「花屋を開きたいのだと……、そのために勉強したいからと言っていました」

「花屋さんですか。素敵ですね」

　リックから、レイチェルの夢のことは事前に聞いていた。ケイトの言葉に、エルザは眉まゆを寄せる。

「素敵だなんて……。お店を開きたいなんて、女性が言う言葉じゃありません。目の前に自分を幸せにすると言ってくれる男性がいるのに、何を考えているのだと叱しかりました」

　そうじゃない、とケイトは言いたかった。夢に、男も女も関係ない。しかし、結婚が女性の一番の幸せである、という考え方は未いまだ根強いものだった。そして結婚すれば、女性は家を守ることこそが仕事になる。

「レイチェルも、自分の夢がいかに無む謀ぼうなものか分かっていたはずです。ですが、ライナスの友人は自分を励はげましてくれたと言っていました」

　ケイト達は顔を見合わせた。

「その、ライナスの友人というのは、イーノット・レイズですね」

　リックの言葉に、エルザは頷うなずいた。

　イーノットという人間は、可能性というものを男か女かで判断したりはしない。

『男でも医師になれない奴やつはたくさんいる。どんな職業もその人間の適性と、どれだけなりたいかという気持ちだろう』

　初めてイーノットに会った時、彼はそう言って、ケイトの夢を応おう援えんしてくれた。『女に医師は無理』と言われ続けたケイトにとって、その言葉がどれほど嬉うれしく、胸に響ひびいたか。

　レイチェルもまた、嬉しかったに違ちがいない。

　──それで、少しよう佐さを好きになったのかしら。

　恋れん愛あい感情が生まれたのかは分からない。だが、このことがライナス、レイチェル、イーノットの関係を変えるきっかけになったのではないかと感じた。

「レイチェルは、ライナスに自分の夢を分かってほしいと言っていました」

「その後は、どうなったんです？」

　エルザは一転、表情を明るくした。

「ライナスと会って色々と話し合っていたようです。最初は上手くいかないようで、沈しずんだ様子で帰ってきていました。ですが落ち込んだ姿を見せていたのは一ヶ月ほどで、後は吹ふっ切れたように幸せそうにしていましたから。それからは頻ひん繁ぱんに外にも出るようになりましたし」

　ケイト達は顔を見合わせた。

　──幸せそうにしていた？

　レイチェルは自分の夢を反対された。イーノットに夢を肯こう定ていしてもらったものの、恋こい人びとと家族からは理解が得られなかった。それからレイチェルはどうしたのだろう？　ライナスと話し合いをし、どんな心境の変化があったのか。

　──幸せそうにしていたってことは……、ライナスと結けつ婚こんしようとしていたの？

　答えてくれる声はない。ケイトはもどかしい気持ちになった。レイチェルの気持ちが知りたい。

　リックも、ケイトと同じ気持ちだったのだろう。しばし考え込んだ後に切り出す。

「レイチェルさんの部屋を見せてもらってもいいですか？　無断で持ち出すことは絶対にしません。しっかり見張ってくださっていいですから」

　エルザは逡しゆん巡じゆんした顔をして、隣となりの夫を見つめる。バーナードは、小さく頷いた。

「こちらにどうぞ」

　両親に付いて、二階へと上がる。南側の部屋が、レイチェルの部屋らしかった。入ると、女性らしい明るい花はな柄がらの壁かべ紙がみが貼はられている。窓からは、見晴らしのいい風景が広がっていた。机の横にある本ほん棚だなに目を向けると、やはり植物関係の本が多かった。

「レイチェルの物は、軍が一度調べています。それに、ライナスに関かかわる物はすべて軍が持っていきました」

　エルザの声が少し強こわ張ばる。

「引き出しの中とか……、開けてもいいですか？」

　頷いたエルザを見て、ケイトが代表して机に近寄り、中を開ける。男性が開けるよりは抵てい抗こうが少ないだろうという、ニコルの考えだった。

　一番目の引き出しには、リボンや、様々な質感の紙が畳たたまれて入っていた。

「これは？」

「あの子、庭で摘つんだ花で花束を作るのが好きだったんです」

「すごい。綺麗なリボンがいっぱいあるわ。……あ、手紙を書くのも好きだったんですか？」

　ケイトは二番目の引き出しの中を見る。綺麗な便びん箋せんのセットがたくさん入っていた。

「ええ。家の近い友達にも、わざわざ手紙を書いたりして。字にすると、自分の気持ちも素す直なおに伝えられると言っていました。ライナスにも、送っていたようです」

　エルザの言葉に、バーナードも懐なつかしそうに目を細めた。

「ライナスの青い瞳に合わせて、いつも青い便箋を選んで書いていました」

　レイチェルの小さな拘こだわりは可愛かわいらしく、ケイトも頰ほおを緩ゆるめた。

　──好きな人に書く手紙は、きっと特別だものね。

　ケイトも、イーノットに何度か手紙を書いている。身分も違う、会うことも難しいケイトが、唯ゆい一いつイーノットと繫つながることのできるものだった。

　──返事が来た時は、本当に嬉しかったなあ。

　幸せな気持ちに、切なさが混じり合って胸が苦しくなる。

　レイチェルは、人に何かを贈おくることが好きだったようだ。花束にしろ手紙にしろ、細やかな彼女の気配りが感じられる。

「綺麗で凝こった便箋ばかりでしょう？　集めるのも好きだったんです。私も時々、友人に手紙を書く時にもらっていました」

　昔の思い出にエルザが小さく微笑ほほえむ。

　ケイト達はその後もレイチェルの部屋を探したが、何も見つからなかった。

「気になるような物はないですね」

　ニコルが腕うでを組む。

「きっと僕達が見ている物は、当時ここに来た軍も見ているでしょうし」

　これでは、レイチェルの気持ちは分からないままだ。諦あきらめきれないように、リックはエルザに目を向けた。

「レイチェルさんの品が置かれているのはここだけですか？　この部屋から、何かを持っていったりは？」

　エルザは戸と惑まどったように首を振った。

「そういう物はないと思いますけど……」

　──レイチェルさんの気持ちが知りたい。気持ち……。

　ケイトはふと、先ほどのエルザとの会話を思い出す。

「さっき、レイチェルさんの便箋を使うことがあるって言ってましたよね？　レイチェルさんは便箋のセットごと貸してくれたんですか？」

「あ、ええ……。手紙が何枚になるかは書いてみないと分かりませんから。手紙と封ふう筒とうのセットで渡わたされましたけど……」

「それ、ここに戻もどしましたか？」

「いいえ。すぐに大戦が始まってしまって、バタバタしているうちに返すのを忘れてしまったんです」

「見せてもらえませんか？」

　エルザは、「どこにやったかしら？」と首を傾かしげながら、一階の寝しん室しつに消えた。一階に下りて居間で待っていると、すぐに戻って来た。

「これです」

　持ってきたのは、三つの便箋のセットだった。ケイト達は順番に便箋を見ていく。そして青い便箋を袋ふくろから取り出した時、小さな紙がはらりとケイトの足に落ちた。

「？　これは……」

　ケイトが拾い上げた紙に、リック達が視線を向ける。

「これは、あなたが書かれたんですか？」

　リックがエルザに目を向けると、ふるふると首を横に振ふられた。

「いいえ。これはレイチェルの字です」

　ケイト達は紙に向き直る。ある一点に皆みなの視線が集中した。紙の右下には『ライナスへ』と綴つづられている。

「レイチェルから、ライナスに宛あてられた手紙なんだわ」

　紙には道のようなものが書かれ、所々に短く字が書かれている。

「これは……、地図、か？」

「ええ。手書きみたいですね。でも、……どこだろう？　『リンダおばさんの家』とか、『ラウンドさんの畜ちく舎しや』とか個人的な名前ばかりで、見る人が見ないと分かんないですね。目印になりそうなお店とか書いてないし」

「あ……。それ、うちの近くです」

　エルザの言葉に、ケイト達は地図から顔を上げた。

「本当ですか？」

「ええ。何これ……、今まで気付かなかった……。私、手紙なんて書かなくなったから、全然気付かなくて……」

　震ふるえるエルザの肩かたを、バーナードが抱だく。

「案内してもらえますか？」

「私が案内しましょう」

　バーナードがそう請うけ負ってくれて、リック達はすぐにレイチェルの家から出発した。

　外に出ると、夕日が落ちかけている。バーナードの車に乗り込んで、もう一度じっと地図を眺ながめた。

「地図の下に、小さく文章が書かれていますね。『これを持って、あなたと歩いていきます』？　何でしょう、これ……」

　ケイトがそう言いながら、文字を指でなぞった。

「今のところは分かんねえが、この地図の場所に行けば分かるのかもしれねえ」

　車は、舗ほ装そうの敷しかれていない道を走る。ぐらぐらと車体が揺ゆれる中、眼鏡を押さえながらニコルが言った。

「さっきの地図に、店などの目印がなかったのが分かりますね。ここにあるのは畑だけです」

　と、そこまで言ってニコルははっと口を押さえた。運転しているバーナードに謝る。

「す、すみません。あの、何もないと思ってるわけじゃなくて……」

　言えば言うほど墓ぼ穴けつを掘ほるニコルに、バーナードは気にした風もなく、首を振った。

「いえ、いいです。確かにここは畑以外何もないところです。緑がいっぱいと言えば聞こえはいいですがね」

　そして、車が停とまったのもまた、畑の前だった。

「こ、ここですか……？」

　何もない。広大な畑以外、何もないのだ。

「ええ。地図だとここのはずなんですが……」

　バーナードの言葉に、リックは尋たずねた。

「この土地の所有者はどなたですか？」

「ええと……、確かアンドリューさんだったかな……。話したことはないんですが……」




「おい、あんた達、こんなところで何してるんだ？」




　背後にかかった声に、ケイト達は振り向く。

　格こう子し柄がらのシャツを着た男性が、バケツを持って立っている。二十代前半ぐらいだろうか、短く刈かり上げた髪かみに、黒い瞳ひとみが怪け訝げんそうにケイト達を見ている。

「あんた、ここの畑の人間か？」

「ああ……」

　リックの問いに、男性は困こん惑わくしたように頷うなずく。

「もしかして君は、アンドリューさんのお孫さんかな？」

　バーナードが、思いついたように声を上げた。

「そーだけど……、それより、俺の質問に答えてくれよ。あんた達、誰だれだ？」

「俺とこいつは南部基地所属の軍人だ」

　リックが隣となりに並ぶニコルを指差して言う。

「げっ、軍人？　軍人がこんな田舎いなかに何の用……」

　軍人と聞いた途と端たんに嫌いやそうな顔をする男性に、リックは言葉を続ける。

「少し話を聞かせてくれ。頼たのむ」

　ぱちりと、まだ幼さの残る黒い瞳が瞬またたいた。軍人が頭を下げたことが、よほど意外だったのかもしれない。しばらくして、「いーけど」と呟つぶやく。リックがにっ、と白い歯を見せた。そうすると、まるで無む邪じや気きな子供のような顔になる。軍人という言葉に緊きん張ちようした様子だった男性も、ほっと体の力を抜ぬいた。

「お前、名前は？」

「ケヴィン・アンドリュー」

「ここの畑は、ケヴィンの家の土地なのか？」

「ああ。俺のじいさんがここに移り住んでからずっとだ。あっちの奥に一本大きな木が立ってるだろ？　あそこからずーっと、うちの畑だよ」

　ケヴィンが指差した方向には、確かに木が一本立っている。しかしかなり遠くにあり、ケイトも目を凝こらさなければ見えない。とにかく広大な土地を、アンドリュー家は所有しているようだった。

「レイチェル・ディアスという女性を知っているか」

「レイチェル・ディアス……？　さあ。知らないけど」

　ケヴィンが首を傾げる。

「じゃあ、あなたのおじい様やお父様はどうです？　聞いてみてくれませんか？」

　ニコルがそう言うと、ケヴィンは「まあ、父さんには聞けるけど」と言葉を濁にごした。

「じいさんには無理だよ」

「なぜです？」

「死んだんだ。五年前に、病気で」

　ケヴィンの言葉に、全員が黙だまった。ケヴィンはすぐに、暗くなった雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくさせるように笑った。

「でもまあ、俺達もある程度覚かく悟ご決めてたんだよ。じいさん、足あし腰こしが弱くなってから、畑仕事もできなくなって、ずいぶん気落ちしてたんだ。気持ちに引きずられるように病気になってさ。だから突とつ然ぜん亡なくなられるより、心の準備はできてたっつーか」

「そうか」

「まあ、仕事一筋のじいさんだったよ。病気になって畑仕事ができなくなっても、作物の出来を見るために畑まで見に行ってたし……」

　そこでケヴィンは言葉を途と切ぎれさせた。そして、思い出したように顔を上げた。

「そういえばじいさん、『ある女性に畑を貸してる』って言ってたな……」

「え？」

　ニコルは目を見開き、リックも身を乗り出す。

「その話、詳くわしく聞かせてくれ」

「え？　うーん。確か、亡くなる二ヶ月前だったかなあ。いつもは畑見に行っても、仕事できないからどんより落ち込んで帰ってくることが多かったんだけど。その日はやけに上じよう機き嫌げんで、『どうしたの』って聞いたら、『若い娘むすめが、畑の一角を貸してくれないかって頼みに来た』って。すっげえ美人らしくて、緑の瞳が宝石みたいだとかなんとか」

「きっとレイチェルです！」

　バーナードが興奮したように叫さけんだ。ケイトの心臓もドキドキしてくる。確かに、レイチェルの地図に従ってケイト達はここに来た。その可能性は高いだろう。

「最初は断ったらしいけど、毎日頼み込んでくるから、じいさんが趣しゆ味みで育ててた畑の一角を貸してやるって話になったらしい」

　ケイトは逸はやる気持ちのまま声を上げた。

「それは、それはどこにあるんですか？　案内してください！」










　ウィングヒルでは今日も、黒くろ塗ぬりの軍用車があるホテルの前に停まっていた。日が沈しずみ、辺りは薄うす暗ぐらい。ちらほらと、ホテルの近くの店も明かりをつけ始めていた。

　そのホテルは、バートレット家の一人ひとり娘が宿しゆく泊はくしている。イーノット・レイズ少しよう佐さがほぼ毎日通っていることから、人々の間に話題に上り続けているホテルだ。

　しかし今回車から出てきたのはイーノットではなく、黒くろ髪かみの軍人だった。いつもイーノットの後ろに控ひかえている、ローワン・テイ大たい尉いである。

　数十分後、ローワンは護衛を従え、一人の女性の手を取りながらホテルから出てきた。帽ぼう子しを深く被かぶって俯うつむいているせいで顔は見えないが、バートレット家の娘だというのはすぐ分かった。一目で上等だと分かる絹の質感、細かい刺し繡しゆうの入ったドレスを細い体に纏まとっている。帽子から覗のぞく美しい金きん髪ぱつに、ホテルの外で眺めていた野次馬達はうっとりと溜ため息いきを零こぼす。

　一体どこに行くのだろうか？　副官を寄よ越こしたのだから、イーノットの元に行くに違ちがいない。人々はそんなことを言い合いながら、二人を眺める。

　ローワンは優やさしく労いたわるようにエリカを車に乗せた。

　軍用車はホテルを後にし、大通りも抜けていく。そうすると店や家の数も減り、途端に明かりが少なくなる。

　軍用車が脇わき道みちに逸それた瞬しゆん間かん、それは起こった。いきなり、軍用車の前に一台の車が飛び出してきたのだ。運転手は慌あわててハンドルを切り、ブレーキをかける。軍用車は音を立てて横よこ滑すべりし、ようやく停車した。

　運転手はくらくらと揺ゆれる頭を押さえながら、状じよう況きようを確かく認にんしようとする。そして、すぐに後部座席に目をやった。大切な人間を乗せているので、怪け我がなどしていたら大変である。

　ローワンは、ぐったりと項うな垂だれて動かなくなっていた。ローワンの隣では、帽子をぎゅっと手で押さえるエリカがいる。深く帽子を被り、何かに怯おびえているようにも見えた。

　ガチャリと、エリカ側の扉とびらが開いた。

　ふわりと、外から音もなく手が伸のびて、エリカの帽子のつばを撫なでる。

「やあ。こんばんは」

　優しく、滑なめらかに耳に響ひびいた男の声に、運転手はぞっと背筋を震ふるわせた。穏おだやかな声なのに、温度を感じない。刺さすような冷たさだけが耳に入ってくる。

「手て荒あらなことをして申し訳なかったね」

　声の主は、撫でていた帽子のつばを指で挟はさむ。小さな肩かたが大げさなほど揺れた。

「さあ、君の顔を見せてくれ──」




「私、乱暴な男の方って嫌きらいですわ」




　帽子が取られると同時に、凜りんとした声が響いた。










　ケヴィンのたくましい背中を追って、ケイト達は畑の道を歩いていた。

　その一角は、先ほどケヴィンが指差した木の傍そばにあった。冬である今は、ただ土が被さっているだけの荒こう涼りようとした場所である。

「ここは……、何なんだ？」

　リックが、畑を見つめながら言う。

「すずらん畑」

「……すずらん？」

　ケイトはギクリと肩を揺らした。リオ達と夏季休きゆう暇かにソールヒルに行った時、ケイトは一度すずらんの花を見ている。切り裂さき魔まに襲おそわれた女性を助けた時のことだった。切り裂かれた傘かさの傍に落ちた真っ白な花は、今も鮮せん烈れつに目に焼き付いている。

「ま、今は誰だれも管理してない、ただ遊ばせてるだけの土地だよ。でも昔、じいさんはここを貸して、すずらん畑にするって笑ってた。女性は『すずらん畑を作って、恋こい人びとに見せたい』と言っていて、じいさんはその夢にのったんだって」

「恋人って、ライナスのことですよね？」

　ニコルがリックに問う。

「ああ……、だが、ここにすずらん畑を作って、ライナスに見せて、それでどうするつもりだったんだ？」

　すずらんは、春に釣つり鐘がね状の白い花を咲さかせる。その可愛かわいらしい外見を裏切って、花や根には毒を持っていた。ケイトは、リオの祖母であるマイリーの屋や敷しきで見た植物図ず鑑かんの情報を頭の中でさらっていく。

　その時、図鑑のすずらんのページの一番脇わきに書かれていた数行が思い出された。そして、レイチェルが地図に書いた、『これを持って、あなたと歩いていきます』という言葉。引き出しの一段目にあった、リボンや美しい紙の数々。

「……そうか」

　──そうか……。そうなんだ。

　事実に気付いた瞬間、ケイトはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。胸の奥から湧わき上がってきたのは、切ないような痛みだった。痛みは目の奥に集まって、どうしてか涙なみだが出そうになる。

「……すずらんの花言葉を知ってますか？」

「何？」

　怪け訝げんそうなリックの視線を感じながら、ケイトは何もない畑に向かって言った。

「『幸福の訪おとずれ』です。その花言葉にちなんで、すずらんにはある言い伝えがあります」

　それは、図鑑の隅すみに書かれた一文だった。専門的な知識だけでなく、その花を身近に感じてもらうための雑学のようなものだ。

「花を贈おくられた人は幸福になるという言い伝えです。だからすずらんは、花はな嫁よめのブーケに使われることがあるんです」

「花嫁のブーケ……」

　ケイトの言葉に、リック達もすべてを悟さとったようだった。

　エルザは、ライナスのプロポーズを保留したレイチェルが、また元通りになって、頻ひん繁ぱんに外に出るようになったと言っている。

　外に出たレイチェルはこの畑で、すずらんを育てようとしていた。そして美しく咲き誇ほこったすずらんを恋人に見せながら、こう言うつもりだったのだ。

『このすずらんを持って、あなたと結けつ婚こんします』

　レイチェルはライナスと結婚するつもりだった。『あなたと歩いていきます』という言葉には、将来を見み据すえた響きがある。自分の夢とどう折り合いをつけたのか、それはレイチェルだけにしか分からない。だが彼女は、自分の心の中にある本当に大切なものに気付き、それを選び取った。

　地図は、ライナスに向けられたものだ。彼女はライナスに手紙を書こうとしたのかもしれない。ライナスにも、家族にも内ない緒しよにして、驚おどろかせようと計画していたのかもしれない。

　──全部、想像だわ。

　だが、何もない畑を見つめながら、ケイトは強く確信していた。

　──レイチェルさんは、ライナスを好きだった。自分の大好きな花を育てて、その花を持って、彼との未来を歩もうとしていた。

　ケイトは強く、ライナスに会いたいと思った。この事実を、ライナスは知っているのだろうか？　今すぐここに連れてきて、レイチェルの心に触ふれてほしかった。










　ウィングヒルの中心地から少し離はなれた道に二台の車が停とまっている。道を塞ふさぐように無理やり停められた軍用車の中は、異様な緊きん張ちよう感かんに包まれていた。

　突とつ然ぜんの乱入者から帽ぼう子しを取られても、女性から先ほどの怯えは全く感じられない。何よりその声は、女性のものではなかった。声変わりもまだのような高い声だが、間ま違ちがいなく男の声だ。

　一いつ瞬しゆん動きを止めた男の腕うでを、素す早ばやく摑つかむ。

「……ああ。これはこれは。見事な変身ぶりだね」

　男、ライナスは、自分の腕を摑んでいる相手に笑えみを向けた。

「世間を騒がしてるあなたに褒ほめてもらえるなんて光栄だね。明日皆みんなに自じ慢まんしないと」

　エリカの変装をしていた男、ティムが無む邪じや気きに笑いかける。

「無む駄だ話は結構です。ライナス・ベントリー、左手をゆっくり上げなさい」

　その時、隣となりで気を失っていたはずのローワンが、ライナスの額に拳けん銃じゆうを向けて言った。

　ティムに摑まれている右手と違ちがい、ライナスの左手は後ろに隠かくれている。武器を持っている可能性は高い。一瞬の隙すきも作らせないつもりで、ローワンは目の前の男をじっと見つめた。それなのに、ライナスはまるで気にした風もない。絶望的な状況にいるはずなのに、少しも動どう揺ようしていないのだ。ライナスは幼子のように、こてりと首を傾かしげた。

「そんな怖こわい顔で睨にらまないでくれ。私は君達の上官の友人だよ？」

「あなたはもはや少しよう佐さの友人などではありません。我々が捕つかまえ、もう一度牢ろう獄ごくへと返さなければならない殺さつ人じん鬼きです」

　ローワンはそう吐はき捨てた。

「イーノットは優ゆう秀しゆうな部下を持ったね。私はここにおびき寄せられたわけだ。てっきりエリカ嬢じようはまだウィングヒルにいると思っていたよ」

　ライナスは子供を褒めるような表情でローワンとティムを見つめた。

　エリカ・バートレットをウィングヒルに滞たい在ざいしているよう見せかけること。イーノットからの命令に、ローワンは周しゆう到とうに準備をしてきた。軍に対して情報操作を行い、一いつ般ぱん市民にはわざとホテルを出入りするイーノットを目もく撃げきさせる。

　実は本物のエリカは、すでにパーティの翌日にオーランドヒルに帰っていた。気付かれないよう車と、最小限の人間を付けさせて、エリカはウィングヒルを出たのだった。

「無駄話は結構だと言ったはずです。さあ、左手を上げて──」

　ライナスはふわりと微笑ほほえむと、ゆっくりと自身の左手を動かす。天使と称たたえられたライナスの笑みは、少しも穢けがれを知らず、どこまでも澄すんでいる。その恐おそろしさを、ローワンは分かっていなかった。

　ふいに大きく動いたライナスが、素早く左ひだり腕うでを繰くり出して、運転席の男の腕にナイフを突つき刺さした。

　運転手はビクリと体を痙けい攣れんさせた後、痛みに叫さけび声を上げた。ティムとローワンがそれに気を取られたのは一瞬だ。だが、ライナスにはそれだけで充じゆう分ぶんだったらしい。ティムの手を振ふり払はらうと、慌あわてて銃じゆうを撃うとうとしたローワンから身をかわし、車から離れる。

　ティムが運転手の肩かたに手を置いて失血を止めようとしている。ローワンは歯は嚙がみする思いで外へと出た。普ふ通つうどんな人間でも、他人を傷つけようとする時には感情の大きな揺ゆれがある。突とつ発ぱつ的でも計画的でも、殺気というものを感じるはずなのである。

　しかし、ライナスにはそれが全くなかった。虫も殺さぬような笑みを浮うかべたまま、一いつ切さいの動揺も見せずに人にナイフを突き立てることができるのだ。

　ライナスは車から離れて走り出す。しかし、それはある男が彼の前に進み出たことによって阻はばまれた。

「動くな」

　銃を向けてそう命じたのは、ローワンとティムの車を尾び行こうしていたイーノットだった。背後には、二十人程ほどの軍人達が控ひかえている。

「イーノットじゃないか。いつ来てくれるかと待っていたよ」

「手を上げろ」

　イーノットはライナスの両手に視線を走らせる。武器は見えないが、だからといって全く安心はできなかった。

　ライナスは微笑ほほえんだまま、だらりと両手を垂らしている。イーノットはライナスの横に銃を一発撃った。「分かったよ」とライナスの両手が、ゆっくりと持ち上がる。

「……ずいぶん強気だね、イーノット。最後に会った夜とは大おお違ちがいだ」

　イーノットは表情を変えず、銃じゆう口こうをピタリとライナスに合わせる。ライナスを最後に見た夜、イーノットは無防備にも背中を向けるライナスを撃つことができなかった。

　でも、今は違う。イーノットは引き金にかけた指に力をこめる。そんな気持ちを読んだように、ライナスがゆったりと言葉を続けた。

「君の女め神がみは今、リックが護まもっているんだものね。彼をここに呼んでくれたこと、感謝するよイーノット。僕はリックとも昔話がしたかったんだ。それなのに、すっかり腑ふ抜ぬけて検問所なんかにいるから、全然会えなかった」

　ライナスは笑った。それが士官学校時代の笑みに重なって見えて、イーノットは唇を嚙かみしめる。

「こうして三人が揃そろったんだ。酒でも酌くみ交かわしながら、ゆっくり話がしたいね」

「お前の話は軍で聞く」

「イーノット。君は本当に無ぶ粋すいだよ。私はもう、監かん獄ごくなどには入らない。それに、君への最後の復ふく讐しゆうも残ったままだろう？　君の大切な女神の存在を、私は忘れないよ。今はせいぜい、リックに護ってもらえばいい」

　イーノットはぎゅっと拳銃を握にぎる手に力を込めた。

「お前はここで捕まるんだ」

「へえ？」

　ライナスは、少しも動じていない。

　──なんだ？　自分が捕まることなど、全く疑っていない。

　イーノットの頭の片かた隅すみで、警けい戒かい心しんがどんどん膨ふくらんでいく。周囲の部下達に注意を促うながそうとした、その時だった。

「火事だ！」

　イーノットの背後で鋭するどい声が上がる。振り向けば、今いる通りの向こう側の家の近くで、火の手が上がっていた。暗くら闇やみに燃え盛る炎ほのおと煙けむりが、風に煽あおられてどんどん大きくなっていく。

「ああ。大変だね。助けに行かなくていいのかい？」

　炎を見ていたライナスが、のんびりと声をかけた。イーノットはキッと眼まな差ざしを鋭くして、ライナスに向き直る。

「これはお前がやったのか！」
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「私はここにずっといるじゃないか。……まあ、君に、君を助けてくれる部下がいるように、私にもいるんだよ。君の部下ほど優秀ではないがね。どんな風に助けてくれるのかと待っていたが、火事というのはいい手だね。後で褒めてあげないと。さあ、イーノット。巻き込まれているのは君の大切な一般市民の方々だ。放っておけないだろう？」

　イーノットは、ソールヒルで起こった殺人事件を思い出す。ライナスは監獄にいながらにして、別の人間に殺人を犯おかさせた。今回もまた、自分の代わりに実行させているのだ。ライナスに何かあった時のために、連れて来た仲間がいる。

　──だが、仲間などいつの間に作った？

　ライナスはずっと刑けい務む所しよにいたのだ。確かに一度、刑務所で知り合った人間を自分の手足として動かした。だが、そんな幸運はそう何度も転がっていない。

　イーノットの表情を読み取ったのか、ライナスが笑った。

「棺ひつぎの手帳」

「……何？」

「持っているんだろう？　愚おろかな軍の汚お点てんがたくさん詰つまった手帳。革命派が、喉のどから手が出るほど欲しがっている手帳だ。プレゼントしたら、きっと喜んでくれるだろうね」

「……そう言って、彼らを焚たき付けたのか」

　低い声で言うイーノットに、ライナスが肩を竦すくめる。

「焚き付けたなんて失礼だな。これはれっきとした取引だよ。私の手助けをしてくれれば、手帳を手に入れて渡わたす。そう言ったんだ」

　ライナスは無邪気な表情で首を傾げた。

「というわけで、私に手帳をくれないか？」

「ふざけるな」

　一いつ蹴しゆうするイーノットの態度に「やっぱりダメか」と小さく口くちの端はしを上げると、ライナスは視線を火事の方へ向けた。

「ほら。火が付いたのは倉庫みたいだけど、すぐに隣となりの家に燃え移ったみたいだね。逃にげ遅おくれた人がいるか、確かく認にんしないのか？　それに、この風では近きん隣りんに飛び火するかもしれないな」

　ライナスの言う通りだった。家から慌てて出てくる住民達で、その場は混乱している。一刻も早く状じよう況きようを確認し、救出する必要があった。

　誰だれかの悲鳴が耳に入ってきた瞬しゆん間かん、イーノットの注意がライナスから逸それた。ライナスは背中を向けて走り出す。視界の端でそれを捉とらえ、イーノットは引き金を引いた。

　ライナスの右みぎ腕うでを、銃じゆう弾だんは貫つらぬいた。たたらを踏ふむライナスだったが、覚おぼ束つかない足取りのまま、自身が乗ってきた車へ向かう。

　イーノット達が一いつ斉せいに後を追い、銃を構えた瞬間に、見計らったかのように横から発はつ砲ぽうされる。

「っ、何だ！」

　軍人達が身を屈かがめる。どうやら道の横に建つ建物の陰かげから、誰かが発砲しているのだ。

　──ライナスの仲間だ。

　その時、エンジンがひどい唸うなり声を上げた。ライナスが車に乗ったのだ。イーノットは車のタイヤをめがけて銃を撃とうとする。しかし、また横からの発砲で身を屈めたために、それはできなかった。

「むやみに撃つな！　住民に当たる！」

　イーノットが声を張り上げる。火事によって、外へ出てきた住民達を横目で捉えた。ここで銃じゆう撃げき戦せんなど始まってしまったら、住民達にも危険が及およんでしまう。イーノットの指示に、軍人達は浮うき足あし立だった気持ちを抑おさえこんだ。すぐに落ち着きを取り戻もどし、慎しん重ちように発砲してくる方向を見定めている。

　ライナスの仲間だろう、横からの銃じゆう声せいが鳴り止やんだ。逃げたのか、軍人の誰かが撃うったのか分からない。イーノットは素す早ばやく立ち上がると、指示を出すために息を吸い込んだ。

　ライナスの車は、闇やみ夜よに紛まぎれてすでに見えない。ただ、ライナスの流した血が、点々と道に残されていた。







　四章　それぞれの想おもい







「火を付けた男は一人、発砲してきた男は三人。共に革命派の人間でした」

　ローワンの報告に、イーノットは小さく頷うなずく。

　イーノットは現在、総司令部のあるオーランドヒルへとやって来ていた。二日前に起こったライナスとの出来事を、上層部に報告するためである。

「取り調べを受けていますが、ライナスの行方ゆくえが分かるような情報はないですね。ライナスにとって、彼らは使い捨ての駒こまのようなものなのでしょう。しかし、彼らの方は違ちがいます。棺の手帳を渡すというライナスの言葉を信じていました。自分達が利用されているとも気付かず、……全くたちが悪い」

　ライナスを捕つかまえるために色々と画策してきたローワンは、珍めずらしく怒いかりを露あらわにしている。

「でもまあ、ライナスは右腕に怪け我がを負ったじゃん。病院には、右腕を負傷した人物が来たら通報するよう指示したし。それにあの出血の量だと、決して軽い怪我じゃないし、ライナスの行動範はん囲い自体も狭せばまるんじゃない？」

　いつでも焦あせることのないティムが、のんびりとソファに寝ねそべりながら言った。

「それに、死人が出なくて良かったですね」

　ロジャーが少しだけホッとした顔を見せる。ナイフで腕を刺さされた運転手や、火事で軽い火傷やけどを負った住民はいたものの、命を落とす者が誰もいなかったのは幸いだった。

「ライナスはこれからどうするんでしょうか？　エリカ・バートレット嬢じようを狙ねらうと予告してからは、首都で他ほかの女性が殺されるという事件はなくなってますが」

　ロジャーの隣で、サニーがそう言って腕を組んで考え込む。

「この後、バートレット嬢のところに行かれるんですよね？」

　ローワンの言葉に、イーノットが頷く。

「ああ。午後から屋や敷しきに呼ばれている」

「ますます他の軍人から嫉しつ妬とをもらうね。婚こん約やくも秒読みだって噂うわさになってるよ。いっそのこと本当に結けつ婚こんしちゃえば？」

「少しよう尉い」

　ローワンが鋭くティムの軽口を諫いさめる。しかし、ティムは笑いながら先を続けた。

「まあ、少しよう佐さが何と言おうと、決定権を握にぎってるのは少将だものね。結婚しろと言われれば逆らえない」

「私は、エリカ嬢と結婚するつもりはないよ」

　イーノットが静かに告げる。ティムは、皮肉げに口元を引き上げた。

「どーだか」

「今日はやけに突つっかかるな」

　ティムはにっこりと笑った。その様子を、横でサニーとロジャーがハラハラした様子で窺うかがっている。張りつめたような空気を感じ始めているのだ。

「エリカ嬢と結婚はしない。でも、だからってお姉さんに会いにも行かないんでしょ？　首都だけじゃない、南部だって今や少佐とエリカ嬢の話で持ちきりだよ。そんな中で、一人過ごしてるお姉さんは、一体どういう気持ちで噂を聞いているのかな？」

　笑いながら、イーノットがずっと考えないようにしてきたことを、はっきりと突きつけてくる。無む邪じや気きな笑えみに騙だまされがちだが、ティムは腹を立てている分だけ、笑みが深くなるのだ。

　──ずいぶん、気に入ったんだな。

　ティムは好き嫌きらいが激しく、周りに置く人間を選ぶ。本人が自覚している以上に、ティムはケイトのことを大事に思っているのだろう。だからこそ、イーノットを焚き付けるようなことを言って、心をケイトに向かわせようとする。今にも彼女のもとに向かいたいというイーノットの背中を、ポンと押そうとする。

「彼女がどう考えるかなど、私には関係のないことだ」

　だが、そんなことはできなかった。ティムは笑みをかなぐり捨てて、ぎゅっと眉まゆを寄せた。

「ああそう！　少佐なんて、さっさと結婚して、軍人達にいびられたらいいんだよ！」

　子供のように拗すねてソファで丸くなったティムに、イーノットは苦く笑うことしかできなかった。










　ケイト達がオールリッジから戻ってきて、五日が経たっていた。

　朝、大学の講義室に入っていくと、周囲でケイトに挨あい拶さつをする声が上がる。少しずつ医術科の学生として認められてきたケイトは、かけられた声に丁てい寧ねいに応こたえていった。

　しかし、毎日一番にケイトに挨拶をしてくれる声がない。

「リオ。おはよう」

　ケイトは席に座るリオに声をかけた。リオはこちらを見ないまま、「ああ、おはよう」と返す。そのまま医術書を開いてしまい、まるで話しかけるなと言われているようで、ケイトもそれ以上言葉が続かない。

　リック達と一いつ緒しよにいたところを見られてから、リオとはぎくしゃくしていた。挨拶をすれば返してくれるし、話しかければ答えてくれるが、積極的にケイトと向き合いたくはないようだった。この状況を打開する方法は分かっている。すべてを明かしてしまえばいいのだ。しかし、少しでもリオ達に危険が及ぶかもしれないと考えれば、黙だまっているしかない。

「お前ら、喧けん嘩かでもしたのか？」

　ケイトの背後から声をかけたのはノーマンだった。ここ数日のケイトとリオの様子に、一番気を揉もんでいるのは彼だった。

「そういうんじゃ、ないと思うんだけど」

　ケイトは曖あい昧まいに言う。リオは怒おこっているというより、どこか思い悩なやんでいるようにも見えた。

「はーあ、お前らって本っ当に世話がやけるな！」

「お前に世話してもらうつもりはないぞ」

　呆あきれた様子のノーマンに、今まで黙っていたリオが口を挟はさんだ。

「うるさい。だったらその眉み間けんの皺しわを伸のばして、ケイトに笑ってみせろ」

　ノーマンが珍しくぴしゃりと言い放ち、リオは黙った。それから、大きく息を吐はく。

「……すまない。自分に苛いら立だっていただけだ」

　今日初めて、リオはケイトに視線を合わせてくれた。

「私も、……ごめんなさい」

　何も言えない代わりに、ケイトは思いを込めて言う。リオはケイトの気持ちを汲くんでくれたようだった。

「何をしているか知らないが、危ないことはするなよ。それと、助けが必要になったら頼たよれ」

　ぎこちないが、小さく笑みを浮うかべてくれたリオに、ケイトは大きく頷いた。










　エリカは自分の部屋で、最後の身だしなみを整えていた。くるりと回れば、若草色のドレスの裾すそが翻ひるがえる。満足いく出来に、小さく頷く。

　丁度その時に扉とびらが叩たたかれ、イーノットが来たと知らせてくれた。エリカは急いで客間へと向かう。

　客間では、イーノットが律りち儀ぎにも立ったままエリカを待っていた。

「少佐。お久しぶりです。さあ、どうぞお掛かけになって」

　ソファに座るよう促うながす。何度も会っているというのに、イーノットを見るたびに胸が高鳴る。あまり赤みの差さない自分の頰ほおに熱がたまっているのを、エリカは自覚していた。

「南部で、ライナス・ベントリーと会ったそうですね」

　そう切り出すと、イーノットは目を伏ふせた。

「ええ。申し訳ありません。私の力不足で、奴やつを捕まえることができませんでした。あなたにも、まだ不安な思いを強しいることになってしまった」

　エリカはにっこりと笑みを作った。

「あら。私は少佐が護まもってくださるんでしょう？　不安に思ったことなど一度もありませんわ」

　不安を全く感じないというのは噓うそだ。しかし、イーノットを信しん頼らいしているのは事実だった。イーノットは、エリカの笑みからそんな気持ちを汲み取ってくれたようだ。

「ありがとうございます」

　優やさしく微笑ほほえまれ、エリカは色づいていた頰を更さらに赤くした。

「お礼を言われることではありません。……あの、少佐。今日はお話があってここにお呼びしたのです」

　赤い顔のまま、居住まいを正したエリカに、イーノットも真しん剣けんな表情を作った。

「何でしょうか？」

「結婚の件を、もう一度考えていただけませんか」

　イーノットは目を見開く。が、すぐにゆるゆると首を横に振ふった。

「何度考えたとしても、結婚はできません」

「私はあなたのことが好きなのです」

「……エリカ嬢じよう」

　エリカは、潤うるんだ瞳ひとみでイーノットを見つめる。

「少佐は、私のことがお嫌いでしょうか？」

「そういうことではありません。あなたはバートレット家の一人ひとり娘むすめで」

「では私がバートレット家の娘でなければ、このお話を受けてくださいましたか？」

　イーノットの言葉を遮さえぎるように、エリカは詰つめ寄った。一いつ瞬しゆん言葉を吞のんだイーノットに、エリカは悟さとってしまう。ずっと心の中にあった不安が、現実のものとして頭をもたげてくる。

「……バートレット家という私の家名も理由にあるのかもしれません。ですが、結婚を断るのは、それだけではないのですね」

「何を」

「ケイト・エドモンド」

　エリカが発した名前は、真まっ直すぐにイーノットの心を揺ゆさぶったようだった。名前を出すだけで、イーノットの瞳に動どう揺ようが走る。

「申し訳ありません。パーティの時の少しよう佐さの態度が気になって、こちらで調べたのです。お知り合いだそうですね」

「……ええ。ですが、彼女はこの話とは何も関係がありませんよ」

　イーノットはすぐに表情を改めて、冷静な口調で言った。

「そうでしょうか。彼女が大切だからこそ、少佐はあんなにもお怒いかりになったのでは？」

「確かに私は彼女を知っています。そして、彼女が医師になるためにどんなに努力しているのかも知っているんです。だから一言言わずにはいられなかった。それだけです」

「では申し上げますが、少佐が庇かばう必要はなかったと思います。何も持っていない、いち学生である彼女を庇っても、あなたの評判に傷が付くだけですわ」

　イーノットは、エリカを見つめた。

「どういうことです」

「医術科でただ一人の女性だというだけで、彼女の周りの評価がどんなものか少佐にもお分かりになったでしょう。あのパーティでの人々の反応が、それを表しています。少佐が庇うことで、あなたの評価まで下がってしまう」

　イーノットは小さく首を横に振った。静かで、真っ直ぐな金の瞳がエリカを見下ろす。

「……エリカ嬢。彼女は、何も持っていない人間などではありません。むしろ私よりも、多くのものを持っている。そしてそれは、彼女が努力して得てきたものです。泣きながら、それでも歯を食いしばって手にしてきたものなのです。私は、そんな彼女を尊敬しています」

　理解できずに、エリカは頭かぶりを振った。

「何を持っているっていうんです？　立場も権力も、何も持っていませんわ」

「立場や権力よりも、もっと大切なものです」

　──ああ。この人は噓つきだわ。

　エリカは悲しげに目を伏せた。

「……そんな顔をして、彼女のことを語って……、関係ないなんて噓でしょう」

　自分が今どんな表情をしているのか、イーノットに自覚はないのだろう。慈いつくしむような、柔やわらかな表情。エリカには一度も、向けられたことのないものだ。

　だからこそ目の前の人が欲しかった。金の瞳に柔らかく見つめられるのは、自分であってほしい。

　エリカは、そっとイーノットの腕うでに触ふれた。

「でも、立場や権力がなければ、あなたを支えることはできません。彼女にはそれができない」

「私は彼女に、そんなことを求めているわけではありません。そしてエリカ嬢、あなたにもです」

　きっぱりと告げると、エリカは口を噤つぐんだ。

　──何が違ちがうの？　彼女が持っている大切なものって一体何なの？

　美しさも権力も立場も、エリカの方がすべての面で勝まさっているはずだ。だがイーノットは、エリカのそうした背景には興味を持っていない。

　──私にはないものなの？　だから少佐は、私を好きになってくれないの？

　エリカは、鮮あざやかな赤毛の少女を思い浮かべた。彼女はその答えを知っているのだろうか。
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　大学の講義を終えて、ケイトはリックとニコルと共に、家路を歩いている。

　レイチェルの手紙は、リックがイーノットに渡わたしたらしかった。リックとニコルは現在、ケイトの護衛を続けながら、ライナスの居場所を特定するために動いている。あの手紙を伝えるためにも、ライナスに会えなければ話にならないのだ。

「そういえばケイト。まだあの眼鏡に無視されてんのか？」

　俯うつむきがちに歩くケイトの顔を、リックがひょいと覗のぞき込んだ。

「眼鏡じゃなくて、リオです」

「どっちだっていいよ。覚える気ねーし」

　悪びれることもなく言い切ったリックに、ケイトは名前を覚えさせることを諦あきらめた。

「大だい丈じよう夫ぶです。今日、ちゃんと仲直りしましたから」

　ケイトが笑えみを見せると、リックもホッとしたように目元を和なごませた。それから自分の頭をがしがしと搔かく。

「ったく、面めん倒どうくせえよなあ。これだから頭のいい人間ってのは嫌いやなんだよ。繊せん細さいで扱あつかいづれぇ」

「その点、あなたは図太くて単純ですもんね」

　リックはニコルににっこりと笑いかけると、パキリと指を鳴らした。

「よーしニコル。俺は売られた喧けん嘩かは買うぜ？」

「結構です！」

　後ろでぎゃあぎゃあと喧嘩を始めた二人に、ケイトが溜ため息いきを吐つこうとした時だった。

「あ！　ケイトー！」

　少し高めの声は、まだ声変わりのしていない子供特有のものだ。ケイトが振り向くと、一人の子供がこちらに向かって駆かけてくる。満面の笑みを浮うかべたその姿に、ケイトは目を見開いた。

「えっ、マーク？」

「うん！　そうだよ！」

　言うなり、マークはケイトに抱だきついた。

「うわっ、何だこいつ？」

「ケイトさんのお知り合いですか？」

　リックとニコルが、ケイトの腰こし元もとに腕を回したマークを見つめる。

「ええ。大学一年生の時に、早期病院実習で北部王立病院に行ったことがあるんです。そこの病院の患かん者じやさんの一人で……」

　見下ろすと、白い歯を見せて笑ってくれる。記き憶おくより、少し大人びたように感じられた。

　マークは、北部王立病院に入院する子供の一人だった。子供達は、中庭やホールでよく遊んでいたが、その中でも最年長のマークは、皆みなのまとめ役だった。ケイト達が病院を去る日、子供達の合唱の指揮をしてくれたのもマークである。

「マーク、どうして南部にいるの？」

「あのね、俺、病院退院したんだ！　それで、ケイトに会いに来た！」

　ケイトは、マークの頰ほおにそっと触れた。入院中だったあの頃ころのような白さはない。健康的な赤みが差していた。

「こら、マーク。急に走り出さないの」

　マークの横に、一人の女性が歩いてきた。マークと同じ栗くり色いろの髪かみに、穏おだやかな笑みを浮かべている。

「初めまして。マークの母親で、アリシア・レヴィンソンと申します。北部王立病院では、息むす子こがお世話になったそうで」

　ケイトは慌あわてて首を振ふる。

「いいえ！　私の方が、たくさんお世話になっていたんです。マーク君、退院されたんですね。おめでとうございます」

「ええ。ありがとうございます」

　アリシアは嬉うれしそうに笑った。子供の健康を願わない親はいない。マークは子供達のリーダーだった。それだけ長く、病院で過ごしてきたということだ。

「退院したらこの子、ケイトさんに会うんだってきかないんです。ケイトさんの大学は知っていましたから、門の前で待っていたんですが、入れ違いになったようですね」

　でも見つかって良かった、と語るアリシアに、マークも大きく頷うなずいた。

「ケイト！」

「なあに？」

　マークはきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせている。嬉しくて仕方がないと言いたげに、ぴょんぴょんとその場で飛び跳はねた。

「俺ね、元気になったよ！　ケイト、言ってただろ？　病気を治して、会いに来てって。だから来たんだ！」

　ケイトは瞳を瞬またたかせた。確かに、ケイトは病院を去る日、「また来て」と泣いてくれた子供達に向かって言った。

『早く病気を治して、元気になって。そして退院して、私に会いに来てくれたら嬉しいな』

「……それで、今日ここに来てくれたの？」

「うん！」

「そう……、そっか……」

　胸がいっぱいになって、ケイトは言葉が継つげなかった。言いたいことも、聞きたいこともたくさんあるのに、声が出ない。

「俺ね、ケイトの約束思い出して、頑がん張ばったんだ。注射とか、痛かったけど我が慢まんしたし、薬もちゃんと飲んだ！」

「……うん。偉えらいね」

　白かった頰には血が通い、細い腕には筋肉が付いている。体全体で、「元気になったよ」とケイトに教えてくれる。

「寂さびしくなったら、ケイトがバイオリンで演奏した曲、皆みんなで歌ったんだ」

　堪たまらなくなって、そのきらきらと眩まぶしい命ごと、ケイトはマークをぎゅっと抱だきしめた。

「ありがとう、マーク」

「何でケイトがお礼を言うの？　ありがとうは俺が言うんだよ！　ありがとうケイト。俺、病院でケイトがいたから楽しかったし、ケイトがいなくなった後も、約束があったから頑張れたんだ」

　嬉しかった。マークの言葉も、彼が元気になったことも、何もかもが嬉しかった。

　──ああ。私、やっぱりお医者様になりたい。私がやりたいことは、これしかない。

　ケイトは、自分の中にある夢を改めて感じる。

『あなたに、何ができるんですか？』

　パーティ会場で、エリカに言われた言葉を思い出す。

　──私は、少しよう佐さの立場や権力を支えることはできない。そういうものは、何も持っていない。でも、もしも少佐が怪け我がをしたら、病気になったら、すぐに治せるような技術を身につけよう。それが、私にできることだ。

　イーノットに対して、何も役に立つこともできず、無力な自分を感じていたが、今は驚おどろくほど心が凪ないでいた。自分はこれでいいのだと、抱き締しめてくれるマークが教えてくれたような気がした。

「さあマーク。もう汽車に乗らないと」

　アリシアの言葉に、マークは「えー？」と唇くちびるを尖とがらせる。ケイトはポン、とマークの頭に手を乗せて撫なでた。

「来てくれてありがとう。すごく嬉しかった。今度は私から会いに行くわ」

「本当？」

　喜びに顔を輝かせるマークに、ケイトは「約束よ」と言った。

　マークは大きく手を振って、母親のもとへと駆け出した。ケイトも手を振り、笑みを浮かべる。

「元気になった姿を見せに来てくれるなんて、素す敵てきですね」

　ニコルの言葉に、ケイトが頷こうとした時だった。

「ケイトさん」

　アリシアとマークの横を、ずんずんと歩いてこちらに向かってくる女性がいる。美しい容よう貌ぼうはとても目立ち、アリシアとマークも足を止めて、通り過ぎていく女性に目線をやっている。ケイトは驚きに声を上げた。

「え……、エリカ、さん？」

「突とつ然ぜんお邪じや魔まして申し訳ありません」

　礼れい儀ぎ正ただしい仕草はさすが名家の子女と思わせるものだったが、ケイトはそれどころではない。そしてリックも同じように慌てていた。

「おいおい！　あんた、護衛はどうしたんだよ！」

「もちろん付けてきました。ほら、あそこに」

　道の隅すみに立っている男性を見つけ、リックが睨にらむ。

「護衛はティム・ウォーレストン少しよう尉いじゃないのか」

　眉まゆを寄せてリックが詰つめ寄った。エリカはあっけらかんと言い放つ。

「彼が護衛じゃない日を選びましたから」

「あんたな……」

　額を押さえるリックを横目に、エリカはケイトに向き直る。

「あなたにお話があってきたんです」

「わ、私に？」




「──へえ。それは私も聞きたいな」




　ひやりと背筋に冷たいものが駆かけ抜ぬけて、ケイトは本能的に一歩後ずさった。

　彼を天使と表現する人間がいるのは知っていた。ケイトもまた、ふらりと現れた目の前の人間から視線が外せない。

　優ゆう雅がな手つきで被かぶっていた帽ぼう子しを取る。銀ぎん髪ぱつがふわりと揺ゆれて、青い瞳はどこまでも穏やかに見える。薄うすい唇がゆったりと弧こを描えがけば、綺き麗れいな笑えみだけがそこにあった。

「……っ、ライナス！」

　ケイトの後ろにいたリックが、すばやく拳けん銃じゆうを構える。

　──この人が、ライナス。

　イーノットとリックの親友だった男。レイチェルの恋こい人びとだった男。

　そしてたくさんの女性を殺害した、殺さつ人じん鬼き。

「おっと」

　ライナスは音もなく、ケイトの隣となりにいたエリカを盾たてにした。

「なっ、やめて！　離はなして！」

　エリカがもがくが、ライナスは小さく笑うだけだ。

「ああ、そんなに動かないでくれ。リックの銃じゆうが当たるかもしれないよ？　彼は組手は得意だったが、細かい作業は苦手なんだ。狙そ撃げきなんて、ひどい成績だったんだよ。なあ、リック」

　リックは銃を構え直し、唇を舐なめた。

「……うるせえよライナス。それでも、こんな至近距きよ離りで、お前に当てられないほど下へ手たじゃないぜ」

　エリカの表情が引きつる。ケイトは声を上げた。

「ダメです！　万が一エリカさんに当たったら大変です！」

「分かってるっての！　お前は黙だまって、俺の後ろに来い！」

「おや。それは困るな。赤毛の女め神がみは私のものだよ。さあ、私のところへ来てくれ」

　差し出された手を見て、ケイトは首を横に振る。

「あなたに付いていく気はありません。エリカさんを放してください！」

「そうだ、今すぐ彼女を解放しろ」

　リックの隣では、ニコルもじりじりとライナスとの間合いを詰めている。エリカの護衛をしていた軍人も、最初は自分の失態に顔を青くしていたが、すぐに銃を構え直していた。

　その時、悲鳴が上がった。

「マーク！」

　アリシアの金切り声がして、ケイトは道の先に目を凝こらす。男が一人、マークを後ろから摑つかんでいた。首元には、ナイフが突つきつけられている。

　ケイトの心臓が凍こおりつく。

「……っ、何を……っ！　マークを放して！」

「だったら、君は私のところに来るんだ。そうしたら、あの子供には傷ひとつ付けないと約束しよう」

　のんびりとしたライナスの言葉と、マークの怯おびえた泣き声が耳に響ひびく。

「お前っ、どこまで変わっちまったんだよ！」

　子供を盾に取られて、リックは焦しよう燥そう感かんを募つのらせ、叫さけんだ。リックの瞳ひとみが、怒いかりと悲しみで歪ゆがむ。しかし、ライナスはただただ美しく微笑ほほえむのみだ。

「私は何も変わっていないよ。──さあ、ケイト。こちらにおいで」

「行くなよケイト！　お前が行っても、あの子供を解放するかどうかなんて分かんねえんだぞ」

　リックの言葉も頭に入ってくるが、それよりもマークの泣いた顔が気になって仕方ない。

　ケイトは、ゴクリと喉のどを鳴らした。

「……私が行けば、本当にマークを解放してくれるんですか？」

　ライナスは笑みを浮うかべた。

「もちろんだよ。別に、私は子供を殺したいわけじゃない」

「では、エリカさんも解放してください。私一人でいいでしょう？」

「ケイト！」

　叱責するリックには目を向けず、真まっ直すぐにライナスを見つめた。

「それはできないな。私は、彼女も、そして君も両方欲しいんだ。私に失うものは何もないよ、ケイト。でも、君にはたくさんありそうだ。ここにいる誰だれか一人でも傷が付いたら、君はどう思うだろうか。試ためしてみても構わないよ」

　ライナスはケイトの願いを、そう言って一いつ蹴しゆうした。

　──だめだ。あまりに分が悪すぎる。

　ケイトは唇を嚙かみしめた。そして、歩き出す。

「行くなって言ってんだろが！　ケイト！」

「おっと、リック。邪魔しないでくれないか」

　機会を窺うかがっていたように、一台の車がライナスの前で停とまる。

「撃うったら子供を殺す。さあ、車に乗って」

　言葉も仕草も、恋人を優やさしくエスコートしているようにしか見えない。だが、エリカは恐きよう怖ふで青ざめているし、ケイトも手の震ふるえを必死に抑おさえていた。

　銃を握にぎるリックの指が、白くなっている。ものすごい力で自分を律しているのだ。ケイトと、道の先で泣なき叫ぶマークの板いた挟ばさみになっている。ケイトは車に乗り込む前に、叫んだ。

「リック。すぐにマークを助けてあげてください！　怪け我がをしていたら、病院に連れて行って！」

「人の心配をしてる場合か！」

　ケイトは振ふり切るように車に乗った。すぐに車が走り出す。後部座席には、大おお柄がらの男性がすでに座っていた。ケイトとエリカの両りよう腕うでを紐ひもで結び、目め隠かくしをする。

　──お願い。どうか誰も、傷つきませんように。

　これ以上、誰も。

　視界を塞ふさがれたまま、ケイトは一心に祈いのり続けた。







　マークを拘こう束そくしていた男は、ライナスの乗った車が見えなくなったのを見計らってマークを母親の方へと突き飛ばした。リックはすぐに逃にげようとした男を捕つかまえる。

　そして男とエリカの護衛をしていた軍人を連れて、ニコルと共に南部基地へと駆けこんだ。イーノットは、エリカが姿を消したのを知って南部基地へと戻もどってきていた。

「入るぞ！　イーノット」

　返事も待たずに執しつ務む室の扉とびらを乱暴に開けたリックに、視線が集まる。イーノットだけでなく、彼の部下も揃そろっていた。イーノットは、リックのただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、硬かたい表情で聞いた。

「どうした」

「ケイトとエリカが、ライナスに攫さらわれた」

「なっ」

　イーノットの横にいたサニーが声を上げる。リックは急いで事情を説明した。

「護衛を任されたのに、悪い。あとでどんだけ殴なぐっても構わねえよ。だが、今は二人を助け出すのが先だ」

　攫われたと聞いたイーノットの表情が、一いつ瞬しゆん怒いかりに染められる。リックはそれを制して、イーノットの肩かたに手を置いた。

　イーノットはきつく唇くちびるを嚙みしめると、すぐに指揮官の顔になる。

「サニー、お前はリックが連れてきた男を締しめ上げろ。ライナスの行き先を聞いていないか、どんな些さ細さいなことでもいいから吐はかせるんだ」

「はい」

「ローワン。リックから、ライナスが乗った車の特とく徴ちようを聞いて検問をかけろ。まだ遠くには行っていないはずだ」

「分かりました」

　サニーとローワンが頷うなずく。イーノットが、くるりと部屋を見回してリック達に言った。

「何としてでも彼女達を救い出す。そして、今度こそライナスを逮たい捕ほする」







　ガタガタと体が上下左右に揺ゆさぶられ、ケイトは息を吐いた。どれくらい、車に揺られていたのか分からない。

　すると急に車が停まり、目隠しをしたまま、追い立てられるようにどこかの建物の中に入ったのが分かった。

　目隠しが外される。明かりが眩まぶしくて、ケイトはまた目を閉じてしまった。じんわりと瞼まぶ越たごしに目が光に慣れるのを待って、ゆっくりと目を開ける。

　どこか、空き部屋のようだった。家具も何もなく、とても寒々しい。明かりだけはついているようだが、それだけだった。

「……ここ、どこなの？」

　隣となりにいるエリカも目隠しを外されて、不安そうに部屋の中を見回す。

「私の家だよ」

　エリカの疑問に、二人分の目隠しをひらひらと揺らしながら、ライナスが言った。車を運転していた人間や、ケイト達を拘束した大柄の男性はいない。

「家って……」

　そこでエリカが口を閉じた。言葉にならなかったエリカの疑問も分かる。ここには何もない。とても人が暮らせるような空間ではなかった。

　ケイトは部屋を見て、それから気付いた。ここは、一人で過ごすには広すぎる。

「レイチェルさんと、あなたの家じゃないんですか？」

　ライナスは少しだけ驚おどろいたような表情をして、ゆっくりと笑えみを作った。

「へえ。よく分かったね。そうだよ。結けつ婚こんしたら住もうと、彼女にも内ない緒しよにしていた家だ。馬ば鹿かだと笑ってくれていいよ。彼女には、そんなつもりはなかったのに」

　やはり、ライナスは誤解している。ケイトは、それは違ちがうと口を開きかけた。

「そんな不安そうな顔をしないでくれ。今から、君達の大切な人の声を聞かせてあげよう」

「大切な人？」

　意味深に笑って、ライナスは後ろに縛しばられていたケイトとエリカの両手の紐を外した。拘束を解かれたことにケイトが驚いていると、すかさずライナスが言う。

「逃げられると思わないでくれ。そもそもここの扉には鍵かぎがかかっているし、家の周りには私の仲間もいる」

　逃げ道をしっかりと塞いでから、壁かべに備え付けられた電話の受話器を取った。

　いくつかのやり取りを経て、ようやく相手に繫つながったのだろう。ライナスはこちらを見ながら、その名前を口にした。

「やあイーノット」

　ケイトの心臓が音を立てて鳴った。その名前を聞くだけで、涙なみだが出そうになる。不安しかない暗くら闇やみに、光が一筋差したような、そんな安あん堵どをもたらしてくれる。

「……そんな怖こわい声を出さないでくれよ。ああ、ちゃんと代わってあげるさ」

　そう言いながら、受話器を渡わたされたのはエリカだった。

　ケイトはひっそりと、気付かれないように息を詰つめる。イーノットが、エリカよりケイトを優先させる理由などない。自分は恋こい人びとではないのだから、傷付くなんてお門かど違ちがいなのは分かっていた。

　それでも今、ケイトは確かに傷付いていた。エリカがライナスに駆かけ寄り、受話器に耳を当てる。

「少しよう佐さ！」

　エリカは受話器に縋すがるようにして、イーノットの声を聞いている。何と言っているのかは分からない。それでも、エリカの瞳ひとみが愛いとおしげに細められるのが分かった。

「さあ、今度は君だよケイト」

　まだ話しているエリカから無理やり受話器を取り上げて、ライナスは笑った。ケイトは立ち上がり、受話器を手に取った。

　──『私は無事です』。これは、ちゃんと伝えないと。

　きっと心配している。それだけは、確信を持って言える。イーノットと過ごしてきた短い時間の中でも、彼がケイトを気に掛かけてくれていたのは知っているのだ。

　そう思って、受話器をそっと耳に当てる。

「……少、佐……」

　毅き然ぜんとした声を出したかったのに、出だしで躓つまずいてしまった。情けないことに震えてしまった自分の声に、ケイトは唇を引き結ぶ。

『怪我はしていないか』

　鼓こ膜まくに響ひびいてきたのは、低くてよく通る声。ケイトの大好きな声だ。

「はい……」

　また、声が揺れる。揺れてしまう。

　ケイトは腹に力を入れて、聞きたかったことを矢や継つぎ早ばやに言った。

「あのっ、マークは……、人ひと質じちに取られていた男の子は大だい丈じよう夫ぶでしたか？　リック達も、怪け我がとかしていませんかっ？」

『ああ。怪我ひとつしていないから安心しろ』

「……良かった……」

　ほっと息を吐く。足の力が抜ぬけそうになって、慌あわてて堪こらえた。

『助けに行く。心配しなくていい』

　真まっ直すぐに心に響くイーノットの声を聞いて、気付くとケイトは口にしていた。

「分かって、ます。信じてます」

　──少佐を。

「信じてますから」

　受話器越ごしに、息を吞のんだような一いつ瞬しゆんの間を置いて、イーノットは囁ささやくように早口で言った。

『──すぐに行く』

「はい」

『すぐに、君のところへ行く』

　その言葉は、魔ま法ほうのようにケイトの心を捉とらえて、包んだ。目の奥が熱くなって、慌ててきつく目を閉じる。
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　──今は泣いてる場合じゃない。

　ケイトは俯うつむいていた顔を上げる。体に、一本芯しんが通ったようだった。立ち向かう勇気と、力が湧わいてくるのを感じる。

　もっと話したい、その気持ちを読んだかのように、ライナスがケイトから受話器を奪うばった。

「さあ、主役は揃そろったなイーノット。私はこれから、軍と、君への復ふく讐しゆうを完かん遂すいする」

　満足げな顔で、ライナスはケイトとエリカを見つめた。

「最初は、バートレット少将の娘むすめからだ。レイチェルを死に追いやった無能な軍人。父親の罪は、娘に贖あがなってもらおう」

　エリカが蒼そう白はくになって、自分の胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめた。その姿を、ライナスは楽しそうに見やった後、今度はケイトに視線を合わせる。

「そして最後は、君の赤毛の女め神がみだ。レイチェルの心を奪った、君への復讐だよ」

　歌うように、優やさしい声こわ色いろでライナスは宣言した。

「これから彼女達を殺す。そして私は、ずっと抱かかえてきたこの苦しみから解放される」

　ヒクリ、とエリカの喉のどが鳴る。ライナスは受話器を戻もどして、電話を切ってしまった。じっと見上げる二人の視線を、ライナスは柔やわらかく受け止める。

「イーノットと話して、希望を持ってしまったかな？　助けに来てくれるかもしれないと、そう思った？」

　優しい笑み。だが、ケイトは嫌いやな笑みだと感じた。自分達を絶望に落とすために、イーノットと話をさせたのだと気付いたのだ。希望に縋らせて、その後に一気に失望させる。

　ケイトは背筋を伸のばして、真っ直ぐにライナスに対たい峙じした。

　イーノットは来てくれる。そう思う気持ちには、一点の曇くもりもない。

　──少佐が来てくれるまで、絶対死んだりしない。

「……あっ、……っ……」

　その時、横にいたエリカが、胸を押さえて蹲うずくまった。

「エリカさん!?」

　ケイトはすぐにエリカに駆け寄り、肩かたを支えた。俯くエリカの顔色は白く、冷や汗あせが出ている。胸元を握りしめ、痛みに耐たえるかのようにぎゅっと目を閉じていた。

「どうしたんです？　胸が痛いんですか？」

「……い、心臓……、が、」

　──これは……発ほつ作さ？







　イーノットは、切れてしまった電話の音を聞き、乱暴な仕草で受話器を元に戻した。

「逆探知はできたか」

　冷静になろうと息を吐はいて、横にいる回線係に声をかける。

「ええ。……近いですね。ウィングヒルの郊こう外がいです。ですが、どこの家からというのは分かりませんでした」

「くそっ。範はん囲いが絞しぼりこめねえな」

　苛いら立だたしげに頭を搔かくリックに、イーノットも焦あせりが募つのる。

　その時、ニコルが「あっ」と声を上げた。

「ウィングヒルの郊外って言いましたよね？　じゃあ、あそこかもしれない……」

「あそこ？　あそこってどこだよ」

　リックの言葉に、ニコルは胸元から小さな手帳を取り出し、パラパラと捲めくった。

「えっとですね。ライナスがまだ軍人だった頃ころに仲の良かった軍人に話を聞いたことがあって。それによると、ライナスは恋人と住む家を探していて、南部にいい物件を見つけたんだって話していたそうなんです」

「お前、そんな情報持ってたのか」

　目を丸くするリックに、ニコルは苦い笑えみを作った。

「ええまあ。でも、話を聞いた軍人は今は退たい役えきして、仕事もせずに飲んだくれていまして。はっきりとした場所は聞いていないらしく、記き憶おくもあやふやでした。信しん憑ぴよう性せいに欠ける情報ではあるんです」

　迷ったのは一瞬で、イーノットはニコルに「続けろ」と促うながした。

「はい。ライナスは『川辺に建ってる家で、夏になると蛍ほたるがやって来る』と。郊外にしたのは、家賃が安いし、恋こい人びとが植物が好きだからそうしたんだと言っていました」

「郊外で、川の近くか……」

　イーノットが手を上げると、すぐさまローワンが机に地図を広げた。

「何軒けんが家がありますね。この内のどれかかもしれない」

　イーノットは立ち上がった。

「行くぞ！」







　苦しみ出したエリカを寝ねかせて、ケイトは首元まで締しめられたボタンを手早く外す。

「薬……っ」

　首元にかかったロケットペンダントに、エリカの手が触ふれた。ケイトはすぐにペンダントを開ける。白い錠じよう剤ざいが入っているのを見つけ、すぐにエリカに飲ませた。

「もう大丈夫ですよ。大丈夫……」

　背中をさすりながら、ケイトは囁くような声で何度も繰くり返す。少しずつ、安定した呼吸が戻ってきたようだった。

「ははっ、バートレット家の一人ひとり娘が、心臓を患わずらっているなんて知らなかった」

　駆かけ寄ることもなく、ケイトとエリカを見つめていたライナスが、そう言って笑った。

　エリカはぎゅっと眉まゆを寄せて目を閉じている。

「たった一人の跡あと継つぎが女性で、しかも病弱。バートレット少将はさぞ頭が痛いだろうね。こんな、いつ死んでもおかしくない人間に、歴史あるバートレット家を託たくさなければいけないなんて」

　胸に当てているエリカの手に力が入ったのが分かった。心臓の痛みだけではなく、ライナスの容よう赦しやない言葉の痛みにも耐たえているのだろう。体を丸めて横たわるエリカは、とても小さく見えた。その細い肩に、バートレット家の重い家名を背負っている。

　ケイトは、ライナスを睨にらみつけた。

「女性で、病弱だから何なんですか。彼女は立派に、跡あと取とりとしてすべきことをしていると思います」

　パーティで、エリカを初めて見た時のことを思い出した。堂々とした振ふる舞まいで、皮肉や牽けん制せいをかわし、笑みを絶やさない。自分の行動すべてが、バートレット家の評価に繫つながる。その精神的な重圧は、ケイトには想像することもできない。

　今度は笑みを浮うかべて、エリカに向かって言う。

「パーティで見たあなたはとても綺き麗れいでした。女性であることの美しさ、会話の巧たくみさ、そして病気のことなど欠片かけらも気付かせない力強さがありました」

　いつの間にかエリカが目を開けて、ケイトを見上げている。ケイトは、大だい丈じよう夫ぶですよと、そう続けて優しく肩を叩たたいた。

「大丈夫です。ゆっくり、ゆっくり、息を整えましょう」

　エリカの心臓に伸のし掛かかっている不安や恐きよう怖ふを少しでも減らしたくて、ケイトは「大丈夫」を繰り返した。

　やがて薬も効いてきたのか、エリカの表情から苦痛の色が消えていく。

「君は優しいねケイト。彼女がいない方が、君には都合がいいだろう？　イーノットを取られてしまうよ」

　ライナスの言葉に、瞬しゆん間かん的にカッと頭に血が上る。立ち上がって、目の前に立って、思い切り頰ほおを引っぱたいてやりたかった。

「……私のことを、見くびらないでください」

　でも、しない。ケイトは医師になりたいと願う人間だった。命を助けるのが、仕事なのだ。

　ケイトはゆっくりとライナスの前に立った。

「右みぎ腕うでを見せてください」

　虚きよを衝つかれたライナスの顔というのを、初めて見た。いつでも人の一歩先を行って、自分ですべてを支配して操あやつってきた人間。他人の気持ち、そして命までも、手のひらで転ばすように弄もてあそんで奪ってきた。

「……何のことだい」

「怪け我がをしているんですよね？　顔色が悪いです。どれだけ失血したんですか。見せてください」

　誤ご魔ま化かすライナスを無視して、また一歩ケイトは足を踏ふみ出した。なぜかライナスの瞳ひとみに怯おびえのような色が走った気がした。

　見つめ合う視線を最初に逸そらしたのはライナスだった。ストン、と全身の力を抜ぬくのがケイトにも分かる。口くちの端はしが持ち上がって笑みを作るが、それは上う手まくいかずに歪ゆがんでいた。

「優やさしすぎて君が心配になるよ。エリカ嬢じようのことは、私にも当てはまるんだ。私が死ねば、君の大事なイーノットはもう傷付かない。いっそ、君が私を殺してみるかい？」

　何もかも諦あきらめたように、ライナスは呟つぶやいた。

　──この人はもう、生きることを諦めてる。死んでもいいと思ってる。

「……なんですかそれ」

　そう理解した瞬間、ケイトは怒ど鳴なりつけていた。

「──死んで楽になるつもりなんですか！」

　許さない、と思った。

　ケイトのところに来てくれた、マークを思い出す。家族や医師達、そして本人が懸けん命めいに戦い、零こぼれ落ちそうだった命は、再び輝かがやくようになった。それがどれほど重要なものなのか、子供のマークですら知っているというのに。

「死ぬことなんて簡単なんです！　でも生きることは、とてもとても難しいんです！　それは病気かもしれないし、事故かもしれない。戦争かもしれない。あっけなく消えていく命があることを、あなたも知っているでしょう？」

　ライナスの瞳が揺ゆらいだ。彼は戦争を経験し、そして最愛の人を失っている。

「あなたは、大切な人を失った。そして、誰だれかの大切だった人をその手で奪うばったんです。死んで楽になるのではなく、生きて償つぐなってください。痛みも悲しさも抱かかえて生きていく方が、ずっと難しいし苦しいです。そうして、奪った命の重さを感じてください」

　ケイトの言葉に、ライナスは目を見開き、次いで小さく笑った。

「……君を優しいと言ったことを撤てつ回かいするよ。私に、この苦しみと一生付き合えというのか？　レイチェルの面おも影かげを探して、愛いとしさと憎にくしみで胸が引き裂さかれそうになるのに」

　ライナスが、自分の心臓に手を当てた。

「私がなぜ、すずらんを女性達の傍そばに置くか分かるかい？　すずらんは、清せい楚そで可か憐れんな花だ。だが、その花には毒が隠かくされている。レイチェルに、そっくりだと思ったんだよ」

「レイチェルさんの存在が、毒だと言うんですか？」

「そうだ」

　ケイトは首を横に振った。

「すずらんは、幸福を象しよう徴ちようする花です。すずらんを持って、レイチェルさんはあなたとやり直すつもりだったんです」

　ライナスは困こん惑わくした様子でケイトを見た。

「……何を言って」

　ケイトは話した。便びん箋せんのセットに入っていた地図。すずらん畑を作って、恋人に見せたいと言っていたレイチェルの言葉。『これを持って、あなたと歩いていきます』という、その意味。

「私はレイチェルさんじゃありません。本当の彼女の気持ちは分からないままです。でも、レイチェルさんはあなたにすずらん畑を見せたがっていた。だから作ろうとした。もう好きでもない人間のために、こんなことをしますか？」

「レイチェルは私のプロポーズを受けてくれなかったんだ。好きだったら、あんな仕打ちはしないだろう。花屋を開きたいなどと戯たわ言ごとを言って、私の気持ちを否定したんだ」

「レイチェルさんは自分の夢を伝えただけです。あなたを嫌きらいになったわけじゃない」

　ライナスは激しく首を横に振った。

「いいや。彼女はイーノットに恋こいをしたんだ。返事を保留されて言い争いになった時、出て行ってしまったレイチェルの後を私は追った。そこで見たのは、笑えみを浮かべるレイチェルとイーノットの姿だった……。私は、久しぶりにレイチェルの心からの笑みを見たことに気付いた。あの頃ころのレイチェルは、笑みを浮かべていてもどこかぎこちなかった。考え込むような表情が増えていた。だがイーノットに対しては、嬉うれしそうに笑っていたんだ」

　その光景を思い出したのか、ライナスの顔が歪む。

「それからレイチェルは、話し合いを持とうと何度もやって来た。私は夢の話など聞きたくもなかった。すると彼女は悲しそうに『イーノットは夢を応おう援えんしてくれて、話を聞いてくれた』と言ったんだ。常にイーノットと比べられて、私がどんな気持ちだったか分かるか！」

「レイチェルさんはあなたと話したかったんですよ。自分の夢だけじゃない、あなたとの将来についても、きちんと話そうとしていたんじゃないですか。ちゃんとそれを、聞いてあげましたか？」

「……やめろ」

「やめません。少しよう佐さに心が揺れたのかは分かりません。あなたがそう思って、許せないと思うなら、もう仕方のないことです。でも、レイチェルさんが何をしようとしていたのか、それは知ってください。亡なくなる前に、一体誰のことを考えていたのかを──」

「やめろと言ってるだろう！」

　目の前のライナスが激げき昂こうしたような声を出し、ケイトの首に手をかけた。そのまま引き倒たおされる。

「うるさいうるさいうるさい！　じゃあ私のしたことは何だ！　何だったんだよっ」

　首を絞しめられ、ケイトはもがいた。両足をバタバタと動かし、身を捩よじって逃にげようとする。

「ケイトさん……！」

　エリカが胸を押さえながら起き上がろうとする。

　──だめ。まだ動かないで。

　そう言いたいが声にならない。ケイトは渾こん身しんの力で暴れた。動かした腕うでが、ライナスの右腕に当たったのか、首を絞める力が緩ゆるんだ。そのままケイトはライナスを突つき飛ばす。

　咳せき込みながらも、懸命に酸素を取り込もうとする。

　その時、銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。

「な、何っ？」

　エリカの肩かたが震ふるえる。銃声は外から聞こえてきた。

　──少佐だ。少佐達が来たんだわ。

　ライナスも同じことを思ったのだろう、胸むな元もとから取り出したのは拳けん銃じゆうだ。

「あいつら……！」

　部屋の入口は一つしかない。三人の視線が、自然と扉とびらに集まった。今度は近くで銃声が鳴る。部屋の前で、何かが倒れる音がした。家の周りには、ライナスの仲間が見張っていると言っていた。

　ケイトはエリカの傍に駆かけ寄って、「伏ふせて」と頭を下げるように言う。

　ガチャガチャと音が鳴って、鍵かぎ穴あなが回ったのが分かった。

　ライナスが銃じゆうを構える。

　扉が勢いよく開いた瞬しゆん間かん、ライナスが引き金を引いた。

　顔を出したのはリックだった。だが、弾たまは当たらない。彼は俊しゆん敏びんな獣けもののように体を捩り、ライナスの一発目を避よけた。

「リック！」

　目を見開くケイトの前で、リックが銃を構える。ライナスも素す早ばやく二発目を撃うとうとしたが、できなかった。

　一発の銃声により、ライナスの手から拳銃が弾はじけ飛んだからだ。扉の前に立っていたのは、イーノットだった。リックがすぐにライナスに飛びかかる。

「もう終わりだ！　終わりにするんだ、ライナス……！」

　リックに両手を拘こう束そくされ、ライナスは床ゆかに押さえつけられた。すぐにティムやサニー、ロジャーも部屋へと飛び込んできた。そして最後にイーノットが、静かに部屋に入ってくる。

　イーノットを見たライナスが、一層激しく抵てい抗こうした。

「放せ！　お前がいたから、全部めちゃくちゃになったんだ！　お前なんかに出会わなければ、こんなことにはならなかった！」

　ライナスの悲痛な声が、イーノットに向けられる。憎ぞう悪おと悲しみの混じった言葉を、イーノットは黙だまって受け止めた。

「そうか」とイーノットは目を伏せ、それからゆっくりと視線を合わせる。

「……だが私は、お前と士官学校で出会ったことを、後こう悔かいしたことはない。お前が殺人を犯おかすようになっても、……それだけは、思ったことがないんだ」

　ライナスは大きく目を見開き、イーノットを見つめた。その場の誰もが動けず、言葉が出ない。時が止まったような静せい寂じやくの後、あれだけ暴れていたのが噓うそのように、ライナスは体の力を抜ぬいた。

　リックがライナスの手首に手て錠じようをかける。イーノットはそれを見て、ケイト達の方へ近づいてきた。ケイトとエリカの前で膝ひざをつくと、「怪け我がは？」と尋たずねてくる。エリカはイーノットを見た途と端たん、その胸に飛びついた。

「少佐……！」

　泣きじゃくるエリカの背中を撫なでて、ケイトに視線を移した。「怪我はないか？」ともう一度聞いてくる。ケイトは頷うなずきかけ、慌あわてて言った。

「エリカさんを念のため病院に連れて行ってください。心臓の発ほつ作さが出たんです。今は薬を飲んで落ち着いてますけど、まだ興奮状態ですから、安静にさせないと……」

「発作？」

　イーノットはエリカを見下ろし、それから「分かった」と言ってティムを呼んだ。

「二人を病院へ」

「え？　二人？」

「了りよう解かい」

　ティムがエリカの肩を抱だいて立たせる。

「ほら。お姉さんも行くよ」

　ケイトはぶんぶんと首を横に振ふる。

「私は大だい丈じよう夫ぶですよ！　怪我なんてしてませんし」

「首が赤くなっている」

「え」

　イーノットの長い指が、ケイトの首元に触ふれた。ライナスに絞められた痕あとが残っているのだろう。

「……すまない。怖こわかっただろう」

　痛ましそうに目を伏せるイーノットに、ケイトは言う。

「怖かったですけど、少佐達が来てくれるのは分かってましたから。だから、大丈夫でした」

　どれくらい上う手まく笑えているか分からなかったが、ケイトは一いつ生しよう懸けん命めい笑みを作ろうとした。

「……君は本当に」

　イーノットが目を細め、何かを言いかける。だが結局言葉にならないようで、代わりに目元が少しだけ和なごんだ。それだけで、ケイトの心は温かく満ちていく。

　ケイトの頭を撫でて、それからまた表情を改める。立ち上がり、ライナスのところへ歩いていった。リックに腕を取られて立っているライナスは俯うつむいていて、表情は見えない。

「……ライナス」

　イーノットの声に、ライナスが頭を持ち上げて見上げる。ゆるゆると彷徨さまよっていた視線が、金の瞳ひとみと合わさり、焦しよう点てんを結んだ。その表情は、迷子になった子供のように頼たよりなく映る。

「君が狙そ撃げきの成績で一番だったことを思い出したよ。それをリックは悔くやしがって、『今度は組手で勝負だ』とよく言っていた」

「ああ」

「君は冷静に見えて、熱しやすいところがあるから、リックにわざと挑ちよう発はつするようなことを言って、それにリックが言い返して……。宥なだめるのはいつも私の役目だった。……懐なつかしいな」

「そうだな」

「一いつ緒しよの時間を共有して、一緒に軍人になったはずなのに……、どこで間ま違ちがえたんだろう」

　ぽつりと零こぼれたライナスの言葉に、イーノットもリックも答えなかった。途と方ほうに暮れたようなライナスを、イーノットは金の瞳で見つめる。

「──ライナス・ベントリー。君を、逮たい捕ほする」

　ライナスの青い瞳から、一ひと粒つぶ涙なみだが零れた。







　ライナスを基地に連行するために、リックが彼の腕をとって部屋から出ようとする。その姿を見ていたケイトは、はっとしてライナスに駆け寄った。手錠に繫つながれた右手から、血が滴したたり落ちている。

「待ってください。車に乗る前に、止血をしないと」

「俺がやるから、お前は早く病院に行け」

　リックが首を振るが、ケイトは「私にさせてください」と自分のポケットからハンカチを取り出した。

　ライナスはじっとケイトを見ている。ケイトは血の滲にじむ腕を取って、ぎゅっとハンカチで引き結んだ。

「っ」

　痛みに歪ゆがんだライナスの表情を見て、ケイトは言った。

「痛みが、心臓の鼓こ動どうと一緒に感じられるでしょう？　それが、生きているっていうことです。レイチェルさんも、あなたが殺した女性達も、もうこの感覚を味わうことはないんです。それを、忘れないでください」

　ライナスは何も言わなかった。目を伏せたまま、ただ小さく頷いた。
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　首都にある王立中央病院の個室に、エリカは入院していた。

　扉とびらを叩たたいて病室に入ると、エリカは本を読んでいたようだった。こちらを見て、目を見開く。

「ケイトさん」

「こんにちは。具合はどうですか？」

　染しみひとつないエリカの頰ほおは、まだ少し青白いような気がした。

「平気です。本当はもう退院してもいいのに、父が許してくれないんですよ」

　ライナスが逮捕されてから、一週間が経たっていた。あの後、ケイトとエリカはすぐに病院に運ばれて手当てを受けた。発作を起こしたエリカは、そのまま入院することになったのだ。

　ライナス逮捕に、今、首都は安あん堵どと喜びに包まれている。これにより、イーノットへの人望と評価は上がった。総司令部が、彼に中ちゆう佐さの地位を授さずけたのはまだ二日前のことである。

「ケイトさん。あの時は助けてくださってありがとうございます」

　ベッドの脇わきに座ったケイトに、エリカは頭を下げた。

「いいえ。私は何もしていませんから」

　ケイトは慌てて首を振る。ケイトとエリカの間に、沈ちん黙もくが流れた。

「あの。エリカさん、私に何か聞きたいことがあって、南部に来られたんですよね。聞きたいこととは、何だったんでしょうか？」

　ケイトが切り出すと、エリカは目を瞬またたかせた後、小さく笑った。

「……ああ。あれは、軽けい率そつな行動だったと思います。でも、私も頭に血が上っていたというか」

　首を傾かしげるケイトに、エリカは言った。

「……少しよう佐さが言っていたんです。ケイトさんは、自分には持っていないものをたくさん持っているんだって。立場でも権力でもない、もっと大切なもの。それが知りたくて、あなたに会いに行ったんです。きっとそれは、私も持っていないものなんだろうと思って」

「少佐が、そんなことを……」

「あなたを尊敬していると言っていました」

　心臓を、ぎゅっと摑つかまれる。とても嬉うれしいと思った。だが、ケイトは苦く笑う。

「私は何も持っていないですよ」

「いいえ。あなたを尊敬すると言った少佐の気持ちが、私にも分かりました。分かったけど、でも私は──」

　そこでエリカは少し呼吸を乱した。やはりまだ本調子ではないのだろう。ケイトは慌てて立ち上がり、エリカの肩かたに手を置く。

「大丈夫ですか？　お医者様を」

「いいんです、大丈夫です」

　強く言われて、ケイトは「分かりました」と肩に置いた手を離はなそうとする。しかし、逆にエリカに摑まれた。

「不便で、忌いま々いましい体だと何度呪のろったか分かりません。でも、それでもこれが私です。この体も全部合わせて、エリカ・バートレットという人間なんです」

　間近で見た青い瞳は力強い。

「だから、私の病気に同情するようなことはしないと誓ちかってください」

「……分かりました」

　ケイトが頷うなずくと、エリカは安堵した表情を見せた。

「それを踏ふまえて、言いたいことがあります。──ケイトさん」

「はい」

「私は、少佐が好きです」

　真まっ直すぐな視線だった。ケイトもそれを見返す。

「……はい」

「私は彼と結けつ婚こんしたい。少佐を、諦あきらめたくないんです」

　ケイトはその言葉を、逃にげずにしっかりと受け止めた。










　車から降りた瞬しゆん間かん思ったのは、『何もない』という感想だけだった。周りに建物など一つも建っていないおかげで、風が容よう赦しやなくイーノットに当たる。

「あっ、おーい、イーノット！　こっちだこっち！」

　声がした方に視線を向けると、遠くに木が一本立っており、そこに誰だれかが立って手を振ふっている。イーノットは片手を上げて応こたえ、歩き出した。

　イーノットを待っていたのは、リックだった。

「よっ、軍最年少の中佐様。連日忙いそがしそーだな」

　リックはそう言って敬礼してみせた。意地悪い笑えみを向けられ、イーノットは顔を顰しかめた。

「やめろ、気持ち悪い」

「だよな。俺も今そう思ったわ」

「それより、ここがそうなのか？　レイチェルが借りていた畑っていうのは……」

　ゆっくりと辺りを見回す。イーノットは今日、リックに呼ばれてオールリッジへとやって来たのだった。

「ああ。ここをすずらんでいっぱいにして、ライナスに見せる気だったらしい」

「そうか……」

　悲しいような切ないような、複雑な気持ちがこみ上げる。

「寂さびしいところだな」

　土がむき出しになった空間は、イーノットには寒々しく感じられた。

「でも、春には花でいっぱいになる予定だぜ？」

「え？」

　顔を上げれば、得意げなリックの表情とかち合う。

「レイチェルの両親がさ、この土地を借りて、すずらんを育てたいって言ってるんだ。で、それを聞いたケイトが張り切ってさあ。植物に詳くわしい人間を知ってるから、育て方を聞いてくるとか言って」

「……なぜそこに彼女が出てくるんだ」

「ケイトの奴やつ、事件が終わってから、レイチェルの両親の元を訪おとずれたんだよ。で、ある物を渡わたしたんだ。それをきっかけに、すずらん畑を作ろうって話になったんだけどさ」

「ある物？」

　リックは、地面に置いてあったカバンから、なにやら紙のようなものを取り出した。そして、イーノットの目の前でそれを広げる。

　イーノットの瞳ひとみが、大きく見開いた。

「これは……」

「な！　すっげーうまいだろ？」

　そこにあったのは、すずらん畑の絵だった。広い畑の中に、小さくも可か憐れんな白い花が描えがかれている。真っ青な抜ぬけるような空の下に、緑の葉と、白いすずらんの花。細い筆で葉の葉脈までしっかりと描かかれ、まるで本物のようだった。

「ケイトが描かいたんだぜ。まあ、あの眼鏡の友達も手伝ったらしいけどな」

　イーノットは、絵に吸い寄せられたままだ。

「レイチェルが、すずらんを咲さかせられなかったのを悔くやんでたんじゃねえかって思ったらしい。それで、絵でもいいから咲かせようって描いたんだと。それを持ってレイチェルの両親のとこに行ったら、感動されたらしくて、本当に咲かそうってことになったんだ」

　絵を見て、それからもう一度、目の前の荒こう涼りようとした大地を見る。不思議なことに、もう先ほどの寒々しさは感じなかった。

　春にはここに、たくさんのすずらんの花が咲く。そんな風に信じることができた。

　何だか胸がいっぱいになって、言葉にできなかった。だからイーノットはただ一言、ぽつりと呟つぶやいた。

「……凄すごいな」

「ああ。めちゃくちゃうまいよなあ」

「彼女は、凄いな……」

　その言葉に、リックはイーノットを見た。そして、白い歯を見せて笑った。イーノットが何に対して凄いと言っているのか、分かったようだった。

「だよなあ。ケイトは凄すげえよ。レイチェルの両親、畑を作るって決めてから、目に見えて元気になった。心を元気にするってのは、本当に難しいことなのによ」

「……お前も、変わったな」

　南部基地に来た時は、こんな風にからりと笑う人間ではなかった。

「変わったっていうか、戻もどったんだよ。士官学校にいた時に」

　リックの言葉に、イーノットは目を瞬かせる。照れたように頰ほおを搔かきながら、リックは畑に視線を向けて言った。

「俺は、検問所に戻る。中ちゆう尉いの階級も返上して、もう一度少しよう尉いからやり直すわ。まあ、優ゆう秀しゆうな俺のことだから、すぐに出世することになるがな」

「リック……」

「だからそれまで、お前が先頭走って軍を変えろ。そのうち俺が追い抜いて、一番前を走って、色々切り込んでってやるからよ」

　ニッと笑ったリックは、確かに士官学校時代、何にでも一番に飛び込んでいった時の顔をしていた。イーノットは上う手まく表情を作れず、顔を背そむけて言った。

「……さっさと来ないと、置いていくからな。少尉殿どの」

　憎にくまれ口を叩たたけば、「うるせー！　今に見てろ！」と声が飛んだ。










　南部基地の門の前に、ケイトは立っていた。エリカを見み舞まってから、一週間が経たっている。

　ケイトは息を吐はいて、それから門兵の所まで歩いて行く。若い門兵は、こちらに近づいてくるケイトに、怪け訝げんな視線を向けた。

「すみません。イーノット・レイズ中ちゆう佐さにお会いしたいんですが」

　中佐、という地位に門兵はたじろぐ。

「……お約束はされていますか」

「いいえ」

　門兵は、途と端たんに態度を変えた。「ではお引き取りを」と続ける。

「お願いです。ケイト・エドモンドが来たと、取り次いでいただけませんか」

「聞こえませんでしたか？　お引き取りを。中佐は大変忙しい身なんです。あなたのような一いつ般ぱん市民に割さく時間はありません」

　ケイトは唇くちびるを嚙かみしめ、俯うつむく。それでも以前追い返されたように、ここで引いたりはしなかった。

「取り次いでいただくだけでいいんです。中佐がお会いにならないと言うなら、すぐ帰ります。お願いします！」

　ケイトは頭を下げた。『もう会わない』と、言われた言葉を忘れたわけではない。でもそれでも、ケイトにはイーノットを目の前にして言いたいことがあるのだ。

　門兵は困ったように黙だまり込む。それから溜ため息いきを吐つくと、「……そこで待ってろ」と言って基地へと入っていった。

　数分後、基地から出てきた門兵は、何が何だか分からない、といった顔でケイトを手招きした。

「中佐が、お会いになるそうだ」

　ケイトは「ありがとうございます！」と言って、基地に入っていった。

　以前入ったイーノットの執しつ務む室とは、別の部屋に案内される。階級が上がったのだから当然かと考え、もう一度呼吸を整えた。

　ノックをすると、「入れ」という声がする。ケイトはゆっくりと扉とびらを開けた。

　イーノットが、奥にある椅い子すに座って、ケイトを見ている。

「……やっと、自分だけで、ここに来ることができました」

「え？」

「何でもありません。忙しいのに、突とつ然ぜんお邪じや魔ましてしまってすみませんでした」

　イーノットは穏おだやかに首を横に振る。

「構わない。さあ、座りなさい」

　手前にあるソファを勧すすめられ、ケイトは腰こしを下ろした。イーノット自身も奥の椅子から立ち上がり、ケイトの向かい側のソファに座る。

「元気だったか」

「はい。少しよう佐さ……、じゃありませんでした、中佐は、ちょっと瘦やせましたね」

　あの事件以来、イーノットとは会っていなかったが、少しだけ顔の輪りん郭かくが鋭するどくなったように思う。階級を上げ、ますます忙いそがしくなったからだろう。

「ちゃんと、睡すい眠みんはとってくださいね」

　心配になって言うと、イーノットは「分かっている」と頷うなずいた。

「それで、今日はどうしたんだ」

　ケイトは膝ひざに置いた手を握にぎりしめる。

　怖こわい、と心が怯おびえている。あの夜のように否定されたら、今度こそ立ち直れないと思う。

　でも。

「中佐。私、やっぱりあなたが好きです」

　怖いと思う気持ちと同じくらい、好きだという気持ちが溢あふれ出す。

「私は、中佐を軍人として支えて、押し上げるような力はありません。私にできるのは、医術しかない。それさえも、まだ未熟です」

　ケイトは、自分の小さな手のひらを見つめる。そして、握りしめた。

「だからもし、中佐が怪け我がをしたり、病気になった時、私はすぐに飛んできます。痛みを和やわらげて、傷が残らないよう治ち療りようします。そういうことがきちんとできるような、医師になります」

　驚おどろいたような表情のイーノットに向かって、笑う。

「ごめんなさい。もしも中佐が結けつ婚こんしたとしても、やっぱり好きなんです」

　諦あきらめようとしても、できない。エリカに病室でそう言われた時、ケイトもまた同じ気持ちを味わった。逃にげて逃げて、イーノットのことを考えないようにしても無む駄だだった。会ってしまえば、心の奥から湧わき上がってくる気持ちを抑おさえられない。

「だから、好きでいさせてください。そして私のできる精せい一いつ杯ぱいで、中佐の役に立たせてください」

　部屋の中に、沈ちん黙もくが横たわる。

　とても自分勝手なことを言っている自覚はあった。だから、ケイトは立ち上がる。

「自分の気持ちを押し付けるつもりはありません。ただ、知って欲しかっただけです」

　──これさえも、自分勝手な言い分かもしれない。

「時間をとらせてしまって申し訳ありませんでした」

　ケイトは頭を下げて、イーノットに背を向けた。

　その時、ガタン、と音がして、扉に手をかけた腕うでを引っ張られる。体が反転して、ケイトの視界は黒い軍服で遮さえぎられた。

　強い力で抱だき締しめられ、勢いが殺せずにその場でたたらを踏ふむ。

　壁かべに背中が当たって、ようやく動きが止まった。

「……え……？」

　自分の声を、どこか遠いところから聞いているようだった。それくらい、今の状じよう況きようが信じられない。

　──中佐に、抱き締められてる。

　認にん識しきした途端、ケイトは首まで真っ赤に染まり、恥はずかしさに腕から逃げようとした。

「君を、どうしていいか分からない」

　身を捩よじったケイトは、ふいに聞こえてきたイーノットの言葉で動きを止めた。

「忘れようとして、頭から締め出して、それなのに君は、私の前でなんてことを言うんだ」

　耳元にあるイーノットの心臓の音が少しだけ速いと思うのは、気のせいなのだろうか。きっと自分の心臓は、それ以上に早い鼓こ動どうを刻んでいるんだろうけれど。

「こんな風に私の心の中に入ってきて、私はもう、君を拒きよ絶ぜつすることもできない。放して、やれない」

「え……」

　ふ、と空気が動いて、イーノットは少しだけケイトから体を離はなす。イーノットの金の瞳ひとみが、真まっ直すぐにケイトを見ている。切ないような、苦しいようなその瞳には今、ケイトしか映っていない。

　あまりに近い距きよ離りに耐たえきれなくなって、ケイトは顔を背けた。だが、イーノットの手が頰ほおに触ふれて、視線を外すことを許してくれない。

「や、あの……っ」

「ケイト」

　告げられたのは自分の名前。それだけなのに、イーノットの時だけ、ケイトを動けなくさせる魔ま法ほうの言葉だ。

　目を閉じる間もなかった。唇が重なり、一いつ瞬しゆんで離れる。

　そして、また重なる。今度はすぐに終わらなかった。

　目も開けたまま、驚きで真っ白になっていた頭が、『苦しい』と訴うつたえ始める。ケイトは息を止めていた。いつ呼吸していいかも分からない。口は今、柔やわらかくイーノットに塞ふさがれているのだから。

　ドン、と肩かたを叩たたくと、イーノットはようやく唇を離した。

「鼻で息をするんだ」

　耳元でそう囁ささやかれる。

「む、無理……っ」

「できるようになってくれ。──まだ、やめてやれない」

　そう言うと、またゆっくりと唇くちびるが重なる。だが、覚おぼ束つかないケイトを見て、すぐに離れていった。
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　それがなんだか不安になって、イーノットを見上げた。イーノットは、困ったように微笑ほほえんでいた。ケイトが今まで見た中で、一番優やさしく、柔らかい笑えみだった。

「君に、言いたいことがある」

　ケイトの輪郭をなぞるように、大きな手が頰を包み込む。

「言いたい、こと……？」

「ああ。本当はずっと、君に言いたかった」

　ケイトは一いつ生しよう懸けん命めい耳をそばだてて、イーノットが囁く言葉を拾い集めようとした。

「私は、君を──」




「──中ちゆう佐さ！　総司令部より、クロード・バートレット少将がお見えです！」




　扉が叩かれる音と声に、ケイトは肩を震ふるわせた。イーノットもはっとしたように扉を見つめた。

　クロード・バートレットは、エリカの父親の名前だ。ケイトは急に、現実に戻もどってきたような気分になった。

「中佐」

　小さく呟つぶやいたケイトを見つめ、イーノットは息を吐はいた。表情を改め、扉とびらに向かって言う。

「すぐに行く」

「はっ」と声が上がり、扉の前から気配が消えていった。

「あ、あの中佐、私ももう帰りますから」

　ケイトが言うと、イーノットは頷く。そして、真しん剣けんな表情で言った。

「君は明日も大学があったな」

「え、ええ……」

「終わる頃ころに迎むかえに行く。校門の前は寒いから、そうだな、図書館にいてくれ」

　ケイトは目を瞬またたかせる。

「君に、言いたいことがあるんだ。誰だれにも邪じや魔まされず、二人で話したい」

　そう言われれば、ケイトは赤くなって頷くしかない。

「約束だ」

　イーノットはケイトの頭を撫なでて、部屋から出て行った。










　翌日、イーノットは、決意を込めてバートレット家の屋や敷しきの前に立った。

　いつも通りに丁てい寧ねいに案内され、エリカのいる部屋へと通される。三日前にようやく退院したエリカは、イーノットを見るなり笑顔を見せた。

「お久しぶりです、中佐」

「ええ。体調はどうですか？」

「もう大だい丈じよう夫ぶです。……あの、中佐。申し訳ありませんでした。心臓病のこと、黙だまっていて……」

　エリカは目を伏ふせる。

「いえ。言えない事情もあったのでしょうから」

　イーノットが穏おだやかにそう言うと、エリカはぎゅっと自分の手を握にぎる。

「ただでさえ、バートレット家の跡あと取とりは私だけなんです。これ以上『病弱』なんておまけがついたらいけない。だから、私の病気のことはずっと伏せられてきたんです」

「そうでしたか」

「でも、バートレット家のこととは別に、中佐には話したくなかったのも事実です。好きな方に、……自分の病気のことを言うのは、勇気がいります」

　イーノットは黙った。エリカも、何も言わない。

「……昨日、バートレット少将が南部基地に来ました」

「父は何と……」

「あなたと、結けつ婚こんして欲しいと言われました」

　エリカはじっと、青い瞳をイーノットに向けた。

「中佐は、何と？」

「少将に言う前に、まずあなたに言わなくてはいけない。そう思って、今日ここに来ました」

　それだけで、エリカは察したようだった。くしゃりと顔を歪ゆがませる。

「……いいです、聞きたくないわ」

「聞いてください、エリカ嬢じよう」

「いやです、いや」

「エリカ嬢」

　語気を強めれば、エリカは口を噤つぐむ。イーノットは息を吸って、言った。

「私は、あなたとは結婚できません。好きな女性が、他ほかにいるからです」

　エリカの瞳に、じわじわと涙なみだが溜たまっていく。その姿に胸が痛くなるも、イーノットは一定の距離を保ったまま、その場から動かない。

「……ケイトさんですよね？　分かっていました。最初に断られてから、ずっと、ちゃんと分かっていました。彼女に惹ひかれる中佐の気持ちも分かります。でも、でも私は」

　エリカの手が震える。

「でも私だって、あなたが好きなんです！　跡あと継つぎのことがなくても、私があなたを好きなのには変わりない。あなたに好かれたい、大事にされたいって、ずっと思っていました。護衛をしてくれていた時、隣となりを歩いてくれただけで、本当に嬉うれしくて幸せだったんです」

　青い瞳ひとみから、ぽろぽろと涙が零こぼれ落ちた。

「隣にあなたがいることを、夢見てしまった。今いま更さら、何も知らなかった頃には戻れないんです！　憧あこがれなんて、とっくに超こえてしまいました。だから、私は──」

　そこで言葉が不自然に途と切ぎれた。ひゅっと音がして、エリカが蹲うずくまる。

　イーノットは慌あわててエリカに駆かけ寄る。

「大丈夫ですか！　誰か！　誰か来てください！」

　エリカの肩を抱だきながら叫さけぶと、すぐにイーノットを案内してくれた黒いスーツの執しつ事じが部屋に入ってきた。

「発ほつ作さですね」

「く、苦し……っ」

「大丈夫ですよ」

　執事は、手慣れた様子で薬を取り出す。イーノットが邪魔にならないよう避よけようとすると、グッとエリカが袖そでを摑つかんできた。

「苦し……っ、こ、怖こわいっ……」

　眉まゆを寄せて苦痛に耐えながら、エリカは言った。意識が混こん濁だくしているのか、しきりに「怖い」と叫ぶ。涙が、白い頰ほおを流れていく。

「怖い……っ、助けて……。助けて、中佐」

　細くて白い指が、縋すがるようにイーノットを摑む。

「中佐……」

　イーノットはその手を、振ふり払はらうことができなかった。










　図書館から、一人、また一人と生徒が帰っていく。その中で、ケイトは入口の扉をちらちら気にしながら、本を読んでいた。はっきり言って全く頭には入っていないが、何もしないのもまた落ち着かないのだった。

　──何時に来るのかな。大学が終わった頃って言ってたけど……。

　会う前から、すでに心臓がうるさい。基地で会った時のことを思い出せば、それだけで顔が赤くなった。

　──会ったらどうすればいいんだろう。まともに顔を見て話せる気がしないわ。

　真っ赤になって、たぶん何を話していいか困るのだろう。それでも、早く会いたいと思った。

「あれ、ケイトじゃん」

　名前を呼ばれ、振り返る。声をかけてきたのはノーマンだ。後ろには、リオの姿もある。

「何だ。図書館行くなら言ってくれよなあ。今俺達さ、今度のレポートの調べ物してるんだ。あっちの奥の席でやってるんだけど、ケイトも来いよ」

「あ、ご、ごめん。えーと、私、今この本を読みたいから、調べ物はまた後で……」

「じゃあ、俺達とあっちで読もうぜ」

　ケイトは困ってしまった。イーノットが入口からすぐに自分を見つけられるようにと、今の席に座っているのだ。ここからなら、図書館を見回せばすぐにケイトに気付いてくれるはずだ。だが、ノーマンの指差す席は本ほん棚だなの死角になっていて、入口からは見えない。

「あっ、もしかして、誰かと待ち合わせしてるのか？」

　ケイトの態度に、ノーマンはピンときたようだった。

「う、うん」

「……そっか。じゃあ仕方ないな。リオ、行こうぜ」

「ああ……」

　リオは何か言いたげにケイトを見るも、そのまま行ってしまった。

　ケイトは息を吐き、また本に視線を落とした。それから二時間、ケイトは待ち続けた。

　ケイトはいつまでも待ち続けるつもりだった。ノーマン達が帰っても、ずっと席から立たなかった。だが、最後の一人になって、図書館の司書に閉館だと言われれば出て行くしかなくなる。

　図書館の扉とびらが閉まると、ケイトはそこに座った。外は冷たい空気のせいで星が綺き麗れいに見える。マフラーをぐるぐると巻いて、ケイトはまた、待ち続けた。

「──何、してるんだよ」

　どれくらい時が経たったのか、ケイトの頭上から声が降りてくる。見上げれば、怒おこったような顔をしたリオがいた。

「……リオ？」

「お前、いつからここにいるんだ？　真冬の夜に、そんな冷たいところに座って、何してるんだよ！」

「何って……」

　──中ちゆう佐さを、待ってた。まだ、来ていないけど。

「立て。送っていくから、帰るぞ」

「だめだよ。ここで待っていないと」

「ふざけるな。風か邪ぜでもひいたらどうする？　いいから来い！」

　ケイトの腕うでを引っ張って、リオは無理やり立たせようとした。ケイトはひどく、腹立たしい気持ちになった。

　──だって中佐がまだ来ていない。だから帰れない。帰らない。

「リオは帰って。私、まだここにいる」

「いい加減にしろ！」

「だって！　約束したの！　中佐は来てくれるって、そう約束したんだもの！」

　リオはその言葉に目を見開くと、ケイト以上の声で怒ど鳴なり返した。

「こんな時間になっても来ないなんて、すっぽかされたに決まってるだろ！　いい加減に気付け！」

　不安を真まっ直すぐに言い当てられて、ケイトはその事実を認めるしかなくなる。

「だって、約束……」

　語ご尾びが小さく震ふるえ、冷たい空気に溶とけて消えていく。

　イーノットを待ち続けながら、ケイトは湧わき上がる不安を考えないようにしてきた。あの時、帰り際ぎわにイーノットはエリカの父親であるバートレット少将に呼ばれていた。ケイトが帰った後に、何かがあったのだろうか。分からない。だから早く来て欲しかった。早く来て、言いかけた言葉の続きを聞きたかった。

「もうやめろよ」

　リオが苦しそうな顔で言う。

「お前を、こんなに冷たくさせて、それでも来ないような奴やつ、もうやめろよ！」

　言うなり、抱だき締しめられた。

「お前が好きだ」

　くぐもったような声で、リオは言った。

「好きだ。だから、もうあいつのところには行かせない」

「……リオ」

　リオはケイトの腕を取って家まで送り届けた。帰り道、二人は一言も口をきかなかった。ようやく玄げん関かん先さきで、リオは赤い顔を上げてケイトを真っ直ぐ見つめる。

「返事は、しなくていい。でも、……俺の言ったことは忘れないでくれ」

　忘れられるわけがない。

「リオ。私は……」

　口を開こうとすると、リオは「じゃあ」と言って走り去ってしまった。

　ケイトはずるずるとその場にしゃがみ込み、両手で顔を覆おおった。

　自分の気持ち。イーノット、エリカの気持ち。そして先ほど告げられた、リオの想おもい。心の中で、たくさんの感情が巡めぐっている。どうしたらいいのか、ケイトには分からなくなっていた。

　翌日になっても、イーノットからの連れん絡らくはなかった。ケイトは南部基地を再び訪おとずれたが、「中佐はいない」と言われて追い返されてしまう。イーノットが、身を潜ひそめる場所として作った隠かくれ家がにも行ってみたが、やはり誰だれもいないようだった。

　──ああ。まただわ。

　ケイトは唇くちびるを嚙かむ。イーノットと自分を結ぶ糸がまた、切れてしまったのだと悟さとった。










　冬がようやく終わり、季節は春を迎むかえた。ケイトは医術科の三年生へと進級する。

　今まで座学と実習で学んできたことを生かす集大成である病院実習が、一年後に迫せまっていた。病院実習を受けるには、三年生で試験を受ける必要がある。その試験に受からなければ、病院実習に行くことは許されないのだ。

　学生達は更さらなる勉強と、技術の向上に励はげむことになる。ケイトもまたその一人だった。

　イーノットとの約束は果たされないまま、ケイトの医術科での三年目が始まろうとしていた。







　四方を山に囲まれた所に、小さな集落があるのが見える。

　東部の中でも国境に近い外れの地にイーノットは立っていた。

「中佐！　そんなところにいらっしゃったのですか。危ないですから本部へお戻もどりください」

　ローワンが眉まゆを顰ひそめて駆かけ寄ってくる。

「あの村がそうなんだな」

　イーノットは視線を動かさないまま、そう呟つぶやいた。

「……ええ」

　遠目から見ただけでは、平和な片かた田舎いなかにある村のひとつである。しかし目には見えないだけで、視線の先の村には行き場をなくした怒いかりが集結している。

　軍への憎ぞう悪お、不安、そして哀かなしみ。イーノットは金色の瞳ひとみを細め、身を翻ひるがえした。

「全員を集めろ。これからの方針を決める。──このままでは、内乱が起こるぞ」

　イーノットの切せつ迫ぱくした声が、空気を切り裂さくように響ひびいた。






　あとがき




　こんにちは。文野あかねです。

『女神と棺の手帳』五巻目をお届けいたします。今回もまた、新しいキャラクターを書かせてもらいました。リックとニコルのコンビは、書いていてとても楽しかったです。特にリックは、言葉使いも荒あらい、野性的な感じを目指して作ったキャラクターでした。このお話では、イーノットやリオなど比ひ較かく的お行ぎよう儀ぎのよい男性が多かったので、リックのような性格は書いていてとても新しん鮮せんでした。

　そういえば、四巻のラストでリックがイーノットのことを、「天然のタラシで根暗」と評しております。リックの評価は私も同意見なのですが、私の周りの方々も「確かにそう思った！」との声が……。今回の話でも、イーノットのその性格はいかんなく発揮されていますので、是ぜ非ひ、本編を読んで確かく認にんしていただければなと思います。そして四巻に引き続き、今巻ラストのイーノットも、なかなかにひどい仕打ちをケイトにしているような気がします……。

　新しいキャラクターを含ふくめ、素す晴ばらしいイラストを描えがいてくださいました、高星麻子先生。緊きん迫ぱく感がありつつ美しい表紙、そして、それぞれに「どんなキャラクターなんだろう」と想像が膨ふくらむ口絵にうっとりしてしまいました。本当にありがとうございます！

　このお話から、担当様が変わりました。前担当様。未熟な私にとって、前担当様は頼たよりになる指針のような存在でした。そして現担当様。お話の見せ方など、たくさんの助言をいただきました。ありがとうございます。そしてこれからも、どうぞよろしくお願いいたします！

　応おう援えんしてくれる家族の皆みな様さま。執しつ筆ぴつの時間を確保するために、生活の様々な場面でフォローしてくれてありがとう。心から、感謝しています。

　お手紙をくださった皆様、ありがとうございます。嬉うれしくてありがたくて、思わず手紙を拝みたくなります。一字一句しっかり読んで、元気の源にしております。

　そして今、この本を読んでくださっている皆様。本当に本当にありがとうございます。五巻目はいかがだったでしょうか。皆様のおかげで、ケイトは夢への道をまた一歩踏ふみ出しています。

『女神と棺の手帳』は、次回が最終巻です。できればあと少しだけ、お付き合い願えればなと思います。

　では、またお会いできる日を祈いのって。





文野あかね　　
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